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は し が き

本書は，著者が神戸大学経済経営研究所において行った情報システムに関す

る研究の成果を既発表論文をもとにしてとりまとめたものである。

情報システムの研究分野において本書で論じる範囲と本吉の構成について

は，序章で明らかにする。

本書を刊行することができるのは，経済経営研究所の諸先生方のご指導とご

支援のおかげである。

とりわけ，定道 宏教授には，研究者を志して以来，公私にわたり一方なら

ぬご配慮とご支援を賜っている。

片野彦二教授(名古屋学院大学)には，経済経営研究所をご退官になるまでの

3年間，先生が主宰となられた国際学術研究，民間との共同研究などさまざま

なプロジェクトにつねにメンバーとして加えていただき，多くの研究機会を与

えていただいた。

杉浦一平教授(大阪産業大学)ならびに布上康夫教授(甲南大学)には，常々示

唆に富んだコメントと激励をいただいている。

中原昭宏先生(大阪商業大学)には，先生が経済経営研究所に在籍されていた

4年間，共同研究プロジェクトの同志としてさまざまな研究上の刺激を与えて

いただいた。

ここに記して心からの感謝の意を表させていただきたい。

なお，本書の各章と著者の既発表論文との関係はつぎのとおりである。

第1章 「シンタ､ソクスモデルについて」

「国民経済雑誌｣，第160巻 第1号，1989年7月に加筆修正。

第2章 「書評 W. H. Inmon, Buildmg the Data Warehouse」

「国民経済雑誌｣，第167巻第4号，1993年4月に加筆修正。

第3章 「パソコン'による兵庫県企業財務情報システム」

「兵庫経済｣，第28号, 1990年7月に加筆修正。
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第4章 「世界マクロ経済統計データベースシステム」

「経済経営研究年報｣，第40号(I), 1991年3月に加筆修正。

第5章 「INS-P (Dチャンネル)を利用したPCファイルリンクシステム」

「国民経済雑誌』，第166巻第6号，1992年12月

「ISDN時代のPCE」

『経済経営研究年報｣，第43号，1994年3月

「ISDN環境におけるパーソナルコミュニケーションシステム」

『オフィス・オートメーション｣, Vol. 15 No. 1, 1994年4月

以上3論文の一部に加筆修正の上統合。

第6章 「INS-P (Dチャンネル)を利用したPCファイルリンクシステム」

「国民経済雑誌｣，第166巻第6号，1992年12月

「ISDN環境におけるパーソナルコミュニケーションシステム」

「オフィス・オートメーション』, Vol. 15 No. 1, 1994年4月

以上2論文の一部に加筆修正の上統合。

第7章 「国際通信ネ､ソトワークによるリアルタイムモデルシミュレーション」

「国民経済雑誌』，第162巻第1号, 1990年7月に加筆修正。

第8章 「世界経済総合データベースシステムの開発」

「オフィス・オートメーション｣, Vol. 14 No. 2, 1993年6月

「世界経済総合データベースシステムの構築」

「国民経済雑誌』，第171巻 第3号，1995年3月

以上2論文の一部に加筆修正の上統合。

これらの論文の一部ないし全部について，加筆修正の上本書に転載すること

をお許しいただいた『国民経済雑誌｣，「兵庫経済｣，『経済経営研究年報』，「オ

フィス・オートメーション」各誌のご担当者に厚く御礼申し上げる。
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序 章

情報システムの研究は，1970年代以降，理論面および実践面の双方で目覚ま

しい進歩をとげた。理論的研究では，データベースシステムの理論的基礎であ

る概念モデル，内部モデル，外部モデル，管理システムの各分野で数多くの研

究がなされ，実践的研究では，効率的なシステム構築技法が数多く開発され，

ソフトウェアエ学として体系化されるに至った。

しかしながら，これらの情報システムの研究と現実の情報システムの構築と

の間には未だに大きなギャップが残されている。また，情報システムを支える

コンピュータ技術の急速な進歩と新しい通信技術の導入がこのギャップをさら

に拡大させる傾向にある。それにもかかわらず，このギヤ、ソプを埋める情報シ

ステムの構築実現のための情報技術は未解決または未公開のままで放置されて

いるのが現状である。その結果，現実に情報システムを構築するために必要な

情報技術は個々のシステムヒ､ルダーに依存し，この分野の先駆的研究は，構築

された情報システムからのリバースエンジニアリングによってしか伺い知るこ

とができない状況にある。

本書は，情報システムの研究と構築のギヤ､ソプを埋めるために現実的に必要

となる情報技術について，著者がこれまでに行ってきた研究成果をまとめたも

のである。

本書であつかう情報技術の研究は，つぎの4つの分野に分けることができ

る。

I.情報システムの概念モデル

Ⅱ、情報システムの外部モデル

Ⅲ、データ通信システム

Ⅳ、ネットワーク情報システム



ネ､ソトワーク環境における情報システムの研究2

本書は，上記の4つの研究分野に対応した4部から構成されており，その具

体的内容はつぎのとおりである。

第1部は，情報システムの概念モデルの研究であり，現実世界の情報構造を

表現する情報モデルに関する問題を論じる。概念モデルの研究には，現実世界

の情報構造を表現するための「情報モデル」と，表現された事象間の関係を表

現するための「データモデル」の研究がある。このうち，後者のデータモデル

の研究は，「階層型データモデル｣，「ネットワーク型データモデル｣，「リレー

ショナル型データモデル」の3つのデータモデルにほぼ定着しているのに対し

て，前者の情報モデルの研究は，初期の「述語論理モデル｣，「意味モデル」か

ら最近の「E-Rモデル」に至るまでさまざまな研究がなされているものの，未

だ研究途上にあるといえる。

第1章では，リレーショナルデータベースの構築のための情報モデルとして

「シンタックスモデル」を提示する。シンタックスモデルは，現実世界の情報

構造を自然言語の文で表現し，文書構成法の観点からリレーショナルデータ

ベースのテーブル定義に直接対応させることができるような情報モデルであ

る。従来提唱されている「意味モデル」や「E-Rモデル」などの情報モデルは，

現実世界の情報構造を総括的に表現するだけで，具体的なデータベースの定義

に直接的に結びつけることができなかったのに対して，シンタ､ソクスモデル

は，データモデルの主流をなすリレーショナル型データモデルに対応した情報

モデルとなっており，現実世界の情報構造とリレーショナルデータベースの

テーブル定義を直接的・具体的に結び付けることができる。

第2章では，「データウェアハウス」について考察する。データウェアハウ

スは，情報システムにおいて分析用途に利用されるデータ（インフォメーショ

ナルデータ）を一元的に管理運用する情報分析指向のデータベースである。

データウェアハウスが，従来の情報検索指向の業務用データベースと本質的に

異なる点は，情報システムの情報構造に時間的要素を導入したことにある。ト
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レンドデータをあつかうデータウェアハウスには，カレントデータをあつかう

業務用データベースとは異なり，利用者が行おうとする分析処理に対応して，

横断面(クロスセクション)および時系列(タイムシリーズ)のいずれの形態でも

データを供給しうる能力が不可欠である。両形態でデータを効率的に供給する

ために，データウェアハウスでは，横断面データ供給用のクロスセクショナル

データベースと時系列データ供給用のタイムシリーズデータベースからなる複

合構造を採用することが必要となる。

第Ⅱ部は，情報システムの外部モデルの研究であり，クロスセクショナル

データベースシステムおよびタイムシリーズデータベースシステムの外部モデ

ルを，ユーザインタフェースの観点から論じる。パーソナルコンピュータや

ワークステーションの高性能化にともない，利用者と情報システムの間のユー

ザインタフェースが情報システム構築上の重要なポイントとなってきている。

しかしながら，情報システムにおける外部モデルの理論的研究は，データ操作

言語に関する研究が主であり，ユーザインターフェースを対象とするものでは

ない。そのため，外部モデルの構築は，もっぱらシステムビルダーの創意工夫

に委ねられているのが現状である。

第3章では、財務情報システムを構築してクロスセクショナルデータベース

のユーザインタフェースを具体的に提示する。「兵庫県企業財務情報システム」

は，兵庫県における企業財務情報をデータベース化したクロスセクショナル統

計データベースシステムである。本システムのユーザインタフェースは，処理

の選択方式にメニュードリブン方式を，情報の検索方式にQBE(Query By

Example)方式およびSQL (Structured Query Language)を採用することによ

って，利用者の多様な情報ニーズに対応するように設計されている。

第4章では，統計情報システムを構築してタイムシリーズデータベースの

ユーザインタフェースを具体的に提示する。「世界マクロ経済統計データベー

スシステム」は, OECD諸国のマクロ経済データをデータベース化したタイム
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シリーズ統計データベースシステムである。タイムシリーズ統計データベース

が統計分析に必要なデータの供給源として機能するためには，検索したデータ

を単に情報として提供するだけではなく，統計分析に直接使用可能な数値デー

タとして利用者に提供できることが必要不可欠である。本システムでは，デー

タベースから検索したデータを，利用者がPC上の分析システムでそのまま利

用できるデータファイルとして提供することを前提に，ユーザインタフェース

が設計されている。

第Ⅲ部は，データ通信システムの研究であり，将来のパーソンツーパーソン

型データ通信システムのパイロ､ソトモデルとして, ISDN (Integrated Serv-

ices Digital Network)によるPC間情報通信システムを開発し提示する。

第5章では，総合ディジタル通信網であるISDNが21世紀の通信網として整

備され，普及するとともにもたらされる通信環境および通信形態の変貌を考察

するために, ISDNの概要をしめした後，ディジタル通信環境への移行が遅れ

ている個人用情報通信システムの現状と問題点を考察し, ISDNの導入による

打開案を検討し, ISDN導入後の個人用通信システムの将来像を提示する。

ISDNの普及によって特に大きく変貌すると考えられるのは，個人間のデータ

通信の形態である。パケット通信や高速なディジタル通信を手軽に利用するこ

とができるISDN環境では，従来のアナログ電話網環境において主流であった

「ホスト局方式」の通信形態に代わり，通信コストおよび利便性の両面で優れ

た「パーソンッーパーソン方式」の通信形態がPC間情報通信システムの主流

となるであろう。

第6章では, ISDNに対応したパーソンツーパーソン方式のPC間情報通信シ

ステムとして開発したパイロットモデルを提示する。「PC-FLS｣ (Personal

Computer-File Link System)は, ISDNにおいて利用可能なパケット通信モー

ドおよびディジタル通信モード，通話モードの3つの通信モードに対応し，さ

らに，「パーソンツーパーソン方式」の通信形態では必要不可欠な着信への自
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動応答機能を具備したデータ通信システムである。PC-FLSを使用すれば，通

信するデータの特性に応じて最適な通信モードを自由に選択して利用すること

が可能になるだけでなく，パーソンツーパーソン方式の通信形態で特に問題と

なる通信相手が不在の場合の通信を確保することも可能になる。

第Ⅳ部は，ネ､ソトワーク情報システムの研究であり，著者が参加している共

同研究プロジェクトにおいて現在開発中であるネットワークを利用した分散型

システムについて述べる。

第7章では，分散型アプリケーションシステムについての研究成果を紹介す

る。「分散型計量経済分析ネットワーク情報システム」(ECONET :ECOnom-

ic model simulation NETwork System)は，計量経済リンクモデル分析のた

めに開発された,PC通信ネ､ソトワークを利用した分散型シミュレーションシ

ステムである。従来，リンクモデルは，1つのモデルとして1台の大型計算機

上で集中処理方式で解かれていたが，ネットワークで連結された複数台のPC

上に各国モデルを配置して並列的に解く分散処理方式を実現し，各国モデルを

分散処理することによって，従来の集中処理方式では困難であったさまざまな

操作，例えば，特定国のモデルやデータをシミュレーション中に差し替えると

いうようなことが可能となる。言い換えれば, ECONETは，各国が自国の経

済政策のシナリオをシミュレーション中に変更することを可能にするものであ

り，この意味において，グループ意思決定を支援する情報システムのパイロッ

トモデルであると位置づけることができる。

第8章では，分散型データベースシステムについての研究成果を紹介する。

「世界経済総合データベースシステム」(WEDS :World Economic Data

base System)は，総合的な計量経済情報システムを目指して開発中の，

UNIX通信ネ､ソトワークを利用した分散型の世界経済統計データベースシステ

ムである。本システムの特徴は，従来の垂直型の分散データベースシステムで

はなく，水平型の分散データベースシステムの手法を用いて構築されている点
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にある。水平型の分散データベースシステムでは，データの一元的管理を行う

垂直型の分散データベースシステムとは異なり，データベースシステムを構成

する各データベースサーバにおいてデータの管理運用を独立して行うことが可

能である。

なお，本書では各章の記述に直接関連する参考文献は各章の脚注ないし章末

にしめし，本書全体に関連するものは巻末に「文献リスト」として一括してし

めす。



第1部

情報システムの概念モデル





第1章 シンタックスモデル

は じ め に

現実世界の情報をデータベース化するプロセスは，現実世界の情報構造を抽

象化して表現する段階と，抽象的に表現されたデータの世界をデータベース管

理システム(DBMS)のデータ構造に適合させて具体的に表現する段階に大別

できる。
（1）

現実世界の情報構造を表現するための概念モデルは「情報モデル」と呼ば
（2）

れ, DBMSのデータ構造をあらわす概念モデルは「データモデル」と呼ばれ

る。

データベースを合理的に設計するためには，「情報モデル」によって抽象的

に表現されたデータの世界を，使用するDBMSの「データモデル」に適合し

たデータベース定義として具体的に表現することが必要である。

しかし，従来提唱されている「意味モデル」や「E-Rモデル」などの情報モ

デルは，現実世界の情報構造を総括的に表現するものにすぎず，表現された

データの世界を具体的なデータベースの定義に直接的に結びつけることはでき

ない。そのため，現実のデータベースの設計においては，現実世界の情報を抽

象化し，データモデルに基づいたデータベース定義をするまでのプロセスは，

データベース構築者の経験則などに委ねられているのが現状である。

(1) 代表的なものにM. Hammerらの「意味モデル｣, P.P.Chenの「E－Rモデル」

などがある。

(2) 「階層型モデル｣，「ネットワーク型モデル｣，「リレーショナル型モデル」が代

表的なもので，現在使用されているDBMSのほとんどは，この3種のデータモデ

ルのいずれかを採用している。現在の主流は「リレーショナル型」のデータモデ

ルを採用した「リレーショナルデータベース管理システム」(RDBMS)である。
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本章では，データモデルの主流をなすリレーショナル型データモデルに対応

し，現実世界の情報構造の表現からリレーショナルデータベースのテーブル定

義までを一貫して行うことができる情報モデル「シンタ､ソクスモデル」( syn-

tax model)を提示する。

1．シンタックスモデルの概要

｜シンタックスモデル」は，データの世界を自然言語の文で把握し，主語

動詞，補語，目的語の関係を分析，その関係を5つの構文として整理すること

によって，直接リレーショナルデータベースの「表(base table)」及び

「ビュー(viewed table)」の定義に対応させるものである。

シンタックスモデルによるリレーショナルデータベースの設計プロセスは，

つぎの4段階に分かれる。

第1段階： 現実世界の情報を自然言語の文として表現する。

第2段階： 第1段階ででき上がった文の構文解析を行う。

第3段階： 解析結果に基づいて対応する「原表」にあてはめる。

第4段階： 第3段階ででき上がった「原表」に対して，リレーショ

ナルデータベースとしての合理化を施し，最適な「表」

及び「ビュー」を決定する。

シンタ､ソクスモデルを用いたリレーショナルデータベースの構築手順の全体

像を第1.1図にしめす。
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－－－－－－－__」

自然言語文で表現第1段階

↓

構 文 解 析

①単文への分解

②修飾語句の単文化

③要素の抽出

④要素の分析

⑤構文タイプの決定

⑥統合

第2段階

ｌ
’
ず

｢原表」の作成第3段階

▼

第4段階 リレーショナルデータベース

としての合理化

｢表」「ビュー」の決定

「~~~~~~~~~~~~~~ー~~一一~~~~~~一一~~~~~~~－－－－－－－~~~~~~一1

データベース設計の完了
Lー__－－－－－－－－_______________－－－－－－－________________」

第1.1図 シンタ･ソクスモデルによるデータベース設計の手順

2．シンタックスモデルによるデータベースの設計

3）

を例として，本節では，「多国籍企業データベース」を例として，シンタ､ソクスモデルに

基づいたデータベースの設計手l1頂を具体的に述べる。

(3) 多国籍企業データベースは，わが国の海外進出企業についてのデータベースで，

海外進出企業(親会社)と現地企業(子会社)についての名称，所在地，貸借対照表

・損益計算耆等の財務データ，従業員，出資関係などのデータを収容するもので

ある。
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《第1段階》

第1段階は，現実世界の情報を自然言語の文で表現する段階である。自然言

語は，現実世界の情報を抽象化して表現する最も基本的かつ汎用的な手段であ

る。シンタックスモデルで用いる自然言語は，主語と述語が存在する完全な文

を作成することができる言語であれば，日本語 英語などの言語の種類は問わ

ず，任意である。
（4）

多国籍企業データベースに格納される情報を自然言語の文で表現した例を

第1.1表にしめす。

第1.1表 自然言語文で表現したデータの世界

〔例文1〕 カリフォルニアインダストリー社の所在地は，アメリカであ
る。

〔例文2〕

〔例文3〕

カナダ大阪製紙工業の社長は，5()歳の鈴木氏である。

(株)京都化学は，1964年にオーストラリアに豪州京都化学(株）
を設立し, 1970年には，ブラジルのブラジル京都化学(株)を
解散した。

〔例文4〕 1989年，神戸不動産は，英国神戸不動産に100万ドルを投資し
た。

〔例文5〕 東京ペイントエ業は，赤い塗料を生産している。

《第2段階》

第2段階は，構文を解析する段階であり，シンタックスモデルの概念の中核

(4) ここでは，多国籍企業のデータとして「海外進出企業(親会社)一覧表｣，「親会
社別子会社一覧表｣，国内外の企業を網羅した「企業要覧」があるものと想定し，

多国籍企業データベースの設計について，シンタックスモデルの概念を述べるた
めに必要な最小限の範囲を示している。
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部分である。構文解析は次の6段階で行う。

① 単文への分解

② 修飾語句の単文化

③ 要素の抽出

④ 要素の分析

⑤ 構文タイプの決定

⑥ 統合

⑩単文への分解

複文や重文は，主語と述語からなる単文に分解する。

第1.1表の例文のうち，〔例文2〕は複文，〔例文3〕は重文となっているの
（5）

で単文に分解する。単文に分解したものを第1.2表にしめす。

第1.2表 単文に分解された例文

〔例文1〕 カリフォルニアインダストリー社の所在地は，アメリカであ
プ

つo

〔例文2〕①

②

カナダ大阪製紙工業の社長である鈴木氏は，

鈴木氏は，鈴木氏は,50歳である。

(株)京都化学は, 1964年にオーストラリアに豪州京都化学(株）

を設立した。

(株)京都化学は，1970年にブラジルのブラジル京都化学(株）

〔例文3〕①

②

を解散した。

〔例文4〕 1989年，神戸不動産は，英国神戸不動産に100万ドルを投資｛

た。

〔例文5〕 東京ペイントエ業は，赤い塗料を生産している。

(5) 分解の必要のない例文は原文のままである
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②修飾語句の単文化

修飾語句を含む単文は，本質的には複文と同じ構造であると考えられる。そ

こで，文中に含まれる修飾語句の部分を単文に分解する。この分解のことを

「完全単文化」と呼ぶことにする。

第1.2表の例文では，〔例文2〕①，〔例文3〕②及び〔例文5〕の下線部分

が修飾語句を含んでいる｡完全単文化を施したものを第1.3表にしめ＃‘

第1.3表 完全単文化された例文

F砿 1〕 カリフォルニアインダストリー社の所在地は，アメリカであ
る。

〔例文2] @a

①b
②

鈴木氏は，

鈴木氏は，

鈴木氏は，

社長である。

カナダ大阪製紙工業に勤務している。
50歳である。

〔例文3〕① (株)京都化学は，1964年にオーストラリアに豪州京都化学(株）
を設立した。

(株)京都化学は, 1970年にブラジル京都化学(株)を解散した。
ブラジル京都化学は，ブラジルにある。

ａ
ｄ
ｂ

②
②

〔例文4〕 1989年，神戸不動産は，英国神戸不動産に100万ドルを投資L
た。

〔例文5] a

b

東京ペイントエ業は，塗料を生産している。
塗料は赤い。

(6) すでに完全単文となっている例文は原文のままである。
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③要素の抽出

完全単文化された文を構成するすべての語句がデータとしてデータベースに

格納されるわけではない。格納されるのは，データ項目のデータ値となるもの

だけである。データベースに格納される語句を「要素」と呼ぶことにすると，

ここで，要素を抽出する必要がある。第1.4表の下線部分が第1.3表の各例文の

要素となる部分である。

第1.4表 データ要素の抽出

カリフォルニアインダストリー社の所在地は，アメリカであ〔例文1]
プ

つ○

〔例文2] a

①b

②

鈴木氏は，

鈴木氏は，

鈴木氏は，

社長である。

カナダ大阪製紙工業に勤務I ているc

鈴木氏は,50歳である。

(株)京都化学は，1964年にオーストラリアに豪州京都化学(株）〔例文3〕（1

を設立した。

(株)京都化学は， 1970年にブラジル京都化学(株)を解散した。

ａ
．
ｂ

塑
動

ブラジル京都化学は，ブラジルにある。

神戸不動産は，英国神戸不動産に100万ドルを投資L1989年，
ナー
ノー○

〔例文4〕

東京ペイントエ業は 塗料を生産している。〔例文5] a

b 塗料は赤い。
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朝要素の分析

抽出した要素を意味によって，

s：主語,V:述語動詞,O:目的語,C:補語, a:51詞句

の5つの要素タイプに分類する。各要素タイプの性質を第1.5表にしめす。

第1.5表 シンタ､ソクスモデルの要素タイプ

s(非語） 主題となる要素で，分析の際 必ず最初に認識するべき要素

V(述語動詞） 作用の内容を示す要素（特に作用の種類をデータとしてデー

タベースに格納したい場合のゑ要素として認識）

o(目的語） 作用の対象となる要素

c(補語） 主語または目的語の，性質 所属，別名，定義を表す要素

場所，方法，状態 時間を表す要素a(副詞句）

シンタ､ソクスモデルの構文解析では，主語となる要素は必須である。そこ

で，要素の分析は，まず，主語を認識することから始まる。各例文について主

語となる要素を第1.6表にしめす。
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1ワ
上I

第1.6表 主語となる要素の決定

カリフォルニアインダストリー社の所在地は，アメリカであ〔例文1〕

S

つc

〔例文2] @a 鈴木氏は，

S

鈴木氏は，

S

鈴木氏は，

S

社長である。

カナダ大阪製紙工業に勤務している。l)b

50歳である｡②

(株)京都化学は，1964年にオーストラリアに豪ｿ､|､|京都化学(株）〔例文3〕①

S

を設立した。

(株)京都化学は, 1970年にブラジル京都化学(株)を解散した。②a

S

ブラジル京都化学は，ブラジルにある。(2)b

S

神戸不動産は，英国神戸不動産に100万ドルを投資し〔例文4〕 1989年

己

た。

東京ペイントエ業は，塗料を生産している。〔例文5] a

b

S

塗料は赤い。
S

さらに，残りの要素のタイプを分析したのが第1.7表である。
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第1.7表 要素分析

〔例文1〕 力_リフォルニアインダストリー社の所在地は，アメリカであ
a(場所）S

'DC

例文2] @a 鈴木氏は，

S

鈴木氏は，

~す

鈴木氏は，
－言

社長である。

c,(性質）

カナダ大阪製紙工業に勤務してIl)b る。

a(場所）

50歳である。

c2(性質）

②

〔例文3]Q (株)京都化学は 坦里年にオーストラリアに豪州京都化学(株）
s a,(時間) a2(場所) o

を設立した。

V

(株)京都化学は, 1970年にブラジル京都化学(株)を解散した。Za

Vs a(時間） O

ブラジル京都化学は，ブラジルにある。②b

a(場所）目

〔例文4〕 1989年，

a(時間）

た。

神戸不動産は， 英国神戸不動産に100万ドルを投資し
R （） (）

〔例文5] a

b

東京ペイントエ業は， 塗料を生産して↓
0

る。
S

塗料は赤い。

s c(性質）

【注】〔例文2] a,②のc及び〔例文3]①のaの添え字は，後の説明のためにつ
けたものである｡

⑤構文タイプの決定

文を構成する要素の要素タイプから，構文のタイプを決定する。構文には第

1.8表に示した5つのタイプがあり，各構文タイプに対応して，第1.2図に示す

ような5種類の「原表」がある。
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第1.8表 シンタックスモデルの構文タイプ

要素の相互関係構文タイプ名 構文の要素

タイプI

タイプⅡ

タイプⅢ

タイプⅣ

タイプV

Ａ
Ａ

＋
＋

Ａ
Ａ
Ｏ
Ｃ

＋
＋
＋

＋

Ａ
Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｏ

十
十
十
十

十
号

一
一
一

一

Ｖ
Ｖ

Ｖ
Ｖ

Ｖ

十
十
十
＋

＋

Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ

S=C or Sa[

O=C or OaC
I

【注】ここで, S,C,0,Aは，それぞれs，c，o，aの集合を表す。すなわち，

S +V+Aは, s+V+a+a, s+s+V+a+a+a,……等を代表する

ものである。また,V及びaは，構文に必須の要素ではない。＝は同格，ョは部

分または属性を表す。

タイプⅡの構文の「原表」タイプIの構文の「原表」

A

(C型テーブルノ(P型テーブルノ

タイプⅣの構文の「原表」タイプⅢの構文の「原表」

(OO型テーブルノ(O型テーブルノ

タイプVの構文の「原表」

(OC型テーブルノ

第1.2図 構文タイプとその「原表」

S V C AQ
J V

S V 0 (） AS V 0 A

S V 0 C A
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第1.7表の各例文の構文タイプは第1.9表のとおりである。

第1.9表 各例文の構文タイプ

構成要素タイプ例文番号 構文タイプ

例文1〕 タイプIS＋a

〔例文2] a

①b

②

タイプⅡ

タイプI

タイプⅡ

Ｃ
ａ

Ｃ

十
十

十
Ｓ

Ｓ
Ｓ

例文3〕①

②a

②b

タイプIⅡ

タイプⅢ

タイプI

ａ＋ａ
ａ

＋
＋

０
Ｏ

十
十

Ｖ
Ｖ

ａ

＋
十
十

ｓ
Ｓ

Ｓ

〔例文4〕 タイプⅣs＋o＋o＋a

〔例文5] a

b

ダイブⅢ

タイプⅡ

Ｏ
Ｃ

＋
＋

Ｓ
Ｓ

⑥統合

構文タイプを決定することができれば，第1.2図で示した「原表」に対応付

けることによって，文を「表」の形式に変換することは極めて容易である。し

かし，⑤の段階でこの変換を行うと，把握された完全単文の数だけテーブルが

必要となり（この例では10テーブル),非常に効率の悪いデータベースが設計さ

れてしまう。

そこで，第2段階の最終手続きとして，「統合」という操作を行うことによ

って，効率的な「原表」の構造を決定する。

「統合」とは，複数の構文を意味の上から1つの構文にまとめることである。

「統合」を行うのは，次のような場合である。

1．構文タイプと要素間の意味的な関係がともに同じ文どうしは統合する。

2．文の要素間の意味的な関係が，別の文の要素間の意味的な関係に含まれ
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るとき，この2つの文は，統合することができる。この場合の統合には

構文のタイプによって次のような性質がある。

（1）タイプI (S+V+A)の文は，すべての構文タイプに含まれる要素

(s, V, a)だけで構成されているので，タイプⅡ～タイプVのす

べてに統合されうる。

（2）タイプⅡ(S +V+C+A)の文は, S=CorSaCが成り立ってい

るので，s，c，oの性質，所属 別名，定義を表すものとして，す

べてのタイプの文に統合されうる。

（3）タイプⅢ(S +V+O+A)の文は，タイプⅣ及び，タイプVの文に含

まれる「S +V+O+A」の部分に統合されうる。

（4）タイプⅣ及びタイプVの文は，他のタイプに統合されることはない。

それでは，各例文について統合の可能性を順に分析してみる。

〔例文1〕は，タイプIなので，すべてのタイプに統合されうる。まず，〔例

文3] @bとは，全く同じ構文タイプであり，要素間の意味的な関係も全く同

じなので統合される。また，この例文のs－aと同等の意味的関係が，〔例文

3〕①のoとa2の間にあるので,[例文1]は,[例文3]①に統合されうる。

(第1.3図）

統 合 前 統 合 後

〔例文1〕

タイプI

〔例文3] @b
タイプI

〔例文3〕①
タイプⅢ

s a

ll ll

S a

↓ ↓

sVo a,a2 〔統合文1〕

タイプⅢ

sVo a,a2

→
Ｉ

第1.3図 〔例文1〕に関連する統合
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〔例文2] @aは，タイプⅡなので，すべてのタイプに統合されうる。この

例文のsは，〔例文2]@b, [例文2]②のsと共通なので、この3つの例文

は，統合することが可能である。（第1.4図）

統 合 前 統 合 後

〔例文2] @a

タイプⅡ

〔例文2] b

タイプI

〔例文2〕②
タイプⅡ

１
り

Ｃ
ａ

Ｃ

Ｓ
ｌ
↓

Ｓ
ネ
ー

Ｓ

〔統合文2〕

タイプⅡ

-→ s c1c2a

第1.4図 〔例文2〕に関連する統合

〔例文3〕①は〔統合文1〕となったが，〔統合文1〕は，タイプⅢなので，

さらに統合の可能性がある。〔統合文1〕の例文の要素の意味的な関係は，〔例

文3] @aの全要素の意味的関係を含んでいるので,[統合文1]にさらに〔例

文3] @aを統合することが可能である。（第1.5図）

一方，〔例文4〕及び，〔例文5〕①は, S,Oタイプの要素を含んでいるが，

それらの意味的な関係が異なるため，統合することはできない。

統 合 前 統 合 後

〔例文3] @a

タイプⅢ

〔統合文1〕

タイプⅢ

s V o a

↓↓↓▽

sVo a,a2 sVoa,a2 [統合文1A]

タイプⅢ

→
Ｉ

第1.5図 〔例文3〕に関連する統合
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〔例文4〕は，タイプⅣであり，他のタイプに統合されることはない。また，

この例の場合には統合する文もないので，操作はない。（第1.6図）

統 合 後統 合 前

〔統合文3〕

タイプⅣ

〔例文4〕

タイプⅣ

－尹 s o o aS O O a

第1.6図 〔例文4〕に関連する統合

〔例文5]aは，タイプⅢであるが，この例文と同じs，oの意味的関係を

持つ例文は他にないため，どこにも統合されない。

〔例文5]bは，タイプⅡであり，この例文のsと,[例文5]aのoが共

通なので，これらを統合することが可能である。（第1.7図）

統 合 前 統 合 後

〔例文5]b

タイプⅡ

〔例文5]a

タイプⅣ

ｆＳ
ｌ
▼

ＯＳ

〔統合文4〕

タイプV

S O C

第1.7図 〔例文5〕に関連する統合

《第3段階》
（7）

第2段階を終えると，各統合文をそれぞれの構文タイプに対応した「原表」

によってテーブルに変換することができる。

(7) 第1.2図参照。
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多国籍企業データベースの場合は，〔統合文1A], [統合文2], [統合文3],

〔統合文4〕に対応する「原表」によって，つぎの4つのテーブルで構成可能

である。（第1.8図）

⑪〔統合文1A]による「原表」

テーブル名：企業関係

企業名 事由 相 手 企 業 名 時期 所在地

カリフォルニアインダストリー

豪州京都化学(株）

ブラジル京都化学(株）

アメリカ

オーストラリア

ブラジル

(株)京都化学

(株)京都化学

設立

解散

４
０

６
７

９
９

１
１

｜ ： ｜

’ ． ’

’ ． ’

②〔統合文2〕による「原表」

テーブル名：役員名簿

鈴木｜社長|50 1 カナダ大阪製紙工業

’ . ｜ ： ｜ ･
’ . ' ｡ ’ .

’ . ’ ｡ ’ .

③〔統合文3〕による

テーブル名：投資記録

｢原表」

神戸不動産 ｜ 英国神戸不動産 | 1, 000, 000 1 1989

④〔統合文4〕による「原表」

テーブル名：製品

｜

｜

’

東京ペイントエ業 塗料 赤

｜

｜

’

第1.8図 多国籍企業データベースの「原表」構成

名前 役職 年齢 企 業 名

企業名 相手企業名 投資金額 時期

企 業 名 製品名 色
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《第4段階》

第4段階は，第3段階で作られた「原表」に，リレーショナルデータベース

としての合理性の観点から検討を加え，最終的な「表」及び「ビュー」を決定

する段階である。

具体的には，次のような事柄について検討する。

①正規化による「表」の分解

②コード付け，インデックスの設定などのデータベースの技術的要因によ

る「表」の構造改良，「表」の追加

③「ビュー」の定義

データベースの効率向上のために企業コードを設定した場合の多国籍企業

データベースの最終的な「表」構成を第1.9図に示す。

テーブル名：企業関係

時期 所在地相手企業コード事由企業コード

アメリカ

ケーストラリア

ブラジル

１
２
２

０
０
０

０
０
０

１
１
５

０
６
５

４
０

６
７

９
９

１
１

設立

解散

２
２

０
０

０
０

１
１

８
８

｜

｜

’

テーブル名：役員名簿

鈴木｜社長 50 1 01003

｜

｜

’

第1.9図 多国籍企業データベースの「表」構成（次頁へつづく）

名前 役職 年齢 企業コーI
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テーブル名：投資記録

81004 44004 1, 000, 000 1 1989

テーブル名：製品

色

81005 1 塗料 ｜赤

テーブル名：企業コード

企業コード 企 業 名

カリフォルニアインダストリー

カナダ大阪製紙工業

英国神戸不動産

ブラジル京都化学(株）

豪州京都化学(株）

(株)京都化学

神戸不動産

東京ペイントエ業

１
３

４
２

２
２

４
５

０
０
０

０
０

０
０

０
０
０
０

０
０

０
０

０

１
１

４
５
１

１
１
１

０
０

４
５
６

８
８

８

第1.9図 多国籍企業データベースの「表」構成

企業コート 相手企業コード 投資金額 時期

企業コード 製品名
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お わ り に

本章では，リレーショナルデータベースの設計に際して，具体的に利用する

ことのできる「シンタ､ソクスモデル」の概念を，「多国籍企業データベース」

の設計を例示することによって提示した。

シンタ､ソクスモデルの特徴をまとめると次のようになる。

①自然言語の文によってデータの世界を表現する。

②文を主語，動詞，補語，目的語,gl1詞句の5つの要素によって把握する。

③要素の関係を5つの構文に整理し，それを，リレーショナルデータベースの

テーブル定義の基礎となる「原表」に対応づける。

シンタックスモデルは，現実世界の情報構造を合理的かつ直接的にリレーシ

ョナルデータベースの設計に結びつけるための有力な概念であると同時に，自

然言語による情報の表現とデータベースの設計を結びつけるものであることか

ら，現在，人工知能分野で盛んに研究が行われている自然言語によるデータ

ベースの問い合わせ言語の実現にもなんらかの貢献をするものと考えられる。

関 連 論 文

[ 1 ] Chen, P. P. , "The Entity-Relationship Model - Toward a Unified View

of Data", ACM TYansactions on Database Systems, Vol. 1 No. 1, 1976年

[ 2 ] Codd, E. F. , " A Relational Model of Data for Large Shared Data Bank3 ,

Communication of the ACM, Vol. 13 No.6, 1970年

[ 3 ] Hammer, M. , & D. Mcleod, "Database Description with SDM :A Semantic

Database Model", ACM 乃ansactions on Database Systems, Vol. 6 No. 3,

1981耳
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[ 4 ] Smith,J,M., & D.C.P.Smith, "Database Abstractions :Aggregation

and Generalization", ACM TYansactions on Database Systems, Vol. 2 No. 2,

1977年

[ 5 ] Quillian, M､R. , "The teachable language comprehender, simulation pro-

gram and theory of language ", Comm unica "ons of rh e A CM, Vol. 1 2

No.8, 1969年



第2章 データウェアハウス

は じ め に

1 960年代，企業に代表される組織内の業務データの処理にコンピュータがは

じめて導入されて以降，ハードウェア及びソフトウェア技術の進歩にともなっ

てコンピュータの適用領域は急速に拡大し，さまざまなアプリケーションシス

テムが開発された。しかし，各アプリケーションシステムが独自に「データフ

ァイル」を持つ当時のデータ管理方式では，単一の組織内で稼働するアプリ

ケーションシステム数の増加とともに，データファイル間で大量の冗長データ

が発生し，データの整合性が維持できないという事態に陥った。

1970年代には，データの冗長に起因するさまざまな不都合を解消するため

「データベース」が本格的に導入された。アプリケーションとデータの独立性

を確保し，組織内のデータの一元的管理によるデータの矛盾解消を目指すデー

タベースシステムは，データ通信システムとの有機的な結合によって情報シス

テムの中核となった。

1 980年代後半には，パーソナルコンピュータ(PC)の性能の向上と第4世代

言語(4GL)をはじめとするソフトウェア環境の整備にともなって，エンド

ユーザの情報処理能力が飛躍的に向上した。PCによる意思決定支援を指向す

るエンドユーザは，データ通信システム等を介して組織内のデータベースおよ

び外部のデータリソースから必要なデータを抽出し，各自のPC上に独自の分

析用データベースを構築しはじめた。

1990年代に入り，この傾向はますます顕著なものとなり，数段階にわたる

データの抽出によって大量の複製データが作成された結果，データは組織内外

のデータリソースを核として無秩序に拡散してしまった。この様相を



30 ネットワーク環境における情報システムの研究

（1）

W. Inmonは「蜘蛛の巣」(Spider Web)と表現している。

このような自然発生的で無秩序な構造を持つデータの世界では，大量の冗長

データが発生するために，データの信頼性が著しく低下するばかりでなく，

データが拡散しているために，蓄積された分析用データを管理することが極め

て難しくなる。

本章では，このような状況を是正し，意思決定支援を中心とする分析処理

ニーズに対応可能な情報システムの設計指針として，「データウェアハウス」
（2）

の概念を考察する。

1．従来の情報システムにおけるデータ供給形態の限界

「蜘蛛の巣」が出現する最大の原因は，従来の情報システムのデータ供給形

態が，組織内の全てのデータニーズに対して単一の業務用データベースに依存

していたことにある。

組織内のデータ処理は，刻々と発生する取引を対象とする業務処理と意思決

定支援を目的とする分析処理に大別され，それぞれの処理のデータニーズの性

質を考えると，前者は主としてクロスセクション(横断面)のカレントデータを

必要とするのに対して，後者は主としてタイムシリーズ(時系列)のトレンド

データを必要とすることが分かる。

現在稼働している情報システムは，ほとんどが業務処理を前提として構築さ

れたものである。したがって，データベースで管理運用されるデータは，業務

の進行とともに刻々と更新されるカレントデータであり，トレンドデータでは

ない。このため，分析処理に必要なトレンドデータは，データベース内のカレ

( 1 ) " Building the Data Warehouse ''の著者。

(2)「データウェアハウス」は, ｢ SAA｣ ( Systems Application Architecture )や「シ

ステムビュー」等とともに, IBM 社の次世代情報システムの（､ソクボーンの1つ

に位置づけられている。
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ントデータを適宜抽出し,PC上に構築した「分析用データベース」に蓄積し

て行かない限り確保することができないという状況が発生する。

このような分析処理ニーズに対応するためには，業務処理用のデータを供給

する既存のデータベースに加え，分析処理に必要なデータを供給する新たな

データベースを，情報システムに具備することが必要となる。

2．データウェアハウスの概要

「データウェアハウス」の概念の核心は，情報システム内のデータを，業務

処理用のオペレーショナルデータと分析処理用のインフォメーショナルデータ

に分け，それぞれを専用のデータベースで一元的に管理運用することである。

データウェアハウスの概念を導入すると，オベレーショナルデータは「業務

用データベース」で，インフォメーショナルデータは「データウェアハウス

(分析用データベース)」でそれぞれ一元管理される。

「データウェアハウス」を導入した‘|冑報システムでは，データはつぎの4つ

のレベルで管理運用される。

① オペレーショナルレベル

② データゥェアハウスレベル

③ ディパートメントレベル

④ インディビジュアルレベル

オペレーショナルレベルは，業務処理用のオペレーショナルデータの供給基

地であり，他の3つのレベルで運用されるデータの主要な源泉ともなる。

データウェアハウスレベルは，トレンドデータなど，オペレーショナルレベ

ルでは保持されない意思決定支援に必要となる分析処理用のインフォメーショ

ナルデータの供給基地であり，ディパートメントレベルおよび，インディビジ

ュアルレベルで運用されるデータの源泉となる。
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ディパートメントレベルは，データウェアハウスレベルを分類統合し，より

広範な意思決定に必要なデータを供給する。

インディビジュアルレベルは，意思決定者が分析処理に直接利用するための

データであり，主としてPC上に一時的に保持されるデータ群である。

3．データウェアハウス構築上の留意点

データウェアハウス構築上の留意点として，「データの粒度」(granularity )

と，「メタデータ」（データの属性情報)を指摘することができる。

データウェアハウスに収容されているインフォメーショナルデータは，その

大半がオペレーショナルデータから導出されたものである。オペレーショナル

データからインフォメーショナルデータを導出する際には，原子データを保持

することが最善だとされていた従来の常識にとらわれず，分析処理のデータ

ニーズと計算機資源の効率的利用の観点から最適な粒度(集約度)を決定するこ

とが要求される。

インフォメーショナルデータには，組織外からの様々なデータも含まれる。

組織内部のオペレーショナルデータから導出されるデータは，一定の構造をも

ち，発生頻度にも規則性があるのに対し，外部からのデータは，構造が不明確

で，発生頻度も不安定なものが多い。従来のデータベースのように画一的な

データだけを収容しているのではなく，雑多なデータを収容するデータウェア

ハウスでは，データを効率的に運用するためにメタデータを整備することが不

可欠となる。

お わ り に

データウェアハウスは，情報システムの情報構造に時間的要素を導入したも
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のであると考えることができる。このことが，情報検索指向の業務用データ

ベースと，情報分析指向のデータウェアハウスとの本質的な遠いとなってい

る。

トレンドデータをあつかうデータウェアハウスには，カレントデータをあつ

かう業務用データベースとは異なり，利用者が行おうとする分析処理に対応し

て，横断面(クロスセクション)および，時系列(タイムシリーズ)のいずれの形

態でもデータを供給しうる能力が不可欠である。

横断面データと時系列データは，そのデータ構造を根本的に異にするもので

ある。そのため，利用者の情報ニーズを満たし，かつ，効率的にデータを供給

することが可能なデータウェアハウスを実現するためには，横断面データ供給

用のデータベースと時系列データ供給用のデータベースをそれぞれ構築し，

データを両データベースで2重に保持運用するという，データベースの2重構
（3）

造を採用することが必要となる。これによって，分析処理に即利用可能なデー
（4）

タを効率的に供給することが可能となる。

組織の意思決定にかかわる全てのインフォメーショナルデータを一元管理す

るデータウェアハウスの総容量は，数百GBから数TBに達すると考えられる。

これは，現在のメインフレームの処理能力をはるかに超えるものである。その

ため，データウェアハウスの概念は，従来あまり具体的に論じられてこなかっ

た。しかし最近，「並列データベースサーバマシン」が開発されたことによっ

て，実現可能性が急速に高まりつつある。

(3) 現在のところ，データを横断面および時系ﾀl1の両形態で効率的に供給すること

が可能なデータベース管理システムは見あたらない。

(4) 第Ⅱ部では，横断面データを主としてあつかう「財務情報データベース」及び，

時系列データを主としてあつかう「経済統計データベース」を構築して，両者の

違いをしめす。
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情報システムの外部モデル





第3章 兵庫県企業財務情報システム

は じ め に

「兵庫県企業財務情報システム」は，財団法人兵庫経済研究所編「兵庫県企

業要覧」に掲載されている企業財務情報をデータベース化したクロスセクショ

ナル統計データベースシステムである。本システムは，さまざまな角度からの

情報検索機能，データ集計機能を付加することによって，情報利用者の多彩な

情報ニーズに対応することを目標に開発した情報システムであり，現在，兵庫
（1）

経済研究所内で稼働している。

情報分析指向のデータベースシステムの有用性を左右する重要なファクター

はそのユーザインタフェース(外部スキーマ)にある。本システムのユーザイン

タフェースは，処理の選択方式にメニュードリブン方式を，情報の検索方式に

QBE (Query By Example)方式およびSQL (Structured Query Language)を

採用することによって，利用者が容易に所望の情報を取り出せるよう設計され

ている。本章では，兵庫県企業財務情報システムを，その特徴であるユーザイ

ンタフェースに重点を置いて提示する。

1．システムの構成

本システムは，リレーショナルデータベース管理システム「日本語UNIFY」

のもとに構築されている。

ハードウェアには，現在のところ，容量100MBのハードディスク装置を内

(1) 本システムの開発にあたり，星屋 孝行，馬場 幹人の両氏をはじめ，（財)兵

庫経済研究所のスタッフの方々に多大な協力をいただいた。記して謝意を表する。
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蔵した手軽な東芝製ラップトップコンピュータ「J-3100SGT/101モデル」を

使用している。（第3.1図）
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第3.1図 兵庫県企業財務情報システムの構成

2．収録データ

本システムに収録されるデータは，「兵庫県企業要覧」に掲載されている企
（2）

業の財務情報である。

「兵庫県企業要覧」の掲載対象企業の採択基準は，兵庫県下に本社を置く，

資本金2, 000万円以上かつ，年商20億円以上の企業(ただし，金融機関は除外）

を原則としている。

データは，アンケート方式で各企業から直接収集されたものであり，返答を

(2)データベースに収容されている企業財務情報の全データ項目および，補助データ

の内容については付録3－B参照。
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得られなかったものや，非公開，外部秘の指定付きで回答があったものについ

ては，収録対象外としている。

収録企業数とその業種別，地域別内訳をつぎにしめす。（第3.1表）

第3.1表 兵庫県企業財務情報システムの収録企業数

業種別収録企業数 地域別収録企業数

(1990年5月10日現在) (1990年5月10日現在）

収録数

数
社

社
社

社
社

社
社

社
社

社
録

６
７

３
５

９
５

５
１

９
２

収
７

５
５

４
３

３
３

３
１

５

地 域業 種

218社

89社

75社

42社

14社

3 社

1 社

戸
神
磨

磨
路

馬
波

神
阪

西
東

淡
但

丹

食 料 品

化学・医薬・士石‘窯業

土木・建設・不動産・設備

電気・精密・輸送

機械器具

繊維・木製品・パルプ‘印刷

鉄鋼・非鉄金属

運 輪

サ ー ビ ス

そ の 他

播
播

442社442社 計
三十
口’

3．システムの機能

兵庫県企業財務情報システムの機能は，データ検索機能，データ更新機能，
（3）

データベース管理機能の3つに大別することができる。
（4）

データ検索機能は，システムの最も基本的な機能である。ユーザは対話型

(3) システムの機能の全体像については，付録3－A参照。

(4) 付録3－Aのメニューヅリーのうち，□で囲まれた部分。
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もしくは，コマンド型検索によって所望のデータを取り出したり，集計や一覧

表作成などの定型処理を行うことができる。
（5）

データ更新機能は，情報システムの中核をなすデータベースを常に最新の

データを反映した状態に維持するために，データの追加・置き換え・削除を行

う機能である。

データベース管理機能は，システムを維持，管理，改良するための機能であ

り，障害発生時の回復処理，ユーザ管理 データベース構造の変更等，システ

ムに関わるあらゆる処理が含まれる。

本システムではセキュリティを確保するため，上記3つの機能のうち，どの

機能を利用する権限を持つかによってユーザを検索ユーザ，更新ユーザ，デー

タベース管理者の3つのレベルに分けている。（第3.2表）

第3.2表 ユーザレベルと機能の利用権限

（○：利用可，×：利用不可）

ﾚベル

データベース管理者 更新ユーザ 検索ユーザ
機能

～

データ検索 ○ ○ ○

データ更新 ○ ○

データベース

メンテナンス
○ × ×

(5) 付録3-Aのメニューツリーのうち，番号に○印をつけた処理。
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ユーザレベルはシステムにログインする際，ユーザIDによって識別され

各ユーザレベルごとに異なったメインメニューが表示される。

(第3.2図，第3.3図 第3.4図）

■■ 兵庫県企業財務情報システム ■■ 1990-05-10 叩:叩
メイン メニュー

Imainmenul

1．回誘竃産義露1圃一輔H到10．他レベルユーザメニュー

2. SQL－問合せ 'DML言語

3. SQL, RPTコマンドファイルの編集

4．定型処理（各種集計・一覧表出力）

5．データベース設計ユーティリティー

6．画面様式の作成・変更

7．メニューの登録・変更

8．システムの管理

9．データベースの設計・作成

選択：

選択-> F11 1ホームーーとE副|訂画面-> F31クリア->F馴輝->F副伽コマンドー>F13

第3.2図 データベース管理者用のメインメニュー
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■■妾懲読翻餅屋浬土ロロ1990-85- 1 0 00:00
[u pdtmenu ]

1. |QBE(書式を利用上たデー睦輔曲到

2｡ SQL一問合せ〆DML言語

3. SQL, RPTコマンドファイルの編集

4．定型処理（各種集計・一覧表出力）

5．データベース設計の印刷

6．バックアップの作成

7．バックアップの読み込み

8．ログ環境の設定

選択

麗潟-> F11困一ム-> Eal師乖話＝宝|クリア-> F4 …>_F31他コマンド-> F10

第3.3図 更新ユーザ用のメインメニュー
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■■妾零鐡頚諏浬さ■■！…5-12 00:0。[querﾘ｢nnu ]

1．廊誘頭産壷壷1雁…矧到

2．SQL－問合せ〆"DML言語

3．SQL、RPTコマンドファイルの編集

4．定型処理（各種集計・一覧表出力）

5．データベース設計の印刷

選択

選択一＞団|ホームー> Fam面而…|クリア-> F4画… 燗コマンド-> F10

第3.4図 検索ユーザ用のメインメニュー
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4．対話型検索処理

兵庫県企業財務情報システムは，書式を利用するQBE (Query By Exam-

ple)方式の対話型検索とSQL ( Structured Query Language)を利用するコマン

ド型検索の2つの検索方法を提供する。
（6） （7）

本節では対話型検索，次節ではコマンド型検索を例示する。

【検索例1】代表者が神戸大学出身で資本金が1億円を超える企業の検索

①メインメニューにおいて「1. QBE(書式を利用したデータ操作)」を選択す

るとつぎのような画面が表示される。（第3.5図）

■:B需雪熱鮒煕憩作?m !990-05-10 00:01
[usermenu ]

1．|固定情』リー弓圃ンテナンス晒配 10．地域コード

11．業種コード

12．元号データ

メンテナンス/､一覧表印字

メンテナンス／一覧表印字

メンテナンス'議一覧表印字

2．固定|'胄報データメンテナンス（2） 11

3．業務内容情報データメンテナンス 12

4．取引情報データメンテナンス

5．従業員情報データメンテナンス

6．財務情報データメンテナンス

7．書類送付先情報データメンテナンス

8．銀行コードメンテナンス／一覧表印字

9．大学コードメンテナンス〆'一覧表印字

選択：

選担三丁F11 1 =Zｴｰ三>F日前面r昂＝玉|クリアーニヌーF副|終了-> F31他コマンド -> F1q

）

第3.5図 対話型検索の初期画面

付録3-Aのメニューッリーのうち(a)に含まれる部分。

付録3-Aのメニュー､ソリーのうち(b)に含まれる部分。

ｊ
ｊ

６
７

ｉ
く
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②検索条件に対応する書式「1．固定情報データメンテナンス（1）」を選択し，

画面kの「資本金」欄に「> 100000000｣,「学歴」欄に「神戸大」と指定す

る。（第3.6図）
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－－－－－．--.------.－－．－．－-一一一一十

業種：：地域：：I

一一一---,－－－－＋

－．--.-----－一一十

一一ー一一一一 一 一 一一・T＝

‘所在地§〒雛醍菫：
｜電話番号：
＋‘一‘一・ーー一一~一一‘ーー一一~一一~一一.一一~一~~一・ーー一一一一~一・~~一一'一一一一ー.一一~一一~一一ーー､一一一-一一一一.ー一一~一・一一一

l代表者 ：職名： ：氏名：
出身 ： 歳学歴： ：神戸大

十一一一~-．－－－．ー--.-~~一一一~~一~一.-.-.一・~~~~一~~~--.一一一.---.~~､ーーー~~~~ー~･~一一一ー一----.--------.--一一一ー~~~~一・‐

検索開始[CTRL E] ,フィールドクリア【CTRL Z] ,終了[CTRL N]

一･一-一・-－－‘一十

、 」

第3.6図 検索条件設定画面
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③検索開始の指示をすれば，検索結果が即座に表示される。（第3.7図）

{W" m:蕪騨琴鯛葬了雰6)■■1990-05-10 00: 11[I]検索
十.---.---.---.--.-----､一一一.一一一---.----.----.一一一・一一一・--.---.--.--一一一一一・-一・-----一・一一一一一-一･一-一・-－－－－－．－－－－－－､－－－－､一一一一・-----一･一-一・-－－＋

｜企業:叩47:大関酒造（株式会社） ： 業種:01:地域:202:’
十一一一一一‘----------------一・一一一-一一一------.--一・一一一一一一一一------------一一一・-－－－－＋－‘一一一一・一・------.-------－-----一・一一一----.一一十

｜ﾌﾘｶ､､ナ ：ｵｵｾ､､ｷｼｭｿ､ウ ：正徳 ：，；｜蕊脇,｡/剛： ’’50音J-卜王:ｵｵｾｷｼﾕｿｳ
＋一一------------一一一一-一一,一一‘一‘一一一-------------－---,一一一----------一一・----------＋－－－－．－－－－－-一・------------.--一一・一一一一一‘一一十

｜資本金 ： 47250叩80円 増資予定：
＋------.一一一.一一一一.--一十一----＋一--.一十一一一十一一-一-------一・一一一一一・一一一-－－．－-一一一一-－－．－－－－－－－－－-一一---------一一一一一‘一一一一一.一一斗

｜株式上場：大証： ：東証： ： ，蝦轤 洲
十一一----------一一‘一一一一‘一一.一.--------------－---.－－－－－－－－－－－---.-----一一一-一一-一・-－－－－‘一一一一一一一一-一---.-----------~~一一~~~一十

:所在地：〒663 :孫郡建轆醒菫鐵在家町4-9
1電話番号：0798-32-2111
＋一-一一一一一一一‘一一‘－，一.一一一=_一一---------------－---.一‘一一一一----------一一一一一一-一-一・一一一一一-－．－．－-一一一---.----------一一-一一~~~一~~一~｛

'代表者豊溌冠身:61歳学歴騒騨大蚤治郎 ；｜
＋---.__一一-一一-----------------.一一一一一‘--.-.-.一一-一一一-一一-－－－－－－－-一一一一-------一一一・一一--------------一・-------一一一一一・一一.ー一・一一~1

蝋黙ｺｰﾄ"躯燃-ﾄ 【S]中止4表示カウント： 1

、

第3.7図 検索結果

このように，書式を使った検索では，画面上にキーワードやコード等の検索

条件を指定するだけで極めて容易に所望の情報を取り出すことができる。
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5．コマンド型検索処理

本システムでは，データベース操作の標準言語である「SQL」を使用して

データの検索，集計を行うことができる。

【検索例2】兵庫銀行と取引がある企業の地域別分布の検索集計

､メインメニューにおいて「2. SQL-問合せ/DML言語」を選択するとつき

のような画面が表示される。（第3.8図）

■口語号企譲渉翻恐菫ロロ1990-05-1 0 08 :爵§
一- UERSION 3.2

Unify Corporation 1983,1984,1985

[sql]

UNIFY SQL

Coplright

Sq}>

第3.8図 コマンド型検索の初期画面
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｢sql>」のプロンプトに対して，つぎのように検索コマンドを記述する。

（第3.9図）

ロロ語号蟠蝿覗召菫ロロ1 990-05-1 0 00 :35
一- UERSION 3.2

Unify Corporation l983,1984,1985

[sql]

UNIFY SQL

Copyright

select地域名,count(*) from chiiki,torihiki,kotei

:障繍無二鼎1\9『銀行2='0561 '｡『銀行3 =' 9561
:M M1職脅量獅|:艤首量ド
group bリkotei .地域コード／

sql>

sql>
Sql>

sql>

sql>

sql>

、

第3.9図 検索コマンドの記述
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3コマンドを実行すると，検索結果がつぎのように表示される。（第3.10図）

地域名
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１
１
０

１
１
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１
１
８
“
■
Ⅱ
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１
Ｉ
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ｌ
９

Ｉ
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９

１
Ｉ
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Ｉ
Ｉ
ｑ

Ｉ
Ｉ
■

１
１
日

１
１
日

１
１
０

１
１
Ⅱ
ロ
ー
Ｉ
■

市
区

区
区
区
区

市
市
市
市
市
市
川
市
市
市
市
市
郡

灘
区
央
庫
田
磨
区
区
崎
宮
屋
丹
田
石
古
脇
木
砂
野
西
東

東
灘
中
兵
長
須
北
西
尼
酉
戸
伊
三
明
加
西
三
高
小
加
加

第3. 10図 検索結果

兵庫県企業財務情報システムは, SQLをサポートすることによって，対話

型検索では対応不可能な検索・集計処理をはじめ，多種多様なデータニースに

幅広く対応可能なシステムとなっている。
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6．集計処理

SQLを使用すればあらゆる集計処理を行えるが，利用頻度の高い集計処理
（8）

については，検索処理同様対話型の処理メニューを提供している。

【集計例】収録企業の主要取引金融機関の分布集計

①メインメニューにおいて「4．定型処理(各種集計

とつぎのような画面が表示される。（第3.11図）

覧表出力)」を選択する

■里垂誇艤鑿偉陸萱勤])nm l990-25-10 81 :26
[Sqlmenu]

1．資本金平均

2．倉l1業期

3．代表者出身地

4．代表者平均年齢

5．代表者出身校

6．特許件数

7．実用新案件数

8．邑厘諏圃匿罫粥掴

9．売上・利益・配当平均値

選択：

烟．資産・負債・資本平均値，諸比率

11．平均従業員数

12．平均月例給与

13.次年度採用予定

14．労働組合設置状況

15．各種一覧表

16．宛名ラベル

選捉-> F11 1ホーム->F劇前面雨■H> F31クリアー2国腱罰竺と門、疽函圏 => F1m

、

第3.11図 対話型集計の初期画面

(8) 付録3－Aのメニュー､ソリーのうち(c)に含まれる部分。
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②メニューから「8．主要取引金融機関」を選択すると，処理の実行を確認す

る画面に引き続いて，集計結果の出力先を指定するための画面が表示され

る。（第3.12図）

、

■■兵庫醤;雑;薦テム■■1990-05-10 01 :27
[土､､ンコウ］

REPORT

1．主要取引金融機関度数集計

TO : SCREEN PRINT FI LE FI LENRNE

［］ ［］

レポート番号

第3.12図 集計出力先指定画面
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③集計結果を画面に表示するように指定する。（第3.13図）

、

ロロ兵庫篭;鵜;薦テム■■！…5-10 01:27
[土､､ンコウ］

REPORT

l.E王垂胴悪聡罷乖謡藍謂I

TO: SCREEN PRINT FILE FILEN帥1E

■■[X] []

レポート番号:1 [F]処理(FG), [D]デバッグ, [C]中止？

第3.13図 出力先の指定
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D集計結果がつぎのように表示される。（第3. 14図）

■ロ兵庫篭謡鰯購テム■■！…5-10 01:27[土､､ンコウ］

Page: 1
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金
一

一郭一一峰
一

三
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間

一
一
一
金＋一､一ー.一.一ー

十・一ー一一ﾛーーーーー ９
１
０
４
４

４
４
４
３
３

１

頚駕銀行
量厘蕊鎮行
三菱銀行 一

）表示, (n)Bm

第3.14図 集計結果

対話型集計処理では，画面の問い合わせに答えていくだけで，このように手

軽に集計を行うことができる。



54 ネットワーク環境における情報システムの研究

7．一覧表作成処理

（9）

一覧表作成処理についても，対話型処理が可能である。

【－覧表作成例1】名称が「兵庫」ではじまる金融機関の50音順一覧表の作成

、メインメニューにおいて「4．定型処理(各種集計･一覧表出力)」を選択し，

さらに「15．各種一覧表」を選択すると，つぎの画面が表示される。

（第3.15図）

■■兵庫県企魏遥肇システムロロ！…5-1,剛:2，
[ｲﾁﾗﾝﾋｮｳ］

1．収録企業一覧表印字

闇藺壺＝
へ

色． 琴ﾖ腫菖

3．大学コードメンテナンス、〆一覧表印字

4．地域コードメンテナンス" 識鱗.一覧表印字

5．業種コードメンテナンス〆．一覧表印字

6．元号データメンテナンス〆綴一覧表印字

選択

渥1…111ホームー>Fg前画面->F割…魎田-> F5胴コマンドー> F12

第3.15図 一覧表選択メニュー

(9) 付録3-Aのメニューヅリーのうち(d)に含まれる部分。
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②「2．銀行コード メンテナンス／一覧表印字」を選択すると，対話型検索

処理の場合と同様の検索条件指定画面となる。（第3.16図）

1
■■ 兵庫県企業財務情報システム ■■
銀行コードメンテナンス／一覧表印字

1990-05-旧 01：28[ginkou]
[I]検索

一 一 ー 一 一・一一一一一一一一ー一一一一一ー一一ーﾛ■＝一 － 一 一一一一・T＝

一.--一一一一一・一一一一､--一・--.--一一・一-一・-一一十

－ － － － － － － － － － － － － － － 丁 一

金融機関コードI:

｜
考
一

み
一
備
一

読
名
一
〆
／
一

宇
ナ
関
一
等
一

マ
ガ
機
一
称
一

一
ミ
融
一
名
一

ロ
ヨ
金
一
旧
一

，
，
，
，
１
１

＋
１
１

＋

兵庫

＋
１
１

＋

Korl・Sep. 'S9

検索開始[CTRL E] ,フィールドクリア[CTRL Z] ,終了[CTRL I､(]

ノ

第3.16図 検索条件指定画面
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③検索条件を入力し，検索を実行する。（第3.17図）

■■ 兵庫県企業財務'|胄報システム ■■
銀行コードメンテナンス／一覧表印字

[ginkou]
[I]検索

1992-05-18 01 :28

ド
ー

一
考

一
一
み

一
備

．
一
読

名
一
／

関
三
子
ナ
関
一
等

機
一
マ
ガ
機
一
称

融
二
ミ
融
一
名

金
一
ロ
ヨ
金
一
旧

8561

hﾘOugoginkou
ヒョウ｡､､土､､ンコウ

兵庫銀行

兵庫相互

臘黙ｺｰ懸割霊-ﾄ,[Rﾙﾎｰﾄ【副中止7表示カウント： 1
Korl・Sep. '89

廷
ノ

第3.17図 検索結果
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④検索結果を確認し，レポート処理を指示すると，一覧表の出力先の指定画面

が表示される。（第3.18図）

■■ 兵庫県企業財務情報システム ■■
銀行コードメンテナンス／一覧表印字

1990-25-旧 01：28[ginkou]
[1]検索

TO : SCREEN PRINT FI LE FI LENRNE

［］ ［］一一

［］ ［］－－

REPURT

l.金融機関コードー覧表（コード順）

2．金融機関コードー覧表(50音順）

レポート番号

第3.18図 出力先指定画面



ネットワーク環境における情報システムの研究58

⑤「2．金融機関コードー覧表(50音順)」の印字を指定する。（第3.19図）

■■ 兵庫県企業財務情報システム ■■
銀行コードメンテナンス／一覧表印字

[ginkOu]

[I]検索
1990-95-旧 01：28

REPORT

l.金融機関コードー覧表（コード順）

TO : SCREEN PRINT FI LE FI LENRrlE

［］ ［］一一

2，|金副聡雍巨富国司零 ( 5 0 lllE) | [x] [ ]--

レポート番号:2 [F]処理(FG)、[C]中止‘？

、

第3.19図 出力先の指定

⑥一覧表がつぎのように印字される。（第3.20図）

Page: 1

金融機関コー ド表 （50 音順）

コー ド 金融機関名

0561 兵庫銀行

2605 兵庫県医療信用協同組合

2602 兵庫県警察信用協同組合
2606 兵庫県信用協同組合
9003 兵庫県信用農 業協同組合連合会

2607 兵庫県民信用 協同組合
1687 兵庫信用金庫

以上、印字金融機関数 7 機関

））一三一）三一）））

第3.20図 印字された一覧表
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【一覧表作成例2】郵便番号「658」の地域宛のラベル印字

①メインメニューにおいて「4．定型処理(各種集計･一覧表出力)」を選択し，

さらに「16．宛名ラベル」を選択すると，つぎの画面が表示される。

（第3.21図）

■■ 兵庫県企業財務情報システム ■■ 1992-25-1881:44
宛名ラベル

[うへ､､ル］

1．宛名ラベル印字（本社代表者宛）

日当著宛）’尿窟固くJ晒醒垂…2

選択

|選択一＞且'5… －>F日前面F扇＝王|クリア-> F4f一毛㈹コマンドー> F12
k

第3.21図 ラベル宛先選択画面
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②「2．宛名ラベル印字(データ記入担当者宛)」を選択すると，印字条件指定

画面が表示される。（第3.22図）

覗舞品鋳型謹澁蕊悪■1990-85-10 01 :44
[ﾗﾍ､､ﾙｲうｲ］

艤赤讓罐澤渓蕊誠しの印字を開始します。

企業番号 ： ：

業種コード：：

地域コード： ：

フリガナ ：

郵便番号 ：658 ：

ラベル位置:r: (1:左側,i､:右111｣ )

Ko P1. 0ct .・89

設定完了[CTRL E] ,フィールドクリア[CTRL Z] ,終了[CTRL X]

第3.22図 印字条件指定画面
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（10）

3)対話型検索処理と同様に印字条件を入力すると，宛名ラベルの出力先の指

定画面が表示される。（第3.23図）

照鋳品擬塑驚罷著愚■
1990-05-10 21：44[うへ､､ﾙｲﾗｲ］

TO : SCREEN PRINT FI LE FI LENRrlE

［］ ［］一一

REPORT

1.宛名ラベル印字

レポート番号

第3.23図 出力先指定画面

(10) 「印字開始位置」欄には，左右どちらのラベルから印字を開始するかを指定す

る。
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④宛名ラベルを印字するように指定する。（第3.24図）

聰鋳晶擬塑謹葹墓悪口
[うへ､､ﾙｲﾗｲ］ 1990-25-旧 01：44

TO : SCREEN PRINT FI LE FI LENRrlEREPDRT

|宛雲ラベル印字 ’ [X] []一一1

レポート番号:1 [F]処理(FG) ｡ [D]デバッグ, [C]中止．？

、

第3.24図 出力先の指定



第3章 兵庫県企業財務情報システム 63

3宛名ラベルがつぎのように印字される。（第3.25図）

〒658 神戸市東灘区

深江浜町32

エム・シーシー食品（株式会社）

役員室 室長
宅田 茂 様

〒658 神戸市東灘区
田中町3－19－14

（株式会社）ドンク

経理部 課長

伊藤 修 様

〒658 神戸市東灘区
深江浜町48番地

台糖（株式会社）

総務人事部総務課長
星隈 紘一 様

ノ

）〈へ｝）〈（旦

区
５
．
Ｊ
一

議
池
舗
一

命
癖
鰄
一

神
１

く
へ

細函轄一
〈

一Ｔ
‐ヘ

ー｜
一

〒658 神戸市東灘区

深江浜町4o

東洋ナッツ食品（株式会社）一口
第3.25図 印字された宛名ラベル

一覧表作成処理は，出力データを抽出するための検索処理とプリンタ等への

書き出しを行うための出力処理を連続して実行する複合処理であり，単なる検

索処理や集計処理に比べ処理が複雑だが，本システムでは，対話型の処理

メニューを整備することで，通常必要となる資料を手軽に出力できるよう考慮

している。
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お わ り に

本章では，「兵庫県企業財務情報システム」の概要をユーザインタフェース

を中心に提示した。

本システムは，他のアプリケーションソフトとのデータ受け渡しや，オンラ

インによる情報提供，データベース規模の拡大にともなうワークステーション

あるいは，メインフレームへの移植 フロッピーディスクによる収録データの

提供等，将来におけるシステムの拡充を考慮した設計となっている。また，今

後新たな情報システムを構築する場合にも，その技術的基盤として十分活用さ

れうるものである。



付録3－A 兵庫県企業財務情報システム メニユーツリー
データ検索機能

(a）書式を使った検索処理
①固定情報データメンテナンス（1）
②固定情報データメンテナンス（2）
③業務内容情報データメンテナンス
④取引情報データメンテナンス
⑤従業員情報データメンテナンス
⑥財務情報データメンテナンス
⑦書類送付先情報データメンテナンス

⑧銀行コードメンテナンス／一覧表印字
⑨大学コードメンテナンス／一覧表印字
⑩地域コードメンテナンス／一覧表印字
⑪業種コードメンテナンス／一覧表印字
⑫元号データメンテナンス／一覧表印字

①QBE(書式を利用したデータ操作）メインメニュー－F

~E

（b）コマンドによる検索処理

（c）集計処理

~=可

'@ SQL一問合せ/DM L言語
|@ SQL,RPTコマンドファイルの編集
L==_＝－－－－－－===-------＝==------＝-

F一一一一一＝一＝＝＝＝一一一一一一＝ー＝＝ーー一一一一＝ーーー

14定型処理(各種集計一覧表出力） 1資本金平均

2創業期

3代表者出身地

4代表者平均年齢

5代表者出身校

6特許件数

7実用新案件数

8主要取引金融機関

9売上･利益･配当平均値 1売上高平均値(集計対象:全掲載企業）
2売上高平均値(集計対象:製造業）
3売上高平均値(集計対象:非製造業）

4利益平均値(集計対象:全掲載企業）
5利益平均値(集計対象:製造業）
6利益平均値(集計対象:非製造業）
7配当平均値(集計対象;全掲載企業）

8配当平均値(集計対象製造業）

9配当平均値(集計対象;非製造業）

1B／S関係平均値･比率(全掲載企業）

「
皿盲塵……値講雌蕊~E蟻識籠潟篭ﾃ’
11平均従業員数

12平均月例給与

13次年度採用予定

14労働組合設置状況

（d)一覧表作成処理

L 一 一 ＝ 一 ＝ ＝ 画 一 ロ ー ー ー ー ー ー

r ＝ ロ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ③
、

1収録企業一覧表印字 1 収録企業一覧表(企業番号順）
－2収録企業一覧表(50音順）

－3収録企業一覧表(地域別,50音順）

－4収録企業一覧表(業種別,50音順）

2銀行ｺｰﾄﾒﾝﾃﾅﾝｽ/一覧表印字-に罐離陸二に穰応順|償）
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号
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３
４

５
６

３
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ず
つ

E蝿鱒淵葬竺鱒篭聖者宛）
16宛名ラベル ー

1デーダベース設計の変更

②データベース設計の印刷
－ 5データベース設計ユーティリティー－－

3デークベースの作成

④バックア､ソプの作成
5デークベースの再構成

6B,ソリーインデ､ソクスの追加.＃'1畭

7拡張項目属性

1設計（P a i n t）

2登録(E NTER）

3登録（S QL）

4座標確認

5画面様式の一覧表,J：

6試表示
7ｺンパイル

8画面の復旧

9既定画面様式の作成

6画面様式の作成･変更

Ｉ
に

7メニューの登録･変更

8システムの管理 一 ①ログ環境の設定

－2データベース メンテナンス ①バックア､ソプの作成

一②バックア.ソプの読み込み
－3Bヅリーインデックスの追加.削除

－4ハシシュテーブルの再構成

－5リレーションの再構成

－6データベース集計表の表示／印刷

－7ハシシュテーブル集計表の表示

－8Bツリー集計表の表示／印刷

－3機密保護 メンテナンス 1 システムパラメータの変更
－2グループ別特権の追加･変更

－3個人別特権の追加･変更

－4グループ別特権一覧表の印刷

－5個人別特権一覧表の印刷

－6項目別機密保護 メンテナンス

－7項目別パスワードの生成

－4Helpドキュメントの作成.変更
－5プログラムのシステム登録

－6プログラムのロード

－7データディクショナリレポート |①データベース設計の印刷｜
2メニュー一覧表の印刷

下
Ｆ
Ｅ

3画面様式の印刷

4グループ別特権一覧表の印刷

5個人別特権一覧表の印刷

6Helpドキュメントの印刷
7プログラムー覧表の印刷

－ 9データベースの設計･作成

L募二蕊難謬籾二二
一 10他レベルユーザメニュー

※ 口内はデータ検索機能,○印はデータ更新機能,それ以外は、データベース管理機能の処理メニューを示す。
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付録3-B 兵庫県企業財務情報システム
テーブル・項目・使用画面書式・テーブル間参照関係一覧表（1/4）

使用画面書式・テーブル間参照関係項 目 名テーブル名

企業番号

社名

業種コード

地域コード

フリガナ

kotei

gyoushu.業種コード
cMki.地域コード、

←

←

固定情報データメンテナンス（1）

△固定情報データメンテナンス（2）

△業務内容情報データメンテナンス

△取引情報データメンテナンス

△従業員情報データメンテナンス

△財務情報データメンテナンス

△書類送付先情報データメンテナンス

固定情報データメンテナンス（1）五十音読み

創業

創業年号

設立

設立年号

資本金

増資予定

東証上場

大証上場

他市場上場

上場予定

郵便番号

住所1

住所2

住所3

電話番号

代表者職名

代表者名

出身

年齢

学歴

学歴コード

＊

＊

←一 daigaku大学コード、

固定情報データメンテナン'ス（2）事業所

役員1

役員2

子会社

設備

寮社宅
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付録3－B兵庫県企業財務情報システム
テーーブル．項目・使用画面書式・テーブル間参照関係一覧表（2/4）

テーブル名 使用画面書式・テーブル間参照関係項 目 名

企業番号

事業内容

特色1

特色2

特色3

輸出入

特許等

特許件数

実用新案件数

商標登録件数

kotei 企業番号

業務内容情報データメンテナンス

nalyou
←

＊
＊
＊

torihiki 企業番号

大株主

株主数

主要仕入先

主要販売先

技術提携

取引銀行支店

銀行1

銀行2

銀行3

その他銀行

kotei.企業番号

取引情報データメンテナンス

←

＊

金融機関コード

金融機関コード

金融機関コード

gfnko u

gfnko [』

ginkou

←
←
←

企業番号

調査時期

男子人数

女子人数

合計人数

男子平均給与

女子平均給与

平均給与

高卒男子初任給

高卒女子初任給

大卒男子初任給

大卒女子初任給

次年度採用

労働組合

kotej 企業番号

従業員情報データメンテナンス

]ugyouln ←

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
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付録3－B兵庫県企業財務情報システム

テーブル．項目．使用画面書式．テーブル間参照関係一覧表（3/4）

使用画面書式・テーブル間参照関係テーブル名 項 目 名

企業番号

損益配当時期

損益配当順序

売上高

当期利益

配当

貸借時期

貸借順序

流動資産

固定資産

資産合計

流動負債

固定負債

資本勘定

負債資本合計

kotei.企業番号

財務情報データメンテナンス

ZalInu ←

＊
＊
＊

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

企業番号

記入者部課

記入者名

郵便番号

住所1

住所2

住所3

電話番号

kotei.企業番号

書類送付先情報データメンテナンス

okuri ←

銀行コードメンテナンス〆/一覧表印字金融機関コード

ローマ字読み
ヨミガナ

読承確定フラグ

金融機関名

備考

ginkou

大学コードメンテナンス／一覧表印字大学コード

ローマ字読み

ヨミガナ

読み確定フラグ

大学名

備考

daigaku

地域コードメンテナンス／一覧表印字地域コード

ヨミガナ

地域名

chiiki
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付録3-B 兵庫県企業財務情報システム

テーブル．項目．使用画面書式．テーブル間参照関係一覧表（4/4）

テーブル名 使用画面書式・テーブル間参照関係項 目 名

業種コード

ヨミガナ

業種名

業種コードメンテナンス／一覧表印字
1

gyousnu

元号

ヨミガナ

改元年月日

終了年月日

元号データメンテナン'ス／一覧表印字gengou

’
《記号説明》

＊：数値データ項目。

△：検索処理は可能だが,更新処理はできない画面書式。

←：右側に斜字体でしめした項目と参照関係がある項目。



第4章 世界マクロ経済統計データベースシステム

は じ め に

「世界マクロ経済統計データベースシステム」（略称: WSNAシステム)は，
（1）

OECD諸国のマクロ経済データをデータベース化した時系列統計データベース
（2）

システムであり，現在整備中の「世界経済総合データベースシステム」を構

成するデータベースシステムの1つである。

情報分析指向の時系列統計データベースが統計分析に必要なデータの供給源

として有効に機能するためには，検索したデータを単に情報として提供するだ

けではなく，統計分析に直接使用可能な数値データとして利用者に提供するた

めのユーザインタフェースを備えていることが必要不可欠である。

本システムは，データベースから検索したデータを利用者が各自のパソコン
（3）

上で市販のデータ分析用､ソールを用いて直接統計処理できるよう, MS-DOS

のデータファイルとして提供することを前提に設計し，開発したものである。

本章では，世界マクロ経済統計データベースシステムを，そのユーザインタ

フェースを中心に提示する。

( 1 ) Organization for Economic Co-operation and Development :経済協力開発
機構，加盟国はイギリス，フランス，ドイツ，イタリア，ベネルックス3国(ベル

ギー，オランダ，ルクセンブルグ)，スウェーデン，ノルウェー，デンマーク，ア

イスランド，アイルランド，オーストリア，スイス，ポルトガル，スペイン，ギ

リシャ，トルコの|日OEEC (欧州経済協力機構)加盟18カ国にアメリカ，カナダ，

日本，フィンランド，オーストラリア，ニュージーランドを加えた計24カ国，こ

のほかにユーゴスラビアが準加盟している。

(2) 第8章参照。

(3) 例えばMicrosoft社の「Excel｣, Lotus社の「123」等。
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1．システムの構成

WSNAシステノ､‘は，リレーショナルデータベース管理システム「日本語

UNIFY」と電子メールシステム「SK-BBS2」を結合させて開発したユニー

クな利用システムのもとに構築されている。

システムを収容するハードウェアには，現在のところ，日立製ワークステー

ション「2050/32」を使用している。

ユーザは，国内外から，公衆通信回線を介して, DEC社のVT100端末をエ

ミュレートするパソコン端末で，ワークステーションに接続し，システムを利
（4）

用する。（第4.1図）
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第4.1図 世界マクロ経済統計データベースシステムの構成

(4) ワークステーションで直接システムを利用することも可能である。

オペレーティングシステム

m－UX/W(UNIX）

電子メールシステム

SK－BBS2

オペレーティングシステム

MS－DOS

(VT犯O端末ｴﾐｭﾚｰﾀ）
＝ 二

(X-MODEM転送ﾌﾛｸﾗﾑ）

匡毫
－丁－

（ﾃｰﾀ分析用ﾂｰﾙ）
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2．収録データ

本システムに収録するデータは, OECD諸国のマクロ経済統計データである

が，本章では,G7諸国のマクロ経済統計データのうち，つぎにしめす項目を
（bノ

サンプルデータとして用いる。（第4.1表）

第4.1表 サンプルとして用いるデータ

データ頻度 収録期間系 列

年次
実質GNP成長率

四半期

年次
経常収支

四半期

公定歩合（年末） 年次

マネーサプライ変化率 四半期

年
年
一
年
年
一
年

一
年

７
８
－
７

８
’

７
－

８

８
８
－
８

８
－

８
一

８
９
９
’
９

９
－

９
’

９

瑠
璃
一
掴
詞
一
詞
一
祠

３
５
’
３

７
’

８
’

７
８
８
’
８

８
’

７
’

８
９
９
’
９

９
’

９
－

９

１
１
－
１

１
’

１
一

１

(5) データソースは，「経済月報」経済企画庁調査局編, No.448, 1988年10月である。
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3．対話型検索・ダウンロード処理

システムにログインすると，つぎのようなWSNAシステムのトップメニュー

が表示される。（第4.2図）

I霊
iファイル(F)

ターミナル一WSNA･TRM

編集L)設定〈§）蓉舌(E)転送(1)ヘルプ(H)
騒鰯

Imainmenu] ■■笹界マクロ悪済読計亨二百ベース■■8 SEP 1994 - 20:56
トッブ メニュー

…R面面歸睡吾扉■…罪 壷尉目唾刑晤詞E…

１
１

第4.2図 WSNAシステムのト､ｿプメニュー

選択：■

1‐固詞…苗笥…回国■目

2－コマンド形式の問合せ（S QL）

3‐データベース管理者用各種機能メニュー

SC-se '企
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門 戸

イ0

ユーザは，「対話形式」もしくは「コマンド形式」でデータを検索し，所望

のデータをユーザ自身のパソコン端末にダウンロードして，統計分析に利用す

ることができる。

本節では「対話形式｣，次節では「コマンド形式」によるデータの検索，ダ

ウンロードを例示する。

「対話形式」では，選択メニューとQBE方式による検索画面を使って，手

軽にシステムを利用することができる。

トップメニューで「1．対話形式の問合せ・ダウンロード」を選択すると，

つぎのような画面が表示される。（第4.3図）

騒騒＝ ターミナル一vSNA.TRM

ベース■■ 8 SEP 1994 - 20:59
ロード

頭1■唖n画画而毎百扉■…扉 函蹄曰函刑……

第4.3図 対話形式の問合せ・ダウンロードの選択メニュー

1．筐夛一一壱石函912年～1959軍 10‐経済統計（縦型テーブル）

2．年次 データ（2）1960年～2009年 11“国名コード データメンテナンス

3－年次 データ（水）2010年～2059年 12．系列名コード データメンテナンス

4－年次 データ（水）2060年～2099年 13‐期種コード データメンテナンス

5．四半期データ（1）1953年～1964年 14‐単位コード データメンテナンス

6－四半期データ（2）1965年～1974年 15‐利用できる統計データの一覧表表示

7．四半期データ（3）1975年～1984年 16．ファイル／tnp/datalのダウンロード

8．四半期データ（4）1985年～1994年 17．ファイル／tmp/data2のダウンロード

9．四半期データ（水）1995年～1999年 18‐ファイル／tmp/data3のダウンロード

選択：■

乳13-塁I
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メニュー番号8，12および15の選択例をつぎにしめす。

(第4.4図，第4.5図，第4.6図）

鍔 ：
|ファイル(F)

ターミナル- WSNA・TRM

編集(E)設定(S)轌舌(P)転送(T)ヘルプ(H)
蕊繍

IW"04」
■■世界マクロ経済統計デー
四半期データ（4）1985日

00

1985年～1994年

MN:

TRADE
カナダ
:軽常収支

:1 987/ql -1 988/q2
四半期

D:百万カブーダドル
＋一一一一-----------.-＋--.-－一一一一一-一一一一一+-----------------＋一-----一一一一一一------＋一----一・一一一一一一一-----＋

｜ 第1四半期 ｜ 第2四半期 ｜ 第3四半期 ｜ 第4四半期 ｜
＋----..------------.---＋--=‘-.---.------.---..---+-------------.-----＋一一・一・一一-----------.-----+------一一･一･･･一一-一一一一＋

一
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
一

一
Ｆ
Ｈ
Ｊ
向
院
Ｕ
『
ｆ
１
，
脚
〕
（
ｕ
〕
（
Ｍ
Ｕ
ｇ
Ｉ
Ｉ
ｎ
〃
Ｌ
而
弐
Ｊ
４
４
０
ｌ

－
ｎ
Ｈ
Ｕ
《
ｕ
Ｕ
ｎ
Ｈ
Ｕ
ｎ
詞
〕
ｎ
脚
〕
ｎ
ｕ
Ｕ
内
ｕ
Ｕ
《
ｕ
ｕ
ｎ
ｕ
ｕ
ｎ
ｕ
ｕ

－

－
〔
ｕ
Ｊ
ｎ
ｕ
Ｊ
〔
ｕ
ｕ
ｎ
ｕ
ｕ
〔
ｕ
Ｕ
ｎ
ｕ
Ｕ
ｎ
ｕ
Ｕ
〔
ｕ
Ｊ
ｎ
ｕ
〕
ｎ
ｕ
〕

一
二

ｑ
Ｉ
ｌ
ｄ
Ｉ
Ｉ
ｑ
Ｉ
Ｉ
４
１
１
ｄ
Ｉ
Ｉ
４
Ｉ
Ｉ
ｑ
Ｉ
Ｉ
４
ｌ
ｌ
守
１
１
．
１
１

－

:-1868

:-1652
:-2567

:-2266
:-2784 :-3357

＋一一一一一一一一一・‐

IN]次レコー
検索数：

一＋--一一一一・一・一一------＋---------------一一＋･-------------------＋一一一一一-----------＋

ﾄ, [Rl前レコード, [R]レポート, [S]中止ロ
14選択数: 7表示カウント: 2

’
I

第4.4図 「8．四半期データ（4）1985年～1994年」の選択例
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…一一一 __

鶏 ターミナル- wSNA.TRM
ファイル<F)編集(E)言碇(S)蕾舌(P)転送(T)ヘルプ(H)

騒騒

■■世界マクロ経済統計データベース■■ 8 SEP 1994 - 21:04
系列名コード データメンテナンス

[series」
[I]検索

＋
ｌ
＋
ｌ
＋
’
十

一
一

巴
■

一
■
■

一

一
一
、
Ｊ

『
一

一
一
転
一
一

一
一
く
一

一
一

■
。

一
一

一

一
一一口’

’
－
８
一
歩
一

一
一
正
一
定
一

一
一
Ｍ
一
公
一

一
一

■
■

一
■
■

一
■
甲

一

●
＋
，
１
１
１
０
０
丁
・
１
１
１
１
‐
←
‐
１
１
１
日
‐
〒

｜
ド
ー
名
一
名
一

二
一
列
一
列
一

一
コ
一
系
一
系
一

一
列
一
文
一
文
一

一
系
一
邦
二
央
一

十
’
十
’
十
ｌ
＋

ド, [P]前レコード, [R]レポート, [S]中止ロ
16選択数： 16表示カウント： 3

[N]次レコー
検索数：

第4.5図 「12．系列名コード データメンテナンス」の選択例
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顎 ターミナル- WSNA.TRM

ファイル([）編集(E)言碇⑤ 電話(E)転送(1)ヘルプ(tl)
溺蕊

ldatal ist」 ■■世界マクロ経済統計データベース■■ 8
利用できる統計データの一覧表表示

SEP 1994 - 21:06

D count ry.namejserIes－na■ej

，収… ,期種コード

実買GNP成長率（季節調整値）
,1983-1987 ,Y
実買GNP成長率（季節調整値）

,カナダ

,Fイツ連邦共和国

,フランス共和国

,グレートブリテン及び北部アイルランド連合千国

,イタリア共和国

,日本国

, 1983-1 987 ,Y
実質GNP成長率（季節詣整値）
,1983-1987 ,Y
実貢GNP威長率（季節詣整値）
,1983-1987 ,Y
実買GNP成長率（套歳整値）
,1983-1987 ,Y
実買GNP成長率（…整値）

ロ

－…

第4.6図 「15．利用できる統計データの一覧表表示」の選択例
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例えば「1978年～1987年の年末時点における公定歩合」のデータを検索し，

パソコン端末にダウンロードする手順はつぎのようになる。

､経済統計データは，データ頻度と計測年によってメニュー上で分類されてい

る。トップメニューで「2．年次 データ( 2 )1960年～2009年」を選択する

と，つぎのような画面が表示される。（第4.7図）

蕊 ﾀｰﾐﾅﾙ- WSNA・TRM
|ファイル(F)編栗(E)設定(S)毒舌(P)転送(T)ヘルプ(H)

癖画一

■■笹界ﾏｰﾜｰﾛ経済統計データベース■■ 8 SEP 1994 - 21:08
年次 データ（2）1960年～2009年

[weds_yO2 ]

欝寧鶏’

口
辛
０
■
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
’
’
一
‘

‐
。
＋
０

－
一

■
■

■
■

■
■

■
■

■
の

■
■

ｌ
ｎ
Ⅵ
Ｕ

－

－
ｊ
ｌ

－
４
ｌ

一
一

■
■

■
■

■
■

■
■

弓巳
■
■

，
←
‐
・
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｏ
Ｔ
‐

半
０

－
一

■
■

■
■

■
■

■
■

■■
■
■

一
（
理
Ｕ

一

一
／
一

一
３
－

一
。

■
甲

■
■

■
■

凸
■

■
■

■
■

＋
，
Ｉ
●
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｌ
８

Ｄキ０

－
一

■
■

■
■

■
■

■■
■
■

■
■

｜
『
ｒ
〃
０
一

一
Ｊ
‐
″
ｒ
一

一
《
リ
ノ
ー

ー

一
一

■
■

●
■

■
■

■
■

■
■

■
■

’
十
’
’
’
’
○
や
，
‐

，一○

一
一

■
■

■
■

■
■

■■
■
●

■
■

一
（
閉
Ｕ

－

－
Ｊ
ｒ
〃
’
一

一
１
１
０

－

一
一

宙
■

■
■

■
■

■
■

■
■

■
■

＋
，
１
１
１
Ⅱ
，
←
，

上
，

’
『

■
■

■
■

■
■

■
■

■
■

■
■

■
■

一
Ｆ
同
じ

一

一
／
一

一
（
Ⅱ
Ⅱ
）
一

一
一

■
■

■
■

■
■

■
■

■
巳

■
■

■
■

，
幸
．
■
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
０
２
→
，

‐や‐

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

一
一
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
一

一
一
ｎ
Ｕ
Ｆ
Ｕ
ｎ
Ｕ
Ｆ
Ｕ
ｎ
Ｕ
Ｒ
Ｕ
ｎ
Ｕ
Ｐ
Ｏ
〔
Ｕ
Ｒ
Ｊ
一

一
一
，
０
（
ｂ
７
９
ヲ
Ｉ
、
け
ｎ
５
ｑ
Ｊ
Ｑ
〕
ｎ
Ｕ
ｎ
Ｕ

ｌ

ｌ
一
Ｑ
Ｕ
Ｑ
Ｕ
ｑ
〕
Ｑ
〕
Ｑ
ｕ
Ｑ
Ｕ
ｑ
Ｕ
Ｑ
〕
ｎ
Ｕ
ｎ
Ｕ

ｌ

ｌ
－
１
１
１
１
１
１
１
１
ｎ
Ｌ
２
－

十
’
十

十

【I]検索, [A]追加, [M]変更, [D]肖'l除ロ

…

第4.7図 「2．年次 データ(2)1960年～2009年」の初期画面



ネ､ソトワーク環境における情報システムの研究80

②検索処理を指示すると，カーソルが画面書式の中に位置付けられ，検索条件

の指定が可能な状態になる。「系列」欄に公定歩合(年末)の系列コード

「RATEB」を指定し，検索を実行する。（第4.8図，第4.9図）

霊一
Nファイル(F)

I
編集(E)

yO2 ]
索

RATEB :公 (年末）

1－－一端一~~~~~~~叢~一一一十~~~~~~＝毒~~~~ﾆｰｰｰ+~－－~~~~~・’ 0/5 1 1/6． ’ 2/7 1 3/8 1 4/9 1
＋------.----.------+一-------------------＋------一・----------＋-----------------＋---------‘-.--------L---------－－－－－ 』

7 1 3/8
---------＋-－－－－－－－－－－－－■

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

年
年
年
年
年
年
年
年
年
年

０
５
０
５
０
５
０
５
０
５

６
６
７
７
８
８
９
９
０
０

９
９
９
９
９
９
９
９
０
０

１
１
１
１
１
１
１
１
２
２

Ｔ
Ｈ
Ｉ

■．’．

:｜：
■

’
1

------＋-.-----------－－＋･-------------.-＋一一一‘-.-----.-一一一一十・-----------一一一一一＋
＋--一一・一一一一一一.‐

検索開始[CTRL E] ,フィールド.消去[CTRL Z] ,終了[CTRL X]
Ｉ
…

第4.8図 検索条件の指定
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……

騒騒鶏 ターミナル一WSNA･TRM

ファイル(F)編栗(E)設定(S)謹舌(P)転送(I)ヘルプ(H)
B SEP 1994 - 21 :08[weds yO2」

[I]検索
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ｒ
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ｌ
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０

－
Ｎ
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■
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８
６

Ｊ
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■
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■
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■
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一
ボ
詞

く

一
ル
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夕
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一
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一
応
一

０
’

Ｒ
デ

－
１
－

川
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－
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，
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〃
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力
合

一
一

－
し
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リ
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一
だ
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０
－
前
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〆
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－
０
－

川
印

一
円
選

ア
公

一
一

旧
乳

－
１
７

■
■

一
一

■
■

■
■

■
■

■
■

■
■

■
■

■
■

一
■げ

ふ
０
■
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
１
口
一
０

十
岬
ｒ

Ｂ
一

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

一
作
正

一
一
年
年
年
年
年
年
年
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年
年
一

コ

癖
識
二
僻
慨
慨
慨
避
蝋

＋一一------------

｜
＋一一一一一一一--－－

[N]次レコード，
検索数：

第4.9図 検索結果
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③検索結果は単に画面に表示するだけでなく，ワークステーション内に検索

データファイルとして登録し，必要に応じてパソコン端末にダウンロードす
（6）

ることができる。

検索結果表示中に，レポート処理を指示すると，つぎのようなレポート選択

メニューが表示される。（第4.10図）

鍔
ファイル(F)

ターミナル一WSNA･TRM

編集(E)設定(§〉電話(E)転送(1)ヘルプ(且）

蝉
熱
秘
１辨
舞
蝉

■
Ｐ
Ｐ
Ｇ
■
』

Iweds_yO2」
綴[I]

■ 8 SEP 1994 - 21:08
年次 データ（2）1960年～2009年

レポート

1．画面への出力

2．ファイルへの出力

出力先： 画面 印刷

［］

ファイル名

［］-－

REPORT #: g

第4. 10図 レポート選択メニュー

(6) 検索結果は, CSV (Comma Separated Value)形式のデータファイルとして登
録される。
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（7）

｢2．ファイルへの出力」を選択し，ファイル名を指定してワークステー

ション内に登録する。（第4.11図）

巴

騨灘鶏
ファイル(F)

ターミナル一WSNA.TRM

隔悪02］
■ 8 SEP 1994 - 21:08

年次 データ（2）1960年～2009年

ファイル名

1．直面への出力 ［］

[x] --/tap/datal2．

REPORT #: 2 [F]処理(FG) , [B]処理(BG), [D]デバッグ，または[C]中止■

一一

第4.11図 検索データファイルの登録処理

(7) 「対話形式」でダウンロード処理を行う場合は, ｢/tmp/datal｣｢/tmp/data 2」

「/tmp/data 3」のいずれかを指定する。

ファイルへの出フ 唾&君
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レポート選択メニューにおいて，「1．画面への出力」を選択すると，検索
（8）

データファイルに格納される内容を画面に表示することができる。

(第4.12図，第4.13図）

》毒埜 ターミナル= WSNA.TRM 騒鰯
ファイル(F)編集(E)言碇(S)唾舌(P)転送(T)ヘルプ(H)

濡悪0画 ■■世界マクロ経済統計データ
年次 データ（2）1960年〃

｢テータベース■■ 8 SEP 1994 - 21:08
1960年～2009年

レポート

1．両両…汗－

2．ファイルへの出力

出力先： 画面 印局'l

■■■■■[x]

ファイル名

I ]--

REPORT #: 1 [F]処理(FG) , [D]デバッグ，または[C]中止■

第4.12図 検索データファイル内容表示処理

(8) 検索データファイルの作成前でも表示することができる。
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ターミナル一WSNA･TRM

雪
＝，

ファイル(F)編集(E)設定(S)壼舌(P)転送(I)ヘルプ(H)
8 SEP 1994 - 21:08Twe砺一而可

[I]検索 年次 データ（2）1960年～2009年

,1978-1987 ,RAT田
,Y姪年 ,% ,%(パーセント）

,12.00 ,13.00 ,12.00 ,8.50 ,8.50
,5-50 ，6－00 ，''

,1978-1987 ,RATEB
,Y,歴年 ,% ,%(パーセント）

D14.00 ,17_26 ,14_66 ,10.05 ,9_96

USR ,アメリカ合衆国
,公宗歩合〈年末）
,,,,,,,,,,,,,,,,,,,9.50

，8．00 ，7－50
"N,カナダ
,公宗歩合（年末）
,,,,,,,,,,,,,,,,,,,10-75 ,14_66 ,10.05 ,9_96

,1978-1987 ,RATEB
，％ ，％（パーセント）

,14.50 ,10_25 ,9-0U

,1978-1987 ,RATEB
，％ ，％（パーセント）

,7－50 ，5－00 ，4-00

,1978-1987 ,RAT田
，％ ，％（パーセント）
ロ

，10.09 ，9．49 ，8－49 ，8．66 …
MR,グレートブリテン及び北部アイルランド連合干園
,公定歩合（年末) ,Y,歴年

,17-00 ,14.00
，11－00 ，8．50 ”，

,Y,歴年
，6－00 ，7-50

,3-50 ，2－50 ，，，

，”，，，，，，，，，，”，'''12－50
，9．75 ,11.50

DEU ,ドイツ連邦共和医I
,公宗歩合（年末）
，，，，，，，…，，，，，”''3－00

，4．50 ，4－00

第4.13図 表示された検索データファイルの内容
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⑤登録済の検索データファイルは，つぎのようにしてパソコン端末にMS-

DOSファイルとしてダウンロードする。

「対話形式の問合せ・ダウンロード」のメニューにもどり，メニュー番号16

～18のダウンロードメニューから，ダウンロードしたい検索データファイル

を選択する。（第4.14図）

ｊＦ
－
くりノイア

鍔
フ 騒騒ターミナル一WSNA･TRM

編集(E)設定(S)達舌(P)転送(T)ヘルプ(H)

■世界マクロ経済統計デ[use rmenu」 －タベース■■ 8 SEP 1994~- 21F~1~5
対話形式の問合せ・ダウンロード

顧舜 … 、可画雨 記羅■…扉壷屏ロ函 昭詞囿…

第4.14図 ダウンロードする検索データーファイルの選択

1‐年次 データ（1）1912年～1959年 10．経済統計（縦型テーブル）

2．年次 データ（2）1960年～2009年 11‐国名コード データメンテナンス

3．年次 データ（>k）2010年～2059年 12‐系列名コード‘データメンテナンス

4‐年次 データ（水）2060年～2099年 13．期種コード データメンテナンス

5．四半期データ（1）1953年～1964年 14．単位コード データメンテナンス

6‐四半期データ（2）1965年～1974年 15‐利用できる統計データの一覧表表示

7．四半期データ（3）1975年～1984年 16． のダウンロード

8‐四半期データ（4）1985年～1994年 17‐ファイル／tmp/data2のダウンロード

9．四半期データ（水）1995年～1999年 1B，ファイル／tmp/data3のダウンロード

選択；■

フアイノレノt■pﾉdat，

'辰
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⑥検索データファイルはXMODEMプロトコルによってワークステーションか

ら送信される。ユーザはパソコン端末で受信のための手続きを行う。

検索データファイル「/tmp/data l」をパソコン端末のファイル
（9）

「A: \RATE.CSV」にダウンロードするようすをつぎにしめす。

（第4.15図，第4.16図）

鶏
ファイル(F)

鰯|鴬ターミナル- WSNA･TRM

琵舌(f)転送(T)ヘルプ(H)編集(E) 設定(S)

■■世界マクロ経済統計データベース■■ 8 SEP 1994 - 21:19
ファイル/tmp/dat alのダウンロード

[dloadl]

’

鰯蕊露鳳;函醗靭副I壷中§閲醸Y …

第4.15図 検索データファイル受信(パソコン端末）

(9) 本例では，パソコン端末の通信ソフトウェアとして, Microsoft社の

「Terminal. exe｣を使用した。
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慧
ファイル(F)

蕊綴

W霜
ノ

8．

ATE

〉
9．

B

）

ライト- RATE･CSV -

編集(E)検索(N)文字(C)書式(P)レイアウト(D)ヘルプ(H)

USA ,アメリカ合衆国
,公定歩合（年末) ,Y,歴年
，，，，，，，，，，，，，，，，，，9．50 ,12｡00 ,13.00

，8．00 ，7．50 ，5．50 ，6．00 ”，
CAN ,カナダ
,公定歩合（年末) ,Y,歴年
，”，，，，，，，，，，，”''10．75 ，14．00 ，17．26

，10．09 ．，9．49 ，8．49 ，8．66 ，，，
GBR ,グレートブ,リテン及び北部アイルランド連合干困
,公定歩合（年末) ,Y,歴年
,，，，，，，，，，，，，，，，，，12．50 ，17．00 ，14．00

，9．75 ，11．50 ，11．00 ，8．50 ，，，
DEU ,ドイツ連邦共和国
,公定歩合〈年末> ,Y,歴年
,，，，，，，，，，，，'''’’'3．00 ，8．00 ，7．50
，4－50 ，4．00 ，3．50 ，2．50 ，，，
FRA ,フランス共和国
,公定歩合（年末) ,Y,歴年
,，，，，，，，，，，，”''’'9．50 ，9．50 ，9．50

，9．50 ，9．50 ．9．50 ，9．50 ，，，
ITA,イタリア共和国
,公定歩合（年末) ,Y,歴年
,，，，，''’''''''''''10．50 ，15．00 ，16．50

，18．50 ，15．00 ，12．00 ，12．00 ，，，
JPN,日本国
,公定歩合(年末) ,Y,歴年
,，，，，，，，，，，，，，，，，，3．5Ⅱ ，6．25 ，7．25
．5．00 ‐5－， ， ‐ヨー、 、 ‐ウーRn

,1978-1987 ,RATE

，％ ，％〈パーセント〉
,12．00 ，8．50 ，8．

,1978-1987 ,RATE

，％ ，％（パーセント〉
,14．68 ,10．05 ,9.

,1978-1987 ,RATEB

,X ,%(パーセント）
,14．50 ，10．25 ，9．

,1978-1987 ,RATE|
,X ,%<パーセント）

,7．50 ，5．00 ，4．

,1978-1987 ,RATE
,X ,%(パーセント）

,9．50 ，9．50 ，9．

,1978-1987 ,RATE

，％ ，％〈パーセント）
,19．00 ，18．UO ,17

,1978-1987 ,RAT[

,X ,%(パーセント＞
,5．50 ，5．50 ，5．

§

§
鰔蕊ページ1 麗醗灘溌蕊溌蕊蕊識蕊溌蕊識蕊溌蕊蕊蕊蕊雛蕊

第4.16図 受信~ファイル「A: \RATE・CSV」の内容表示(パ､ノコン端末）

4．コマンド型検索・ダウンロード処理

本システムでは，データベース操作の標準言語である「SQL」を使用して，

「コマンド形式」でデータの検索，ダウンロードを行うことも可能である。

「対話形式」でのシステムの利用は，手軽である反面，処理内容が固定的で
（10）

データの操作上さまざまな制約がある。

(10) 多様な検索条件を設定することができない。また,1つの処理で扱えるデータ

項目が画面書式単位に固定されている。
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これに対して，「コマンド形式」では, SQLコマンドをタイプする煩わしさ

はあるものの，多様なデータニーズに幅広く対応することができる。

卜､ソプメニューで「2．コマンド形式の問合せ(SQL)」を選択すると，つ

ぎのような画面が表示され, SQLコマンドの入力が可能な状態になる。

(第4.17図）

騒騒蕊■■
ファイ

ターミナル一WSNA.TRM

ベース■■ 8 SEP 1994 - 21:26Isqll

UNIFY
コマンド形式の問合せ(SQ L)

UNI FY TURBO/SQ
mpyridlt UnifymrPoration l986

SOLFI_DCNTが256に設定されます。
Su酬鯏Tが256に設定されます。
Sm_PBUFSIZが8192 1こ設走されます。
ロ

SOL :

SOL :

Su二

sql>

第4.17図 コマンド形式の問合せの初期画面
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前節で例示した「1978年～1987年の年末時点における公定歩合」のデータを

検索し，パソコン端末にダウンロードする手順は，「コマンド形式」ではつぎ

のようになる。

ｴ） ｢sql >」のプロンプトに対して，つぎのように記述すれば，検索処理が実

行され，その結果はワークステーションに検索データファイル「/tmp /data

2」として登録される。（第4.18図）

I鍔 ターミナル= WSNA.TRM
リフアイル(E)編集(E) :E(S)窪舌(P)転送(T)ﾍﾙﾌ(H)

騒騒

[sql] ■■世界マク同窓濱蔬計字＝石ベース■■ 8 SEP 1994 - 21:32
コマンド形式の問合せ(SQL)

UNIFY TURBO/SU
mpyridlt Unify mrporation l986

SoLF山鯏Tが256に設定さ制ます。
S乢幽側Tが256に言まされます。
SQLPBUFSIZが8192に詮されます。

select * f roR economic ghere系列コードニ'RATEB ' into '/tDp/data2 ' m

SOL二

SCL :

SOL二

sql>

第4.18図 検索と検索データファイル登録の一括処理
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3検索データファイル「/tmp/data 2」をパソコン端末にダウンロードするに

は，つぎのように記述する。（第4.19図）

蕊蕊謡 ターミナル一WSNA.TRM

ファイ

E前 ス■■ 8 SEP 1994 - 21:32
）
〃

UNIFY TURBO"m
mPyridlt Unify恥rporation l986

SU: Sm_F山側Tが256にまされます。
Sm:Sm酬醐Tが256に毒されます。
Su二Sq-PBUFSIZが8192に言廷されます。
sql> select * from eccnomic where系列コードニ'RAT田' into '/tmp/data2' /
問合せを認識しましたL
Sql> ! dognlOad /tDP/datam

第4.19図 検索データファイルのダウンロード処理

5．ダウンロードデータの利用

ダウンロードしたデータは，パソコンのデータファイル用フォーマ､ソトとし

て標準的に使用されている「CSV」形式となっており，スプレ､ソドシート，

データベース，統計分析システムなどの市販シールで幅広く利用することがで

きる。
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データの利用例として，本章第3節でパソコン端末にダウンロードした

「1978年～1987年の年末時点における公定歩合」のデータをMicrosoft社製の

スプレ､ソドシートソフトウェア「Excel」によってグラフ化する事例を示す。

①ダウンロードファイル「RATE.CSV」は，そのまま「Excel」のワーク

シートに読み込むことができる。（第4. 20図）

認 Microsoft Excel - RATE.CSVMicrosoft Excel - RATE,CSV 騒騒
編集(E)表示(V)挿入(1)書式(T) y-ﾙ(Q) 7~-9(D)ﾜｲﾝ卜需ﾜ(M)2 ■蕊
■■霊＝｜
蕊蕊蕊蕊蕊蕊蕊蕊蕊蕊蕊蕊溌蕊蕊蕊蕊蕊鐵溌蕊蕊調露悪霧蕊露霧溺蕊蕊霧霧蕊蕊蕊蕊霧罰覇燕覇露

(E)表示(V) 揮入(1) :言式(T)ﾂｰﾙ(O) 7~-9(D) ﾂｨﾝ卜矯ﾜ(W〉
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第4.20図 「Excel」のワークシートに読み込まれた「公定歩合」のデータ
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②「Excel」のグラフ作成機能を利用してグラフ化するとつぎのようにな

る。（第4.21図）

G7誌園の公定歩合の変化％
釦

15

Ｎ
Ｕ
Ａ
Ｎ
Ｒ
Ａ
Ａ

Ｐ
Ｅ
Ｓ
Ａ

Ｂ
Ｔ
Ｒ

Ｊ
Ｏ
Ｕ
Ｃ
６
１
Ｆ

一幸一一→｜◆

10

5

0j

1978197919801981198219831984198519861987 年末

第4.21図 グラフ化された「公定歩合」のデータ

お わ り に

本章では，「世界マクロ経済統計データベース」の概要をユーザインタフェー

スを中心に提示した。

本システムの特徴は，ホストコンピュータ上の時系列統計データベースから

分析に必要な時系列統計データを分析用のパソコンに取り込むためのユーザイ

ンタフェースを実現したこと，ならびに，ユーザが必要とする統計データをい

つでもどこからでも必要に応じて通信回線を介して手軽に入手できるデータ供

給環境を提供したことである。
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最後に，ホストコンピュータの時系列統計データベースシステムにおける

データの検索からパソコンのデータ分析ツールによる分析までの処理フローを

整理しておく。（第4.22図）

~」データの検索 、

↓検索結果

統計データベースシステム

（ホストコンピュータ）ホストコンピュータ内に一時保留

↓必要データ

｜

’
ノデータの送信

↓ダウンロード 通信回線

’ データの受信 、

I MS-DOSファイル

利用者システム

(パソコン端末）’パソコン端末内に格納

I CSVファイル

’ ／分析ツールでの利用

第4.22図 統計データベースシステムの利用形態

情報分析指向の時系列統計データベースシステムのこのような利用形態は，

パソコンの処理能力の向上，データ通信システムの整備とともに今後の主流に

なるものと考えられる。
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▽壬X/SX－~‘一圭儂螂某劃口々△苗幕v一ｹ響艸

▽壬Zベンニーン乙一舌假叫製妙口々上苗鼎車f甥 96
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付録4-A 世界マクロ経済統計データベースシステム

テーブル.項目．使用画面書式・テーブル間参照関係一覧表（2/6）

テーブル名 項 目 名 使用画面耆式・テーブル間参照関係

年
年

９
４

５
６

９
９

１
１

一
一

年
年

２
３

１
５

９
９

１
１

１
１

Ｉ
Ｉ

ダ
ダ

公
一

弐
一

一
フ
ー
プ

期
次
半

年
四

１
２
３
４
１
２
３
４
１
２
３
４
１
２
３
４
１
２
３
４

０
０
０
０
１
１
１
１
２
２
２
２
３
３
３
３
４
４
４
４

６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６

９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ

Ｏ
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９

４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５

９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

ｙ
ｙ
ｙ
ｙ
ｙ
ｙ
ｙ
ｙ
ｙ
ｙ
ｙ
ｙ
ｙ
ｙ
ｙ
ｙ
ｙ
ｙ
ｙ
ｙ

econoInlc

１
２
３
４
１
２
３
４
１
２
３
４
１
２
３
４
１
２
３
４
１
２
３
４

５
５
５
５
６
６
６
６
７
７
７
７
８
８
８
８
９
９
９
９
０
０
０
０

６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
７
７
７
７

９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ

Ｏ
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３

６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
８
８
８
８

９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

ｙ
ｙ
ｙ
ｙ
ｙ
ｙ
ｙ
ｙ
ｙ
ｙ
ｙ
ｙ
ｙ
ｙ
ｙ
ｙ
ｙ
ｙ
ｙ
ｙ
ｙ
ｙ
ｙ
ｙ

年次 データ

四半期データ

年
年

９
４

０
７

０
９

２
１

－
へ

年
年

０
５

６
６

９
９

１
１

、
ノ
、
Ｊ

２
２

１
１
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付録4－A 世界マクロ経済統計データベースシステム
テーブル．項目．使用画面書式．テーブル間参照関係一覧表（3/6）

使用画面書式・テーブル間参照関係項 目 名テーブル名

年
年

９
４

０
７

０
９

２
１

ジ
プ

ヘ
へ

年
年

０
５

６
６

９
９

１
１

１
１

２
２

ダ
ダ

一
テ
ー
プ期

次
半

年
四

１
２
３
４
１
２
３
４
１
２
３
４
１
２
３
４

１
１
１
１
２
２
２
２
３
３
３
３
４
４
４
４

７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７

９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ

４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９

８
８
８
８
８
８
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９

９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

ｙ
ｙ
ｙ
ｙ
ｙ
ｙ
ｙ
ｙ
ｙ
ｙ
ｙ
ｙ
ｙ
ｙ
ｙ
ｙ

econoInlc

４
耳

９
４

０
８

０
９

２
１

，
－

年
年

０
５

６
７

９
９

１
１

ｊ
ｊ

２
３

く
く

ダ
ダ

一
テ
ー
プ期

次
半

年
四

１
２
３
４
１
２
３
４
１
２

５
５
５
５
６
６
６
６
７
７

７
７
７
７
７
７
７
７
７
７

９
９
９
９
９
９
９
９
９
９

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ

０
１
２
３
４
５
６
７
８
９

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

ｙ
ｙ
ｙ
ｙ
ｙ
ｙ
ｙ
ｙ
ｙ
ｙ

×年次 データ（＊）2010年～2059年

四半期データ（3）1975年～1984年

３
４
１
２
３
４
１
２
３
４
１
２
３
４
１
２
３
４

７
７
８
８
８
８
９
９
９
９
０
０
０
０
１
１
１
１

７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
８
８
８
８
８
８
８
８

９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ

Ｏ
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
２

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

ｙ
ｙ
ｙ
ｙ
ｙ
ｙ
ｙ
ｙ
ｙ
ｙ
ｙ
ｙ
ｙ
ｙ
ｙ
ｙ
ｙ
ｙ
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付録4-A世界マクロ経済統計データベースシステム
テーブル．項目・使用画面書式・テーブル間参照関係一覧表（4/6）

テーブル名 項 目 名 使用画面書式・テーブル間参照関係

年次 データ(*) 2010年～2059年
四半期データ（3）1975年～1984年

１
２
３
４
１
２
３
４
１
２
３
４

２
２
２
２
３
３
３
３
４
４
４
４

８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８

９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ

８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９

２
２
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

ｙ
ｙ
ｙ
ｙ
ｙ
ｙ
ｙ
ｙ
ｙ
ｙ
ｙ
ｙ

econoInlc

年
年

９
４

５
９

０
９

２
１

〕
）

（
へ

年
年

０
５

１
８

０
９

２
１

１
ｊ

＊
４

１
１

ダ
ダ

一
テ
ー
ナ期

次
半

年
四

×１
２
３
４
１
２
３
４
１
２
３
４
１
２
３
４
１
２
３
４

５
５
５
５
６
６
６
６
７
７
７
７
８
８
８
８
９
９
９
９

８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８

９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ

Ｏ
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９

４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

ｙ
ｙ
ｙ
ｙ
ｙ
ｙ
ｙ
ｙ
ｙ
ｙ
ｙ
ｙ
ｙ
ｙ
ｙ
ｙ
ｙ
ｙ
ｙ
ｙ

年
年

９
４

９
９

０
９

２
１

｝
）

ヘ
ヘ

年
年

０
５

６
８

０
９

２
１

ｊ
ｊ

＊
４

く
く

ダ
ダ

一
ナ
ー
テ期

次
半

年
四

×１
２
３
４
１
２
３
４
１
２
３
４

０
０
０
０
１
１
１
１
２
２
２
２

９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９

９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ

０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１

６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
７
７

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

ｙ
ｙ
ｙ
ｙ
ｙ
ｙ
ｙ
ｙ
ｙ
ｙ
ｙ
ｙ
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付録4-A 世界マクロ経済統計データベースシステム
テーブル．項目．使用画面書式．テーブル間参照関係一覧表（5/6）

使用画面書式・テーブル間参照関係項 目 名テーブル名

年
年

９
４

９
９

０
９

２
１

－
－

年
年

０
５

６
８

０
９

２
１

１
１

＊
４１

ダ
ダ

一
テ
ー
プ期

次
半

年
四

×１
２
３
４
１
２
３
４

３
３
３
３
４
４
４
４

９
９
９
９
９
９
９
９

９
９
９
９
９
９
９
９

１
１
１
１
１
１
１
１

ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ

２
３
４
５
６
７
８
９

７
７
７
７
７
７
７
７

０
０
０
０
０
０
０
０

２
２
２
２
２
２
２
２

ｙ
ｙ
ｙ
ｙ
ｙ
ｙ
ｙ
ｙ

econoInlc

×年次 データ(*) 2060年～2099年
×四半期データ（＊）1995年～1999年

１
２
３
４
１
２
３
４
１
２
３
４
１
２
３
４
１
２
３
４

５
５
５
５
６
６
６
６
７
７
７
７
８
８
８
８
９
９
９
９

９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９

９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ

Ｏ
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９

８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

ｙ
ｙ
ｙ
ｙ
ｙ
ｙ
ｙ
ｙ
ｙ
ｙ
ｙ
ｙ
ｙ
ｙ
ｙ
ｙ
ｙ
ｙ
ｙ
ｙ

国名コード データメン'テナンスcode

code2

code3

namel

nanle

name2

countrv

期種コード データメンテナンスdatatype

nameJ

narne

datatype

系列名コード データメンテナンス

。
１
０
型

ｅ
正
正

１
．

ｎ
ｎ

Ｏ
ａ

ａ
Ｃ

ｎ
ｎ

serles
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付録4-A世界マクロ経済統計データベースシステム

テーブル．項目．使用画面書式．テーブル間参照関係一覧表（6/6）

テーブル名 項 目 名 使用画面書式・テーブル間参照関係

単位コード データメンテナンスcode

nameJ

narne

unlt

経済統計（縦型テーブル）vecon pg

vear

datatype
serles

countrv

data

unlt

datatype.datatJpe
serIes,code

COun〃V・Code

十 一

Imit. code

《記号説明》

。：右側に斜字体でしめした項、と参照関係がある項目。

×：現在使用不可の画面吉式。



第Ⅲ部

データ通信システム





第5 - ISDN環境におけるﾊｰｿﾅﾙｺﾐｭﾆｹｰｰｼｮﾝ

は じ め に

1 980年代後半以降，ディジタル通信技術を応用した通信環境が急速に整備さ

れた。

従来，専用回線や公衆電話回線を使ってWAN (Wide Area Network)を形
（1）

成していた企業ユーザは，高速ディジタル回線やISDNを効果的に使い分ける

ことによってコストパフォーマンスの高い通信システムの構築を進めた。

また，組織単位でLAN ( Local Area Network)の導入を進めてきた研究／開

発ユーザは，フレームリレーやATM (Asynchronous Transfer Mode)に代表

される超高速ディジタル通信技術を積極的に活用してインターネットを構築す

ることによって，各自のWS(ワークステーション)から全世界のWSに直接ア

クセスし，高速かつ低コストにメ､ｿセージ交換やデータ転送を行える通信環境

を整備した。

その一方で，一般家庭における個人ユーザの通信環境はここ10年間ほとんど

変化していない。旧態依然としたアナログ方式の加入電話網による低音質な通

話，低速なデータ通信が主流であり，ディジタル通信時代に完全に乗り遅れて

しまった感がある。

昨今のパーソナル化 マルチメディア化の潮流は，一般家庭における通信シ

ステムにさまざまなニーズを提起しつつある。大容量 高速，多機能に集約さ

れる新しいニーズに，従来のアナログ電話網で十分に対応することは技術的に

困難であり，効率的な通信システムを構築することはできない。このような状

(1) 後述。
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況下で，ディジタル通信技術を活用した個人ユーザの通信環境を整備すること

は時代的要請だといえる。

本章では，ディジタル通信時代におけるパーソナルコミュニケーションの担

い手はISDN通信であるという認識に基づいて, ISDN環境におけるパーソナ

ルコミュニケーションシステムの将来像を考察する。

l . ISDNの概要

ISDN (Integrated Services Digital Network)は，加入電話網，ファクシミ

リ通信網，ディジタルデータ綱 パケット通信網などメディアごとに別個に構

築されていた通信網を，単一の通信網に統合したマルチメディア対応のディジ

タル通信ネ､ソトワークであり，「総合ディジタル通信網」と呼ばれている。わ

が国では，世界に先駆けて1988年4月からNTT(Nippon Telegraph and

Telephone Corporation :日本電信電話株式会社)によってINS (Information

Network System)の名称でサービスが開始され，急速に回線数が増加してい

る。（第5.1図）

回線数

250,000
I

灘
234，

200，000

156,811
150,000

100，000

50,000

---烏窯」1，198
0

1988年4月
サービス

開始

1990年

3月末

1989年

3月末

1991年

3月末
1992年

3月末

1993年

3月末
1994年
3月末

第5.1図INSネット64の契約回線数の推移
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INSには, ISDNの基本インタフェースに対応する「INSネット64｣ (第一種

総合ディジタル通信サービス）と1次群速度インタフェースに対応する「INS

ネット1500｣ (第二種総合ディジタル通信サービス)がある。両者の違いはイン

タフェース速度にあり，最高速度が前者では192 kbps,後者では1, 544

kbpsとなっている。

ISDNでは「チャンネル」と呼ばれる論理的な通信路を通じて通信が行われ

る。INSサービスで利用できるチャンネルタイプとその機能をつぎにしめす。

(第5.1表）

第5.1表INSサービスで利用可能なチャンネル

用 途伝送容量チャンネル種別 チ ヤンネル

音声通話，静止画像通信

データ通信

（ディジタル加入者線）

64 kbpsB

情報チャンネル

音響通信，動画像通信

データ通信

(高速広帯域用加入者線）

384 kbpsHo

H

1, 536 kbpsH1,

16 kbps' 回線制御用信号伝送

データ通信

(ディジタル信号線）

信号チャンネル ，

64 kbpsz

※1：基本インタフェースの場合，2：1次群速度インタフェースの場合
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1契約者回線で同時に利用できる最大チャンネル数は, INSネット64の場合

は2 B+D(2つのBチャンネルと1つのDチャンネル)の3チャンネル, INS
（2） （3）

ネ､ソト1 500の場合は23B+Dまたは, 24Bの24チャンネルとなっている。

ISDNには，通話モード，ディジタル通信モード，パケ､ソト通信モードの3

つの通信モードがあり，ユーザは通信時に通信機器の特性や用途に応じてこれ

らの通信モードを自由に選択して使用することができる。

各通信モードは，通信種別，使用チャンネルによってつぎのように細分され

る。（第5.2表）

第5.2表INSサービスの通信モード

サービス種別 通信モード 通信種別 剛ﾁｬﾝﾈﾙ 通信方式 用 途 等

3. 1kHz帯域の音声通話
(エコーキャンセラ挿入）

スピーチ B

通話モード 回線交換

3. 1kHz帯域の音響通信
(エコーキャンセラ抑止）

オーディオ B

最大パケ､ｿﾄｻｲｽ256オグテ､ソト
までのパケット通信

，

パケット通信モード
(INS-P)

INSネ､ソト64INSネ､ソト64 パケ､ソト交換
最大ﾊｹﾂﾄｻｲｽ↓1096ｵｸﾃｯ｜
までのパケット通信

B

INSネ‘ソト1500

128バイトまでの

メ､ｿセージ通信
INS情報 ，

岸

64kbpsの
ディジタル通信

64 kbps B
ディジタル

通信モード
(INS－C)

回線交換

384kbpsの高速ディジタル
通信(6Bチャンネル）

384 kbps Ho

1 , 536kbpsの高速ディジタル
通信(24 Bチャンネル）

1.5 Mbps H11

(2) この場合，制御信号用のDチャンネルが別途必要となる。

(3)インタフェース上ではチャンネル以外に各種の制御信号が伝送されているため，

同時利用可能なチャンネルの伝送容量の合計とインタフェース速度は一致しない。
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各通信モードの特徴と適用例をつぎにしめす。（第5.3表）

第5,3表ISDNの通信モードの特徴と適用例

適 用 例特 徴モー’

アナログ電話との通話

モデムを使ったデータ通信

G3FAX通信

(アナログ電話回線に相当）

Bチャンネルを使用した

音声通信
通話モード

TAを使った高速データ通信

G4FAX通信

(大量のデータの連続的転送向き）

ディジタル

通信モード

( INS-C)

Bチャンネルを使用した

高速ディジタル通信

偽

DDX-P,VENUS-Pとの相互接続

メールメッセージの交換

(比較的短いメッセージの断続的

交換向き）

パケ.ソト

通信モード

( INS-P )

BまたはDチャンネルを

使用したパケット通信
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データ通信では，転送データの特性に応じてこれら3つの通信モードを適切

に使い分けることにより, ISDNの特長を最大限に活用した効率的な通信を行

うことができる。（第5.2図）

ソト通信モード

|弓 ディジタル通信モード
TA

､

I
一

通話モード
MODEM

一

第5.2図ISDN対応のデータ通信システムのイメージ

INSサービスのネットワーク構成はつぎのとおりである。（第5.3図）

ネットワークは, ISMを境界として加入者系ネットワークと中継系ネ､ソト

ワークに区別される。

ISMは，加入者系ネ､ソトワークを通じてユーザから送られてきたデータをそ

れぞれの通信モードに対応した中継系ネ､ソトワークに振り分ける機能を持って

おり，ネットワークの要となっている。
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第5.3図 INSサービスのネットワーク構成
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個人ユーザ向けのINSネット64サービスでは，具体的にはつぎのような基本

機能が提供される。（第5.4表）

第5.4表INSネ､ソト64の基本機能

基本機能名 慨 要

1本のI SDN回線でBチャンネル2本，

Dチャンネル1本を同時に使用可能。

通話モード，ディジタル通信モード，

パケット通信モードを通信時に選択可能。

着信時に発信者の電話番号を通知する。

電話番号にサブアドレスと呼ばれる番号を

付加して着信機器を指定できる。

通信終了時にその通信にかかった料金を

ネットワークから通知する。

通話中にコネクタを抜いて通信機器を移動後

別のコネクタから通信を再開できる。

3チャンネル同時通信

3つの通信モー1

発信者番号通知

サブアドレス通知

料金情報通知

｜

’

通信中機器移動

ユーザ間情報通知



第5 - ISDN環境におけるパーソナルコミュニケーション 111

2．|SDN時代の家庭内通信システム

一般家庭における通信システムの現状をしめす最も典型的な例は，1本のア

ナログ電話回線に複数の電話機，ファクシミリ，パソコン通信機器を「親子電

話」方式で接続したシステムである。（第5.4図）

(－） （ ）

’ ’目目目 日日目電話機電話機

|’加入電話網

パーソナル
｜日田’

G3

ファクシミリ
日田

コンピュー タ

第5.4図 家庭内通信システムの現状

このような形態のシステムは，

①通信需要の増加にともなうトラヒックの増大に通信回線が対応しきれなく

なる。

②ファクシミリやパソコンへの選択直接着信が困難である。

という問題をはらんでいる。
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これらの問題点に対処した2つのケースをつぎにしめす。（第5．5図）

〔ケース1〕 アナログ電話回線 2回線の場合

信一） （ ）
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第5.5図 現在の通信ニーズに対応した家庭内通信システムの構築例

〔ケーース1〕はアナログ電話回線の増設によって対応したシステム，〔ケー

ス2〕はアナログ電話回線をISDN回線に置き換えることで対応したシステム

である。両システムの比較をつぎにしめす。（第5.5表）
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第5.5表 アナログ2回線とISDN 1回線の比較

〔ケース2]ISDN 1回線対応項目 〔ケース1〕アナログ 2回線

①通信容量 通信容量は倍増。 アナログ1回線に相当する

｢Bチャンネル」通信路2本，

パケ､ソト通信用の「Dチャン′

ネル」通信路1本を同時に使

用可能。

3選択着信 通話用の回線とデータ通信用

の回線を分離し，ファクシミ

リが具備するファクシミリ自

動識別機能，もしくは家庭用

PBXとダイヤルインサービ

スの組合わせで実現可能。

ネ､ソトワークが具備する機器

種別選択機能やサブアドレス

機能，もしくはダイヤルイン

サービスによって接続された

すべての通信機器に選択着信

することが可能。

このようにISDN 1回線の性能は，容量 速度，機能のすべての面でアナロ

グ2回線を上回る。アナログ電話回線の増設に代えて従来の回線をISDNに置

き換えることで家庭内の通信システムの拡充を図るケースが急速に増加するこ

とは確実だといえる。

ISDNを導入することにより，従来のアナログ電話回線では実現できなかっ

たさまざまなISDN対応のアプリケーションシステムを利用することも可能と

なる。

個人ユーザ向きのISDN対応アプリケーションシステムには，つぎのような
（4）

ものがある。（第5.6表）

これらのアプリケーションシステムの接続イメージをつぎにしめす。

(第5.6図）

(4) ｢INSネット64」を前提として，実売価格50〃円程度を上限とした場合に導入

可能な主要アプリケーションシステム。
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第5.6表 個人ユーザ向きISDN対応アプリケーションシステム

アプリケーショソシステム名 使用チャソネル 機

ヒ
ヒ
会
日

等

3.1kHz帯域のアナログ音声信号をディジタ

ル信号に変換して通信する。
ディジタル電話 B

7 kHzの広帯域アナログ音声信号をディジタ

ル信号に変換して通信する。
高音質通信装置 B

ガラー動画像信号を圧縮して通信する。
( H.261方式が一般的）

カラー動画像テレビ電話 Bまたは2B

A4サイズの原稿1枚を約3分で伝送可能。
（解像度400 dpilが一般的）

カラー静止画像伝送装置 B

A4サイズの原稿1枚を約3秒で伝送可能。
（解像度400 dpi, 64階調が一般的）

G4ファクシミリ B

容量1MBのフロッピーディスクデータを

約3分で伝送可能。
プロ､ソピーディスク転送装置 B

アナログ電話機,G3ファクシミリ，モデム

などをISDNに接続して利用する。
アナログ通信端末+TA2 B

パソコンをTAを介してISDNに接続し，

64 kbpsの1回l線交換( INS-C )を利用した高
速度通信を行う。

（わが国の個人向けパソコン通信ネットワー

クでは, V.110方式が一般的）

パソコン+TA B

パソコンをPADとTAを介してISDNに接続
し，パケット交換( INS-P )を利用した通
信を行う。

（ただし, INS-P対応の個人向けパソコン

通信サービスは皆無に近いのが現状）

'《ソコン+PAD3 +TA ，

1 : dot per inch

2：端末アダプタ

3：パケット組立

( Terminal Adapter )

分解装置( Packet Assembler Disassembler )
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現在のところ，個人ユーザ向きのISDNアプリケーションシステムは,Bチ

ャンネルを利用するものがほとんどで,Dチャンネルはあまり活用されていな

い。

Dチャンネルは, DDX-P(9, 600 bps品目）などと比べても遜色のない性能

を持つパケット交換回線であり，接続時間に関係なく，送受信したデータ量に

のみ依存する従量制の通信料金が適用されるため，回線の占有時間が長いわり

にやりとりするデータ量の少ないデータ通信に最適な通信路である。

企業ユーザ向けのアプリケーションシステムでは，音声通話やファクシミリ

通信FD転送のように高密度で連続的なデータ通信にはBチャンネルの回線

交換(ディジタル通信モード)を利用し，他方，オンライン端末のように低密度

で断続的なデータ通信にはDチャンネルのパケ､ソト交換(パケット通信モード）

を利用することで, ISDNの特長を最大限に活用した経済的なアプリケーショ

ンシステムが構築されている。

個人ユーザのデータ通信においてDチャンネルに適した通信特性をもつもの
（5）

に電子メールやチャットがあり，今後Dチャンネル(INS-P)で利用可能なシ

ステムが整備されるにつれ，現在Bチャンネルで行われているこれらの通信が
（6）

Dチャンネルに移行するものと考えられる。

3. ISDN時代のデータ通信形態

通信環境の整備は，データ通信の形態に大きな変化をもたらす。既にインフ

ラ整備が一巡した企業ユーザ，研究／開発ユーザのデータ通信形態は，多数の

端末を単一のホストコンピュータに接続する一極集中型に代わり，分散配置さ

(5) リアルタイムのオンライン対話。

(6) 次章で提示する「PC-FLS｣は，著者が開発したDチャンネルパケット通信対応
の個人ユーザ向きアプリケーションシステムである。
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れたワークステーション相互間を直接接続する多極分散型が主流になってい

勺o

通信環境の整備が遅れた個人ユーザのデータ通信形態の主流は，依然として

一極集中型の「ホスト局方式」であり，多極分散型の「直通方式」にはなって

いない。（第5.7図）

陸 戦了一鬘－－ぅ坪
今グ、凸

－ 画一口L

P:ICPC

受信ユーザ受信ユーザ 送信ユーザ送信ユーザ

直通方式ホスト局方式

第5.7図 個人ユーザのデータ通信形態

「ホスト局方式」では，送信者と受信者はホストコンピュータを介して間接

的に接続される。したがって，送信者からのメッセージやデータは，郵便私書

箱や伝言ダイヤルサービスのように，受信者がホストコンピュータにアクセス
（7）

して取り出すまでは受信者に届かない。

「直通方式」では，送信者と受信者は通信回線で直接接続される。したがっ

て，送信者からのメッセージやデータは，電話やファクシミリと同じようにリ

(7) 受信メッセージや受信データの狗無さえホストコンピュータにアクセスしな↓、

限り分からない。したがってユーザは定期的にホストコンピュータにアクセスし

てメールボ､ソクスをチェックすることが必要となる。
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アルタイムで受信者自身の手元に直接届けられる。

このように，メッセージ交換，データ転送の利便性および通信，計算機資源

の利用効率の両面で優れた「直通方式」が個人ユーザのデータ通信形態として

普及しない具体的要因として，つぎの2点を指摘することができる。

①ホスト局方式に比べ通信コストが割高となる。

②相手ユーザ不在時にはメッセージ交換が不能である。

ISDN環境では，データ特性に応じた通信モードの選択による通信コストの
（8） （9）

低減や各通信機器への選択着信機能を活用した着信自動応答システムの利用

が可能となり，これらの阻害要因は解消され，データ通信の形態は「直通方式」

に急速に移行すると考えられる。

4. ISDN環境における通信コスト

ISDNには，在来のアナログ電話網およびパケ､ソト通信網と同一の通信料金

体系が設定されている。すなわち, ISDNの通話モードとディジタル通信モー

ドの通信料は，アナログ電話網の一般通話料金と同額 パケ､ソト通信モードの
（10）

通信料は，在来のパケ､ソト網「DDX-P｣, ｢DDX-TP｣と同額である。

(第5.7表，第5.8表 第5.9表）

(8) 次節参照。

(9) 次章で提示する「PC-FLS｣は，着信自動応答機能を具備したシステムの一例で

ある。

(10）したがって，通話モードを利用する場合の通信コストはアナログ電話回線を利

用した場合と同額になる。
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第5.7表 一般通話料金[10円で通話できる秒数］

（単位：秒,1994年9月1日現在）

深夜・早朝夜 間、侭 時間帯
、、
、

昼 間

平日19: 00～23:00

休日8 :00～23:00
23：00～8 :00平日8 :00～19: 00

距離段階

240同一区域内 180180

120隣接･ 20km以下 9090

4530 km以下 45

60

3660 km以下 36

4530100 km以下 22．5

30”､5160 km以下 13

22．518160 km超 10

※この料金表は, NTTのアナログ電話サービスにおけるダイヤル通話料のほか，
INSサービスにおける通話モード，ディジタル通信モードの通信料にも適用される。
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第5.8表 パケット通信料

(単位:H)

距離段階 100 km以下 100 km超

夜 間

平日19:00～8 :00

休日

鼎 間

平H8 :00~19:00

昼 間

平日8：00~19:00

夜 間

平日19:00～8：00

休日

時 間 帯

128ｵｸ子,ソトまで 0､24 1 0.500．40 0熟0

４
８

２
４

０
０

"50 0．30 0 ’'30

ﾆﾆｰ ''’’1’'

謹冒 ，_,,，

職38”256ｵﾌﾃﾂﾄまで 0，400．80 0．溌4;;
- 1二l~'二'二'-- ,'

1．00 0，50 0．60

512ｵｸﾃｯﾄまで ●､30 9．181．20 0．72 1．50 駅38 9．23()．9(）

768ｵｸﾃｿﾄまで 0．301.80 1．08 0‘18
“|，

,｜： ’

0，17

2．20 @" 37 1．32 0．22

1 024ｵｸﾃﾂﾄまで 2. 30 0，29 1．38 0．352．80ノ、 1．68 0．21

128()ｵﾌﾃﾂﾄまで 0‘282．80 1．68 0‘､17

獅
一
柳

0‘20@@34 2．04

ケ 1 536ｵｸﾃ.ソトまで 0．27 1．92〕､20 0．16 0，33 2．34 0．20

1792ｵ7ﾃﾂﾄまで 06 26 2．16 0．153．60 矧､314．40 0．192．64

2048ｵ7ﾃﾂﾄまで 0. 25 2．40 0.15 "’4．9(）4.00 8. 31 Oよ 182．94ノ

23()4ｵ7ﾃ,ソトまで 0．244．30 2．58 0，14 0. 295．30 3．18 0．18

2560ｵ7ﾃ､ソトまで 0‘144.60 I 0*23 2.76 0．295. 70 3．42 戯‘17

2816ｵｸﾃｯﾄまで 0．22 2．944．90 0. 13 6．10 趣 28 3．66 0，17

長 3072*7テットまで 0．22 9．135．20 3．12 6．50 0．27 0､:163．90 一Ｆ一一』

3328ｵｱﾃ､ソトまで 0．21 0．133．305．50 0‘266．80 0．164．08

0，203584オ7テヅトまで 3．425．70 0，12 7．10 0，25 9，154．26

0．203840* 7ﾃｸﾄまで 3．60 0．12 @. 256.00 7．40 4．44 0‘15

I4096ｵｸﾃｯﾄまで @. 196．20 3．72 0．12 7．70 0．24 4．62 0．14

※網掛けの部分は128オクテットあたりに換算した料金をしめす。

※1契約者回線番号ごとのパケット通信料の月額が10ﾉﾌ円を超える場合,10万円
を超える部分について10%の割引が適用される。

※この通信料は, NTTが提供するすべてのパケ､ソ|､通信に適用される。
※アナログ電話lul線を介してパケ､ソト通信を行う「DDX TP｣サービスでは，パ
ケット通信料のばか接続通信料が必要である。（第5.9表）
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（11）

第5.9表 DDX-TPの接続通信料

（通信時間3分までごとの料金）

1, 800符号伝送速度(bps) 2, 400200 300 1，200

30料 金（円） 20 30 3020

しかしながら, ISDN環境では通信するデータの特性に応じて適切な通信

モードを選択利用することによって，通信コストを従来よりも低く抑えること

が可能となる。

アナログ電話回線を前提とするデータ通信環境において「ホスト局方式」が

個人ユーザの通信形態の主流として支持され続けている最大の理由は，通信コ

スト面での有利性にある。ホスト局は通常，ユーザの通信コストの負担低減策

として「アクセスポイント」を配置したり, ｢DDX-TP｣による接続を可能に

している。

「アクセスポイント」とは，各地に配置されたホストコンピュータへの接続

点のことである。アクセスポイントからホストコンピュータまでの通信コスト

をホスト局側が負担することによって，ユーザの通信コスト負担を軽減する。

「DDX-TP」とは，アナログ電話網とパケット通信網の相互接続サービス

である。「DDX-TP」は通信距離による料金差がほとんどなく，接続時間と転

送データ量に応じた課金方式となっているため，特に遠距離間では通信コスト
（12）

を抑えることができる。

本節では，これらのコスト低減策を施した「ホスト局方式」との比較を含め，

ISDN導入による通信コストの低減効果を検証する。

モデルケースとして，「神戸一東京間で，④断続的に計20行のメ､ｿセージ交

換を行ったケース，⑧連続的に50KBのデータ転送を行ったケース」の2つを

想定し, ISDN導入前後での通信コストを比較する。（第5.8図，第5. 10表）

(11） アナログ電話網とパケット通信網を相互接続するサービス。詳細は次節参照。

(12） 第5.8表，第5.9表参照。
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、／

|ｱ，
－、

ホスト局
１
】
２
『
３

市
内
通
話

PCP

送信ユーザ 受信ユーザ

～ 納戸 ノ 、－ 東京 ノ
第5.8図 データ通信の通信経路

①～③はアナログ電話回線の通信環境において「ホスト局方式」を利用した

場合の通信コストであり，それぞれつぎのようなケースを想定している。

①アクセスポイント利用

②DDX-TP利用

③ホストに長距離通同舌で直接接続

①～③はISDN環境において「直通方式」で通信した場合のコストであり，

それぞれつぎのようなケースを想定している。

⑪パケット通信モードでの接続

②ディジタル通信モードでの接続

③通話モードでの接続(アナログ電話回線を利用して｢直通方式｣の通信を

行った場合もこれと同額となる｡）
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第5. 10表 通信コスト比較一覧表

④20行の断続的なメッセージ交換 (単位：円）

受 信 側送 信 側通信回線および通信形態

合計市内

通話料

コスト

計

ホスト

利用料
接続料
通話料

バケット

通信料

ホスト

使用料

コスト
二F

訂.

受信側

通信種別
接続

方式
送信側

通信種別

24090 12030市内通話 90 12030①市内電話

32012090200 30市内通話 20 9090②DDX-TP ホスト

120 63030 90市内通話 51090③遠距離通話 420

101010⑪ パケット

420420着信のみ直通 420②ディジタル

420420③遠距離通話 420

(単位：円）⑧50KBの連続的なデータ転送

受 信 側送 信 側通信回線および通信形態

合計市内
通話料

トス
詳
叫

．

ホスト

利用料
接続料
通話料

バケット

通信料

コスト
ニr

同丁

接続
方式

受信側
通信種別

ホスト

使用料
送信側
通信種別

6011 80 16020市内通話 60 80①市内電話 20

41060 8020市内通話 210 60 33060②DDX-TP ホスト

80 49020 60市内通話 60 410③遠距離通話 350

205205 205⑪ パケット

7070直通 着信のみ②ディジタル 70

290290290③遠距離通話

《通信コストの算出条件》
通信時間：メッセージ交換所要時間7分

メッセージ交換手続き所要時間1分（ホスト局方式のみ）
データ転送アナログ電話回線2400 bpsの場合

正味所要時間約3分48秒（←50×1024×8/ (2400×6/8) )
I SDNディジタル通信モード64 Kbpsの場合

正味所要時間約6秒（←50×1024×8/64000 )
データ転送手続き所要時間1分
ログイン・ログアウト所要時間1分（ホスト局方式のみ）

転送パケット数：メッセージ交換1行をlパケット( 128オクテット）として計20パケット
メッセージ交換手続き所要パケット数10パケット（ホスト局方式のみ）
データ転送 所要パケット数400パケット（←50×1024/128)
データ転送手続き所要パケット数1Oバケット
ログイン・ログアウト所要パケット数10パケット（ホスト局方式のみ）

ホスト利用料金:1分あたり10円

※1994年9月1日現在のNTTの平日昼間料金で算出した。また，通信回線の基本料金は除外した。
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①と③を比較すると，アクセスポイントを利用した「ホスト局方式」の通信

コスト低減効果を確認することができる。送信側が負担する通信コストは，断

続的なメッセージ交換，連続的なデータ転送のいずれのケースにおいても「直

通方式」を利用する場合の3割程度となっており，個人間のデータ通信の担い

手として「ホスト局方式」のパソコン通信サービスが圧倒的な支持を得ている

最大の理由となっている。

しかし, ISDN環境への移行によって，低コストの通信手段としての「ホス

ト局方式」の存在価値はなくなる。

ISDN環境では，データの特性に応じて通信モードを選択することができる。

この特長を活用することにより，「ホスト局方式」をはるかにしのぐ･低コスト

通信を行うことが可能となる。

断続的なメ､ｿセージ交換を行うケースでは，パケ､ソト通信モードを利用する

ことにより，通信コストはわずか10円となり，連続的なデータ転送を行うケー

スでは，ディジタル通信モードを利用することにより，通信コストは70円に抑

えられる。

「パケ､ソト通信モード」では，通信距離と通信時間によって課金される一般

の通話料金とは異なり，通信時間に関係なく，転送したデータ量に応じて課金

される従量制の料金体系が適用される。そのため，通信時間が長いわりに転送

データ量が少ない断続的なデータ通信での通信コストは非常に低く抑えられ

る。

「ディジタル通信モード」では，通信速度の向上による通信時間の短縮によ

って，通信コストの低減がもたらされる。例えば、アナログ電話回線で一般的

な2, 400 bpsのモデム通信を, ISDNの64 KbpsのTA通信に置き換えた場

合，計算上の通信コストは約30分の1になる。
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5. ISDNにおけるパケ､ソト通信

（13）

NTTが提供しているパケー､ソト交換サービスは，パケット網への接続方法に

よって, @DDX-P (Digital Data eXchange-Packet :第1種パケット交換サー

ビス), @INS-P (Information Network System-Packet), ODDX-TP (Dig-

ital Data eXchange-Telephone Packet :第2種パケ､ソト交換サービス)の3つ

に大別できる。（第5.11表）

第5.11表 NTTのパケット交換サービス

DDX-T Pサービス種別 DDX-P I NS-P

電話網経由パケット網との接続方法 直 結 I SDN経由

1985年4月1980年7月 1990年6月サービス開始

本節では，これら3つのサービスを通信品質および通信機能，コストの面か

ら比較考察し，各サービスの特徴を明らかにする。

(13) NTT以外の第一種電気通信事業者でパケーット交換サービスを提供しているの

は，現在のところ地域系のCTC (中部テレコミュニケーション)1社のみであり，

個人でパケット交換サービスを導入する場合は通常NTTのサービスを利用する

ことになる。
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⑩接続可能端末

異なるパケット交換サービスを利用している相手との間の接続はつぎの範州

で可能である。（第5.12表）

第5.12表 相互接続可能端末一覧表

、

、､～ 着信端末

へ
発信端末～－－

～

DDX- P I NS-P DDX-TP

DDX- P r，
、一 ○＊ ○

○＊I NS-P C

○DDX-T P ×

＊：ただし, DDX-Pの76年版X.25端末とは通信できない。

DDX-TPでは，相手がDDX-Pユーザに限定されており, INS-PとDDX-

TPの間 およびDDX-TP相互間では通信できない。
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上ムイ

②通信品質

各パケ､ソト交換サービスの通信品質と通信機能，利用条件はつぎのとおりで

ある。（第5.13表）

第5.13表 パケット交換サービスの主要スペック

I NS-PLD D X－P

D D X－T P

Bﾁｬﾝﾈﾙ Dﾁｬﾝﾈﾙ9, 600 bps48 Kbps

1,200 bps2

256ｵｸﾃｯﾄ

不可

不可

不可

可

不可

NPT

(一般端末）

16 Kbps

256ｵｸﾃｯﾄ

最大124ﾁｬﾝﾈﾙ

最大 8台

不可

可

可

CCITT X, 25

80,84年版

回線速度

最大パケット長

パケット多重化

端末多重化

マルチリンク

着信課金受付

国際接続

接続可能端末種類

9, 600 bps

4，096ｵｸﾃｯﾄ

最大93ﾁｬﾝﾈﾙ

不可

可

可

可

CCITT X, 25

76,80,84年版

およびNPT

64 Kbps

4，096ｵｸﾃｯﾄ

最大248ﾁｬﾝﾈﾙ

不可

不可

可

可

CCITT X@ 25

80,84年版

48 Kbps

4，096ｵｸﾃｯﾄ

最大248ﾁｬﾝﾈﾙ

不可

可

可

可

CCITT X, 25

76,80,84年版

口
データパケット

転送遅延時間

瞬断に対する耐力

他トラヒックの影響

トラヒック定常値

VC接続時の発信条件

460 ms

l.0～1,5秒

あり

0.22ﾊ，ｹｯﾄ/秒

なし

313 ms

14, 0秒

なし

3.0ハ･ｹｯﾄ/秒

なし

450 ms

1,0～1,5秒

あり

0, 22ﾊ，ｹｯﾄ/秒

2秒間に

3回未満

同時着信

最大数4

223 ms

12.5秒

なし

3’0ハ，ｹｯﾄ/秒

なし

同時着信

最大数4

VC接続時の着信条件 なし なし

基本インタフェースサービス(INSネット64)を前提としている。

ただし，標準パソコン(JUST-PC)手順では, 2,400 bpsおよび4, 800 bpsでの接続が可能

である。

１
２



ネットワーク環境における情報システムの研究128

（14） （15）

DDX-Pのマルチリンク機能とINS-P ( Dチャンネル)の端末多重化機能はそれ

ぞれのサービスに特有の機能であるが，個人ユーザのデータ通信の場合，これ

らの機能が必要となるケースは稀で，実質的にはDDX-PとINS-Pに通信機能

面での差異はないといえる。

通信品質，および利用面では，他のトラヒックの影響を受けないDDX-Pが

INS-Pより優れており，信頼性の高いサービスとなっている。

DDX-TPは，回線速度が極端に遅いという問題がある。

③通信コスト
（16）

前節でしめしたように，パケット通信料はサービスの種類を問わず一律と

なっており，サービス間での差異はない。ただし，256オクテ､ソトを超えるロ
（17）

ングパケット利用時には割安な料金が適用されるため，ロングパケットの利

用ができないINS-P( Dチャンネル）とDDX-TPは，パケ､ソト通信料に関し

て不利である。

また, DDX-TPでは，パケット通信料とは別に通信時間に応じて接続通信
（18）

料が課金されるため，他のパケット交換サービスに比べ通信コストが割高に

なる。

(14） 複数の物理l叫線に同一の回線番号を害llり当てて,1回線のように利用する接続

形態。

(15） 1本のDチャンネルに最大8台の端末を接続して，それぞれの端末ごとに別々

の相手と同時に通信ができる機能。

(16） 第5.8表参照。

(17） 第5.8表の網掛けの部分に128オクテットあたりに換算した料金をしめしている。

(18） 第5.9表参照。



第5章ISDN環境におけるパーソナルコミュニケーション 129

④固定コスト

パケット交換サービスを利用する場合の月額固定コスト(基本料金)はつぎの

とおりである。（第5.14表）

第5.14表 パケット交換サービスの月額固定コスト

－「、

サービス種別 I N S－PD D X－P

、

I)I)X－T P

、

Dﾁｬﾝ‘ﾈル9,600 bPs Bチャンネ11コスト項目 48 Kbps
弓、

1,550円＊2,83()円

1,000円

1, 700円

26,23()円 2, 830円

3,50()円

1, 700円

46,230円回線使用料（住宅用）

I NS-P使用料

機器使用料(DSU) ), 700円3,700円

③ 1,550円29, 930円 |(I) 8,030円 2 5，53()円計 49,930円

口
、

！
、

INS-P使用料

1,000円

INS-P使用料

3, 500円

既存回線が

ISDNの場合

既存回線

を活用す

る場合の

追加

コスト

、
、

、
、悪
一 二

、、

、 不要2)－③

3, 980円

既存回線が

電話の場合

①－③

6, 480円

、
0円

、 、 I

※各サービスとも屋内配線をNTTからのレンタルとする場合には，屋内配線使用料として60円が必要と

なる。

＊：5級局に収容されている場合。

INS-PとDDX-TPは，それぞれISDNと電話網からパケット網に接続するも

のである。表中下二段に示した金額は，既にこれらの回線を利用している場合

に，パケット網への接続のために追加的に必要となる料金である。

既にISDNを利用している場合は，月額1,000円の追加料金だけでINS-P ( D

チャンネル)を利用することができる。また, DDX-TPの利用にあたっての追

加的な料金は一切不要である。

DDX-Pの月額固定コストは，個人ユーザ向きとはいえない金額である。
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⑤導入コスト

パケット交換サービス導入時に必要な費用はつぎのとおりである。

(第5.15表）

第5.15表 パケット交換サービスの導入コスト

D D X－P I N S－P

D D X－T P

9,600 bps48 Kbps Bﾁｬﾝﾈﾙ Dﾁｬﾝﾈﾙ

施設設置負担金

契約料

③72,000円

800円

③72, 000円

800円

⑤72,000円

800円

円
円

０
０

０
０

０
８

２０１円
円

０
０

０
０

０
８

２０１

口
基本工事費

屋内配線工事費

機器配線工事

機器工事費(D SU)

取扱所交換設備工事

バケット利用関連工事

円
円

０
０

０
０

５
８

４
３

円
円

０
０

０
０

５
８

１
，

４
３

円
円
円
円

０
０

０
０

０
０

０
０

５
８

５
５

４
３

４
８

円
円
円
円

０
０

０
０

０
０

０
０

５
８

５
５

＃
９

１
１

４
３

４
８円
円

０
０

０
０

０
０

６
６

円
円

０
０

０
０

０
０

６
６１

④2,000円 ④2,000円

計 ① 133, 100円 96, 100円133, 100円 96, 100円 72,800円

口
既存回線

を活用す

る場合の

追加

コスト

既存回線が

I SDNの場合

基本工事費~卜

④3,000円

基本工事費十

④3,000円

①一③

24,100円

既存回線が

電話の場合

①一③

24, 100円

①一⑤

800円

362,000円2 198, 000円3DCE】 ② 180, 000円4 99,800円6 19, 800円6

合 計①＋② 331, 100円 276, 100円495, 100円 195, 900円 92,600円

1 : DDX-PではPAD, INS-PではPAD付TA, DDX-TPではモデムが対応する。表示し

た価格は, 1992年10月現在「日経データコム（日経BP社）」において性能・機能一覧表に掲載されてい

るもののうち，最も安価な機種の定価である。

2：カナダEDA Instruments (日商エレクトロニクス) , MPX,25000 mini-PADシリーズFlash, 1990年5

月発表

3：岩崎通信機〔岩通データシステム〕，パケット通信ユニットPX-1, 1990年10月発表

4：日本電気, DATAX iZ7200A, 1991年12月発表／出荷

5：三双電機, ALEX-64, 1991年10月発表/1991年12月出荷

6：アイワ, PV-M12, 1990年9月出荷（同価格で他に3機種あり。）
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DDX-Pは，導入コストの面でも個人ユーザには不向きである。

他方, DDX-TPは，既に電話回線とモデムを持っているユーザならばわず

か800円で導入することが可能である。

⑥各種パケ､ソト交換サービスの価格性能比較

以上の①～⑤の比較結果を整理するとつぎのようになる。（第5.16表）

第5.16表 各種パケット交換サービスの比較

DDX-P INS-P

DDX-TP種 別

9, 600bps Bチャソネル Dチャソネル48Kbps

◎ ○◎ ○相互接続可能性 ×

◎ ○ ○通信品質・機能 ◎ △

◎ ◎ ○ △◎通信コスト

◎
〆、

Lノ固定コスト ××

◎○△導入コスト ××

◎○既設回線の活用 ×× LJ

◎ ○○通話モード併用 ××

《記号説明》

◎：特に優れている， 優れている，△：やや劣っている，×：劣っている
戸、

しノ



ネットワーク環境における情報システムの研究132

さらに，各パケット交換サービスの特徴をまとめるとつぎのようになる。

(第5.17表）

第5.17表 各種パケット交換サービスの特徴

サービス種別 コ ス ト 適 用 回 線パフォーマンス

高機能・高品質・

高信頼性を確保

導入コスト，固定

コストともに高価

大規模ネットワークの基幹回

線，ホスト回線

DDX-P

一般的なニーズに

対応可能な基本的

機能，品質を具備

低廉なコストで導

入，維持すること

が可能

大規模ネットワークの足回り

回線や中小規模ネットワーク

の構築用回線

I NS-P

極めて安価に導入

でき，固定コスト

は不要

DDX-Pホストへ接続する

端末ユーザのための簡易デー

タ回線

D DX-Pへの

接続に必要となる

最小限の機能のみ

DDX-TP

従来から提供されているDDX-PとDDX-TPの2つのパケ､ソト交換サービス

は，コスト面と性能面で個人ユーザの要求を満たすものではなかったが, 1990

年6月にサービスが開始された「INS-P｣は，パケット通信網の基本的な機能

と品質を低廉なコストで提供するコストパフォーマンスの高いサービスであ

り，個人ユーザに実用的なパケット通信利用の道を拓くものである。

前節でしめしたようにパケット通信は，断続的なメッセージ交換において著

しいコスト低減効果を発揮する。個人間のデータ通信の主流が電子メールやチ

ャットであることを考慮すると，パケット通信が今後のパーソナルコミュニ

ケーションの主役となることが十分に考えられる。
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お わ り に

昨今の通信インフラの革新に対応して，多くのシステムがディジタル通信時

代にふさわしい大容量，高速，多機能な通信環境を整備している中で，アナロ

グ電話回線を中心とした一般家庭における個人の通信環境は時代の趨勢に取り

残された感がある。

特に，旧態依然とした一極集中型の「ホスト局方式」が主流となっているパ

ソコン通信は，個人のデータ通信環境の整備の遅れを如実にしめすものであ

り，多極分散型の広域ネットワークが常識となりつつある情報システムの世界

で特異な存在だといっても過言ではない。

「ホスト局方式」が個人ユーザに支持され続けている要因の一つは通信コス

トの有利性である。このことが個人のデータ通信環境の向上を遅らせる結果と

なっている。送受信ユーザ間でダイレクトにメッセージ交換やデータ転送を行

う効率的で利便性に富んだ「直通方式」のデータ通信を普及させるためには，

ISDNの導入による通信コストの低減が不可欠である。

ISDN環境では，データの特性に応じて適切な通信モードを選択利用するこ

とによって，コストパフォーマンスの極めて高い効率的な通信システムを構築

することが可能となる。

ISDNの各通信モードの基本的な選択基準はつぎのとおりである。

①パケット通信モード(INS-P) :比較的短いメッセージの断続的な交換。

②ディジタル通信モード(INS-C) :大量のデータの連続的な転送。

③通話モード：アナログ電話網に接続された相手との通信。

個人ユーザの間でISDNの導入が進めば，「個人データ通信＝ホスト局方式」

という従来の常識は払拭され，既に企業ユーザや組織LANユーザの間では一

般的な「直通方式＝パーソンヅーパーソン方式」の通信環境が整備されること

になる。ISDNは，ディジタル通信時代にふさわしい理想的なパーソナルコミ
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ユニケーション環境を整備するのに最適な通信網だといえる。

以上を要約すれば, ISDN環境におけるパーソナルコミュニケーションの将

来像はつぎのようになる。（第5.9図）

ﾎｽﾄｻｰﾋｽ局

PC

アナ
PC

PC

ミユ
データベース

サービス局

PC 恥

従来環境

蕊溌蕊 PC

PC

PC

PC PC

I SDN環境

第5.9図|SDN環境におけるパー､ノナルコミュニケーション
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は じ め に

ISDNが普及すると，パーソナルデータコミュニケーションの世界は，従来

の一極集中型から多極分散型へと大きく変容し，ユーザ間の通信形態の主流は

「ホスト局方式」から「直通方式＝パーソンッーパーソン'方式」に急速に移行
（1）

すると考えられる。

そのため, ISDN環境において利用されるユーザシステムは, ISDNそのも

のに対応することはもちろん，多極分散型通信にも対応したものであることが

必要となる。

ISDNへの対応とは, ISDNによって提供されるさまざまなネットワーク機

能を利用するしくみを具備することを指す。特に，パケット通信モード，ディ

ジタル通信モード，通話モードの3つの通信モードを用途に応じて自由に選択

利用できる機能は不可欠なものである。

多極分散型通信への対応とは，ユーザシステムに着信機能をもたせることで

ある。一極集中型の「ホスト局方式」では，ユーザシステムは発信専用のクラ

イアント端末としての機能を具備していれば十分であったが，多極集中型の

「パーソンツーパーソン方式」を実現するためには，各ユーザシステムに発信

機能だけでなく，着信にも応答できるホスト機能をもたせることが必須とな

る。特に，受信側ユーザが不在の場合にもメッセージやデータの着信を受け付

けるための着信自動応答機能はシステムの利便性を確保する上でなくてはなら
（2）

ないものである。

(1) 前章参照。

(2) 「ホスト局方式」では，メッセージやデータはホストコンピュータに蓄えられる

ため，通信相手の状態に関わらずいつでも送信しておくことが可能となっている。
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本章では，これらの機能を具備した新世代のISDN対応パーソナルデータ通

信システムのパイロットシステムとして開発した「PC-FLS｣ (PC-File Link

System)を提示する。

1．システムの構成

「PC-FLS」は，インターコム社の通信ソフトウェア「まいと～く」のもと

で作動するマクロコマンドプロシージャとして開発したソフトウェアである。

したがって，本システムは「まいと～く」が稼働するPCであれば，機種を問

わず使用することができる。

PC-FLSのハードウェア構成と接続イメージをつぎにしめす。（第6.1図）



司ディジタル通信モード旋霧蕊ディジタル通信モード一隅
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②
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TA MODEM
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クロスケーブル直結二一

ローカルPCリモートPC

第6.1図 PC-F LSのハードウェア構成と接続イメージ
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PC-FLSでは，ネットワークに接続された全てのPCは対等な関係にある。

リモートPCとローカルPCの区別は固定的なものではなく，接続状態にある一

対のPCのうち, PC-FLSが作動中のPCをリモートPC,ネットワークを介して

リモートPCを利用する側のPCをローカルPCと呼んでいるにすぎない。

2．システムの機能

「PC-FLS」は，ネットワーク環境にあるPCに簡易ホストコンピュータと

しての機能をもたせるソフトウェアである。

ユーザは，ネットワークを介してリモートPCに接続し, PC-FLSの諸機能

を利用することによって，リモートPC上にメッセージを残したり，リモート

PCからデータをダウンロードしたりすることができる。

PC-FLSの機能はつぎのとおりである。（第6.1表）

第6.1表 PC-FLSの機能

機能番号および機能名 コ マ ソ ド 等

自動識別

自動識別

ユーザごとに設定可能

テレタイプ方式

# X DOS-Command

#S (ローカルPC→リモートPC)

#R "e-name (リモートPC→ローカルPC)

#A "e-name(S）(リモートPC→ローカルPC)

#T

#C

#H

＃？

#Q

自動設定

自動監視

#D

通信モード識別機能

ユーザ識別機能

システムの利用制限機能

テキスト送信・チャット機能

コマンドリモート実行機能

ファイル受信機能

ファイル送信機能

ファイル圧縮送信機能

通信時間表示機能

通信料金表示機能

オンラインヘルプ表示機能

コマンド－覧表示機能

通信終了・回線切断機能

PADパラメタ設定機能

通信状態モニタ機能

ケーブルによる直結通信機能

１
２

３
４

５
６

７
８

９
ｍ

ｕ
岨

咽
皿

晦
岨
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L通信モード識別機能
（3）

着信時にネットワークから送られてくる識別信号によって，通話モード，デ

ィジタル通信モード，パケット通信モードを自動的に識別する機能。

通信が終了し回線が切断されるまでの間，各モードに対応した動作を行う。

Zユーザ識別機能

着信時にネ､ソトワークから送られてくる発信者回線番号によって，ユーザを

自動的に識別し，あらかじめシステムに登録された利用者リストと照合して，
（4） （5）

システムの利用権限 ローカルPCとの通信距離 ユーザ名をセ､ソ卜する機能。

この機能を活用することによって，未登録ユーザからのアクセスを拒否する

など，システムのセキュリティを確保することができる。

なお，通話モード，ディジタル通信モードで発信者番号が不明の場合には，

パスワード方式で対応している。

3システムの利用制限機能

ユーザごとに利用可能な機能を制限する機能。

ユーザ識別機能と連携させることによって，システムのセキュリティを確保

することができる。

④テキスト送信・チャ､ソト機能

タイプした内容を，ローカルPC,リモートPC,双方の画面上に逐次表示す

る機能。

リモートPC側にもオペレータがいる場合は，画面上でチャ､ソトが可能であ

プ

つo

アナログ電話1口l線からのアクセスを含む。

次項参照。

通信料金の算出に必要。

ｊ
ｊ
ｌ

３
４

５
ｌ
く
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⑤コマンドリモート実行機能(#Xコマンド）

ローカルPCからの指示によって，リモートPC上でDOSコマンドを実行する
（6）

機能。

実行結果は，ローカルPC,リモートPC,双方の画面上に表示される。

⑥ファイル受信機能(#Sコマンド）

ローカルPC上の単一のファイルを，リモートPC上に複写する機能。

ファイルの転送は「YMODEM」プロトコルを利用して行われる。また，

ローカルPCとリモートPCがパケット通信モードで接続されている場合には，
（7）

ファイル転送の前後に最適なPADパラメタが自動的に設定される。

⑦ファイル送信機能(#Rコマンド）

ローカルPCからの指示によって，リモートPC上の単一のファイルを，ロ－
（8）

カルPC上に複写する機能。

ファイルの転送は「YMODEM」プロトコルを利用して行われる。また，

ローカルPCとリモートPCがパケット通信モードで接続されている場合には，
（9）

ファイル転送の前後に最適なPADパラメタが自動的に設定される。

⑧ファイル圧縮送信機能(#Aコマンド）

ローカルPCからの指示によって，リモートPC上のファイルに圧縮処理を施

(6) 例えば, DIRコマンドを実行することによりリモートPC上のファイルの名前や
サイズを確認することができる。また, TYPEコマンドを実行すれば，リモート
PC上のテキストファイルの内容を，ローカルPCの画面に直接表示することがで
きる。

(7) ⑭項参照。

(8) この機能を活用すれば， 外出先の電話から自宅の留守番電話に記録されたメッ
セージを取り出せるのと同様に，外出先のPC(ローカルPC)から自宅のPC(リ
モートPC)にアクセスし，蓄えられたデータを取り出す，いわば「留守番PC」を
実現することができる。

(9) ⑭項参照。
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し，生成した圧縮ファイルをローカルPC上に複写する機能。
（10）

ファイルの圧縮処理は，リモートPC上で圧縮処理ソフトウェア「LHA」に

よって行われる。この機能を利用することによって，大容量ファイルや複数の

ファイルを効率的に転送することができる。

なお，ファイルの転送は「YMODEM」プロトコルを利用して行われる。ま

た，ローカルPCとリモートPCがパケット通信モードで接続されている場合に
（11）

は，ファイル転送の前後に最適なPADパラメタが自動的に設定される。

⑨通信時間表示機能(#Tコマンド）

ローカルPCからの指示によって，通信開始時刻と現在時刻，接続時間を表

示する機能。

⑩通信料金表示機能(#Cコマンド）

ローカルPCからの指示によって，送受信パケット数と対応する通信料金を

計算表示する機能。

この機能は，パケット通信モードでのみ使用可能である。なお，料金計算に

必要なローカルPCとの距離情報は，着信時にユーザ識別機能によってセット

される。

⑪オンラインヘルプ表示機能(#Hコマンド）

ローカルPCからの指示によって，リモートPCで利用できるコマンドとその

利用説明を表示する機能。

(10) ｢LHA」は，吉崎栄泰氏によって開発されたフリーソフトウェアである。

(11） ⑭項参照。
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⑫コマンドー覧表示機能(＃?コマンド）

ローカルPCからの指示によって，リモートPCで利用できるコマンドを一覧

表示する機能。

⑬通信終了・回線切断機能(#Qコマンド）

ローカルPCからの指示によって，通信を終了し，回線を切断する機能。

⑭PADパラメタ設定機能

パケット通信モードにおいて，ローカルPC,リモートPC双方のPAD ( Pack-
（12）

et Assembler Disassembler)のパラメタを適切な値に設定する機能。

PADパラメタの設定は，着信時，ファイル送受信処理の開始直前，ファイ

ル送受信処理の終了直後に自動的に行われる。

⑮通信状態モニタ機能

回線接続中，無通信状態が3分を超えた場合に，警告メッセージを表示する

機能。

⑯ケーブルによる直結通信機能(#Dコマンド）

通信回線ではなく，クロスケーブルを介して直接接続したPC間で「PC-

FLS」を利用する機能。

この機能は，通信回線で接続中は無効となる。

(12) PC一FLSで設定するPADパラメタについては付録6-A参照。
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3．システムの起動と停止

①PC-FLSの起動

「PC-FLS」はPC上で「まいと～く」を起動し，オートパイロットプロシー

ジャ「PC-FLS・APT」を作動させることによって起動する。以降,PCは自動

運転のリモートPCとなり，操作は一切必要ない。（第6.2図）

､

’

PC-F LS

personaI Computer - File Link SyStem
Uer、1.3

t:C) KQ 1,1iuazaki l9錐－1994_’

(中止: STDPキー）

BB: 00: 2庵■騨醒露簔雲篝塞塞篝謹雲雲簔簔篝鬘雲霞…|…

第6.2図 「PC-FLS」の起動画面

②PC-FLSの停止

「PC-FLS」を停止するには，オートパイロ､ソトプロシージヤ「PC-FLS

APT」の実行を停止させる。
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4．システムの使用例

本節では，ローカルPCをパケ､ソト通信モードでリモートPCに接続した場合

の「PC-FLS」の各機能の使用例，およびリモートPC上で自動実行される処

理の概要をしめす。

①ローカルPCの設定

通信を開始するにあたって，通信ソフトウェア, PAD, TA(Termina]

Adapter)の各種パラメタをつぎのように設定する。（第6.3図，第6.4図）

珂言パラメータ画冒

データビット長
パリティー
ストップビット
XOn/Xof f制御
ローカル･ｴｺｰﾊ､､ツク

文 字 コード

[Rを受信した時
ﾘｸｰｺヰｰを押した時

鯏籠揺）ﾌﾃｲ'↓送信(文字）
菫琴簔篝曼薑琴簔塞雲塞琴塞簔簔篝篝壹:＝三季筈三雲簔雲塞篝篝雲琴

團毒鍵謹謹蕊灘霊

l…罎婁琴舅塞菫薑毒雲簔雲霧零簔蓋篝簔萎薑篝窒篝琴零一睾22:26:0" 1:E:E.:9=i

（13

第6.3図 通信､ノフトウエアのパラメタ設定例

(13）（株)インターコムの「まいと～く」の場合。
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第6.4図 PAD, TAのパラメタ設定例

(14） 三双電機(株)の「ALEX-64A」の場合。（この機種の場合, PADとTAが一体

となっている｡）
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Z回線の接続
（15）

回線の接続は,ATコマンド「ATD」で行う。（第6.5図）

ATD 6797022928 *980+ I N S - Pで接続します。
CONNECT 9602/p

PC-FLS (PersonaI Cc,mputer - File Link Sustem) Uer.1.3’ ’

兵庫（宝塚） 宮崎ホスト

ゲストユーザさん こんばんは。

舞
うｱｲﾙ

ﾌｧｲﾙ

圧縮

‐
。ｎ

｛
〃
ｍ

入
叩

、
Ｃ

フイ
×
？
．

夕
脚
は

一一昌砥垂早
憩
弘
一

ト
コ
ト

ス
Ｓ
一
ノ

ネ
０
マ

一
丁
、
Ｕ
『
』
鯉:8
ﾍﾙﾌﾟ：＃H

filename

filename(s） 終了:nQ

＞＞

l… :06:8霞…

ノ

第6.5図 リモートPCへの接続例

リモートPCは，着信を検知すると，ネットワークから送られてくる発信者

回線番号とシステムに登録された利用者リストを照合し，ユーザの利用権限

発信側PCとの通信距離情報等を自動的に設定するとともに，発信者の名前を

入れたウェルカムメッセージを送出，さらにローカル／リモート双方のPAD

パラメタをテキストデータの送受信に適した値に調整する。

(15) INS-Pは, DDX－PやVENIJS-P等の既存のパケット網とも接続されており，

これらのネットワークからも接続することも可能である。
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③チャ､ソト(テキストメッセージの送信）

チャットの実例。下線を付した部分はローカルPCのユーザがタイプしたも

の，それ以外は，リモートPCのオペレータがタイプしたものをしめす。

(第6.6図）

謂i
ﾌｧｲﾙ

ﾌｧｲﾙ

圧縮

ﾃｷｽﾄ送信：ﾀｲﾌﾟ入力
DOSｺﾏﾝﾄ承: #X comma nd

ｺﾏﾝﾄ蝿一覧:#？

Ｔ
Ｃ
Ｈ

＃
口
は

■
■
■
■
■
■

間
金
〆

時
料
仙filename

filename(s) 終了:#Q

|… 3;cc･｡c｡=+b一一・E謹圃:06:2g1 1:35:2f'冨篝塞雲雲雲

ノ、

第6.6図 チャットの例

キーボードから入力されたテキストデータは，256バイトになったとき，も

しくはCRコードまたはLFコードを受信後500 ms経過しても次の文字が入

力されない場合にパケ､ソトに組み立てられ送出される。
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④DOSコマンドの実行

DIRコマンドのリモート実行例をつぎにしめす。（第6.7図）

>>#X DIR *.DOC

ドライブ角：のボリュームラベルはHDD-1 2BSC
ボリュームシリアル番号はBRB4-1 AE5
ディレクトリは角: \CABINET

HE LP DOC 2468 92-1 1 -28 1 :20

SAF1PLE 1 DOC 588 92-1 6-81 1 :09

SAIvlPLE2 DOC 1 526 92-1 8-81 1 :02

SANPLE3 DOC 831 92-16-01 1 :00

SANPLE4 DOC 1 868 92-1 0-21 1 :08

5個 6461バイトのファイルがあります．
5312512バイトが使用可能です．

籠榊,淵:,量,善迄窪撫“課
ファイル

ファイル

圧縮 終了:#Q

＞＞

86:2掴1:記;97篝篝簔篝鑿壽鑿'|1TE｡rn]】 篝篝簔簔簔碧3･･…一・+･…一・麺雲塞華ま塞臺睾塞琴雲塞霊塞菫鑿

第6.7図 DOSコマンドのリモート実行例

リモートPCは，ローカルPCから送られてきたテキストデータの中に「#X」

という文字列を検出すると，以降CRコードまでのテキストデータをDOSコマ

ンドとして扱い，そのDOSコマンドをリモートPC上で実行，結果をローカル

PC,リモートPC,双方の画面に表示する。



第6章ISDNによるPC間データ通信システム 151

⑤ファイルのアップロード

ローカルPC上のファイル「A :\ DOCS \TESTING. TXT」をリモートPC

に複写する例をしめす。（第6.8図）

>>#S

ファイルの送信を開始してください。(YMOD EM送信）

F~[Vmbdem菌言】＝ || ー

つ
杉

区
》

２
１

Ｔ
２

ロ。
淵
４

０

岬狐“率霊“
②

心
羊

１
４

２
出

恒
鰯

釘
函
／
臥
一
と

、－
０

Ｅ
１
１
２
・
一
、

FI: \DPath =

ファイル:T
バイト故：3
ブロック：3
転送効率_i_g効蕊継
終了まであ

26: 26:回議1:百厩回引

一ジ

1q雨罵義鑿罰…

、

第6.8図 ファイルのアップロード例

リモートPCは，ローカルPCから送られてきたテキストデータの中に|#S」

という文字列を検出すると，ローカル／リモート双方のPADパラメタをバイ

ナリデータの送受信に適した値に調整後, YMODEMプロトコルによるファイ

ルの受信モードになる。

ファイルの受信処理が終了すると，ローカル／リモート双方のPADパラメ

タをテキストデータの送受信に適した値に再調整する。
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⑥ファイルのダウンロード

リモートPC上のファイル「A :\ CABINET \ HELP.DOC」をローカルPC

に複写する例をしめす。（第6.9図）

> >#R HELP.DOC

豐譽頚謂謡罰。 ( YMODEM受信）

F【vmodem蔓禧】

Path = FI:\CRBIN|

ファイル: HELPd
バイト数: 1024
ブロック：1／3

Path = FI: BINET\

LP.DOC

24 / 2458

／3

1.4 cps
g+･-.…E

ath = FI: T羊

OC

2458

ファイル
バイト数
ブロック
転送効率鞠

Ｓ
Ｅ

ｐ
－

Ｃ
幸

ー･ 呈

= [ Disk 50207744 ]

|…澪篝鑿蕊零雲l…篝簔篝篝雲霧雲篝鑿鑿菫鑿簔篝雲簔壽壁 86:0甥1:謡:唖｛･･麺

（

第6.9図 ファイルのダウンロード例

リモートPCは，ローカルPCから送られてきたテキストデータの中に「#R」

という文字列を検出すると，以降CRコードまでのテキストデータをファイル

名として扱い，ローカル／リモート双方のPADパラメタをバイナリデータの

送受信に適した値に調整後，当該ファイルをYMODEMプロトコルによって

ローカルPCに送信する。

ファイルの送信処理が終了すると，ローカル／リモート双方のPADパラメ

タをテキストデータの送受信に適した値に再調整する。
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⑦ファイルの圧縮ダウンロード

リモートPC上のつぎの4ファイル

「A :\ CABINET \ SAMPLE l . DOC」

「A :\ CABINET \ SAMPLE 2 . DOC」

「A :\ CABINET \ SAMPLE 3 .DOC」

「A :\ CABINET \ SAMPLE 4 .DOC」

を1つの圧縮ファイルに統合後，ローカルPCに複写する例をしめす｡(第6. 10図）

1

>>#Q SRNPLE*・DOC

以下のファイルを一時ファイノロTNP・LZH |に圧縮格納しました。

SANPLE 1・DOC

SAIvIPLE2･DOC

SANPLE3. DOC

SAIvlPLE4 .DOC

暫漂ﾘ製藷倦い｡ (YMODEM受信）
F~[Vmamem gE]

Path = A:\CRB11.:IETIET\

.ZH

／2791

T羊

H

2791

Path = A:

ファイル
バイト数
ブ､ロック

ﾆー

: TI1P.L

: 2849

：2／急

ファ

ブロック
転送効率効率：229.1

Ｓ
Ｅ

〃
エ

Ｃ
｛

Ｓ
Ｅ

〃
エ

Ｃ
｛

口 0 1 畢

一【D isk 58202624 ] 』

06:1" 1:36:18一一百臺叩|…震篝琴塞簔簔碧|…

、

第6.10図 ファイルの圧縮ダウンロード例

リモートPCは，ローカルPCから送られてきたテキストデータの中に「#A」

という文字列を検出すると，以降CRコードまでのテキストデータを圧縮対象

のファイル名として扱い，ここで指定されたファイルにLHAによる圧縮を施
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し, ｢A :\ CABINET \ TMP. LZH」という名前の圧縮ファイルを生成，ロー

カル／リモート双方のPADパラメタをバイナリデータの送受信に適した値に

調整後，この圧縮ファイルをYMODEMプロトコルによってローカルPCに送

信する。

ファイルの送信処理が終了すると，ローカル／リモート双方のPADパラメ

タをテキストデータの送受信に適した値に再調整する。

⑧通信時間の表示

通信時間の表示例をしめす。（第6.11図）

> >#T

l 園冒甫…三E呵日1回燕……三E囿日10時露分 鴇綜時間：塑寺間22分

＞＞

第6.11図 通信時間の表示例

リモートPCは，ローカルPCから送られてきたテキストデータの中に「#T」

という文字列を検出すると，着信時に記録した通信開始時刻，および現在時刻

とこれらから算出した接続時間を表示する。
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9)通信料金の表示

通信料金の表示例をしめす。（第6.12図）

＞＞ﾛC

…霊の通信料：15:3円銅銭（総l.､1.ｹｯﾄ数: :384,送信: 129,

＞＞

受1三256‘/'単価:49銭1

第6.12図 通信料金の表示例

リモートPCは，ローカルPCから送られてきたテキストデータの中に「#C」

という文字列を検出すると，送受信パケット数を集計するとともに，着信時に
（16）

セ､ソトされたローカルPCとの通信距離情報と現在時刻に基づいて，システム

内の料金リストから該当するパケット単価を取得し，通信料金を計算，計算結

果を送受信パケ､ソト数，パケ､ソト単価とともに表示する。

(16） 時間帯によってパケット通信料が異なるため。ただし，すべて平日料金を適用

する。
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⑩ヘルプメッセージの表示

へルプメッセージの表示例をしめす。（第6.13図）

>>pH

ﾃｷｽﾄ送1言 キーボードからタイプしたテキストは．リモートPCの画面上にも
同時に表示されています。
（通信ソフトのテキストファイル送信機能を利用して，一括送信する
ことも可能です。）

ロX command DOSコマンドをリモートPC上で実行します

鰐
＃S □－カルPC上のファイルをリモートPCに送

f 』
※各コマンドの詳しい利用方法は, |HELP.[)[)C |をご覧ください。

一《一一一

沙圃Ｉ
堂＝垂雲三建掴8:26:1"~1 :38:1E:

第6.13図 ヘルプメッセージの表示例

リモートPCは，ローカルPCから送られてきたテキストデータの中に「＃H」

という文字列を検出すると，コマンドとその利用説明を表示する。
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⑪コマンドの一覧表示

使用可能なコマンドの一覧表示例をしめす。（第6.14図）

>>#？

識
ﾌｧｲﾙ

ﾌｧｲﾙ

圧縮

ﾃｷｽﾄ送信：ﾀｲﾌﾟ入力
DOS｡ﾏﾝﾄ､、: #X comma nd

ｺﾏﾝﾄ唾一覧:#？
鯉:8
ﾍﾙﾌﾟ：pH

filename

filename(s) 終了:nQ

>＞

第6.14図 コマンド一覧表示例

リモートPCは，ローカルPCから送られてきたテキストデータの中に「＃？」

という文字列を検出すると，使用可能なコマンドを一覧表示する。
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⑫通信の終了

通信の終了はつぎのようにして行う。（第6.15図）

> >#Q

回線を切断します、 ’

｜
'

0

｜…

L

震謹篝雲塞雲雲謹篝篝篝篝蕊雲謹篝鑿簔篝琴篝!9-…-+･･二=5":06:1" 1:35:19

第6.15図 通信の終了

リモートPCは，ローカルPCから送られてきたテキストデータの中に「#Q」

という文字列を検出すると回線を切断する。
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⑬無通信状態の警告

回線を接続したまま3分間なにも操作が行われない場合，警告音とともにつ

ぎのような警告メッセージが表示される。（第6.16図）

＞＞

’

＞＞

第6.16図 無通信状態の譽告メッセージ

リモートPCは，回線接続中の通信状態を常時監視しており，無通信状態が

3分を超えて持続した場合に，警告を行う。

お わ り に

パーソナルコミュニケーションのISDN環境への移行は，従来の加入電話網

の通信容量や通信機能に対する不満を解消するだけでなく，パーソナルデータ

コミュニケーションの通信形態を「ホスト局方式」から「直通方式＝パーソン

ツーパーソン方式」に変容させるものである。したがって, ISDN環境で使用

されるパーソナルデータ通信システムには，従来の「発信専用のクライアント
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型端末」としての機能だけでなく，「発着信対応のワークステーション」とし

ての機能が不可欠なものとなる。

ISDNの特長を最大限に活用するために，パーソナルデータ通信システムが

具備すべき必須機能としてつぎの2点を指摘することができる。

①ISDNの3つの通信モードに対応し，それらを柔軟に選択利用できる機能。

②留守番電話のように着信に対して自動的に応答する機能(ホスト機能)。

本章で提示した「PC-FLS」は，上記の必須機能を満たすISDN対応のパー

ソナルデータ通信システムである。このシステムは，通信モードを自動的に識

別する機能を有し，着信への自動応答機能として①ユーザ識別、②チャット，

③ファイル送受信の3機能を具備している。

「PC-FLS」は, LANにおけるピアツーピア(peer-to-peer)通信機能と

UNIXネ､ソトワークにおけるFTP機能に相当する両機能を交換回線網における

PCコミュニケーーションで実現したユニークな通信システムだといえる。

参 考 資 料

〔1〕 森田茂男他, ｢CCITT Iシリーズ勧告解説 ISDN技術の国際標準』，

cQ出版社, 1992年

〔2〕 楳本龍夫他, ｢CCITT Xシリーズ勧告解説 データ通信ネ､ソトワーク』，

cQ出版社, 1991年(第2版）
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付録6-A PADパラメタ設定一覧表

通常モード ファイル転送モーI番号 'くうメタ名

0：エコーしな↓2 エコー

'《ケット送出文字 2 :CR 0：なし3

0：タイマー値を設定

しない

パケ､ソト送出タイミン'グ 10：500，s4

1 :DCEはDTEの付属機器へ

DClで送信可,DC3で送信不可を示す。

付属機器制御5

21：相手DTEからの

パケッ1~を廃棄し，

割り込みパケットを 0:なにもしな↓

送出するとともに

ブレーク表示する。

ブレーク信号受信時の

PADの動作選択

7

1 :DTEは, DCE'､

DC1で受信可,DC 3で受信不可を示す。

データ受信制御12

LFの挿入 0：挿入しない。
1Q
上J

※このほかのパラメタについては,パケット網の初期値をそのまま使用している。
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第7章 国際通信ネットワークによる
リアルタイムモデルシミュレーションシステム

は じ め に

近年，光通信や衛星通信に代表される国際データ通信ネ､ソトワーク技術の顕

著な進展により，パーソナルコンピュータ(PC)による地球的規模でのリアル

タイムの情報交換が手軽に行える環境が整備された。

また，高性能PCもデスクトップ型からラ､ソプト､ソプ型，さらにノート型へ

と小型軽量化が進みつつあり，どこへでも持ち運んで利用することが可能とな
（1）

った。一昔前なら超大型計算機でしか解けなかった計量経済モデルも，今や重

さ数キログラムの小型パソコンで簡単に解くことができる。すなわち，学会や

国際会議がいかなる場所で開催されようと，その場に小型PCを持ち込み，計

量経済モデルによるモデルシミュレーションを即座に行い，結果を示すことが

できるのである。

パソコンの小型化 高性能化がもたらすものは省スペース効果だけではな
（2）

い。「PROJECT-LINKモデル」は現在,1台のスーパーコンピュータ上で1

つの巨大な世界モデルとして解かれている。このようなリンクモデルは，複数

台のPCをネットワークで連結して各国モデルを並列的に分散処理することに

よって，特定国のモデルやデータをシミュレーション中に差し替えるというよ

うな，従来困難だったさまざまな操作を加えることが可能になる。この手法を

(1) 例えば，本システムの開発に使用した東芝製のラップトップ型PC ｢J-3100

SGT/10 1モデル」は，重さ6. 8kgの本体に, 4MBのメモリと100MBのハードデ

ィスクを内蔵し，32ビ､ソトCPUを装備している。

(2) Klein, L､R.によって開発されたこのモデルは, 20,000本以上の方程式を含む世

界最大規模の多国間・多地域間計量経済分析モデルである。
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用いれば，毎年行われている「PROJECT-LINK会議」の席上で，政策シミュ

レーションを実際に行いながら世界経済への影響を討議することさえ可能であ

る。さらには,G7やサミ､ソト会議でも，提案される政策協調の効果を会議の

席上で即座に分析することが可能になるのである。

本章では，国際データ通信ネットワークを通じて，それぞれの本国と連絡を

とりながら政策のシナリオ及び修正モデル，追加データなどの必要な情報を直

接ラップトップ型PCに取り込み，国際会議の席上でリアルタイムにモデルシ

ミュレーションを実行し，政策の効果を確認しながら討議することを可能にす

る「分散型計量経済分析ネットワーク情報システム」(ECONET :ECOnomic

model simulation NETwork system )の概要をしめす。

1．システムの概念

「ECONET」は，国際会議の席上でリアルタイムにモデルシミュレーショ

ンを実行するためのネットワーク情報システムである。ECONETを構築する

には，つぎにしめすような機能の異なる3つのシステムを開発し，これらを有

機的に結合しなければならない。

①複数台のPCの分散処理によって，会議室内での計量経済モデルのシミュ

レーション実行を可能にする「ネットワーク分散型アプリケーションシ

ステム」。

②会議室内からの要求に応じて，各種の計量モデルや経済データをネット

ワークを通じて即座に提供する「オンラインデータベースシステム」。

③ネットワーク分散型アプリケーションシステムおよびオンラインデータ

ベースシステムに付随して必要となるLANおよびWAN対応の「データ通

信システム」。

「ECONET」のシステム概念をつぎにしめす。（第7.1図）
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D B M S

計量経済情報

アジアセンター

モデル

データ

／ﾘ舞馨ﾙ、
シミュレーションシステム

計量経済情報

アメリカセンター

5~百~雨~冒司

計量経済情報

ヨーロッパセンター

| DBMS

t篝づモデル

データ

第7.1図 ECONETのシステム概念

「ECONET」の中核をなす「分散型リンクモデルシミュレーションシステ

ム」は，ネットワークによって接続された複数台のPCを使用した分散処理に

よる計量経済モデルの解法の為のアルゴリズムを具備するネットワーク分散型

アプリケーションシステムである。PCによる分散処理は，会議室内でのシミ

ュレーションを実現するだけでなく，モデルの構築及びデータ整備の作業負担

を分散するとともに，コンピュータ費用及び国際データ通信コストを大幅に低

減する。
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「ECONET」のデータ供給基地である「計量経済情報センター」は，政策

シミュレーションに必要な各種情報をネットワークを通じてPCに提供するオ

ンラインデータベースサービスシステムである。システムのサービス機能とし

て特に重要なことは，所要のデータを，単にPCの画面上に表示するだけでは

なく，ファイルとしてPCのディスク内にダウンロードすることが可能となっ

ていることである。サービスの方式は，従来の超大型計算機による大型の一般

データベースサービスであっても，ワークステーションによる計量経済モデル

分析のための小型の專門データベースサービスであってもよいが，いずれの場

合も，世界リンクモデルを構成する各国がそれぞれ自国の計量経済データベー

スを整備することが望ましい。

「ECONET」のデータ通信システムは，アプリケーションシステムに付随

して，分散処理を行うPCを相互に接続する部分と，データベースシステムに

付随して，世界各地に配置されたデータベースサービス局とPCを接続する部

分に大別できる。いずれの場合も，場所や時間に制約されることなくデータ通

信を可能にするためには，国際公衆電話網，国際公衆データ網, ISDN,イン

ターネット, LAN等さまざまなネットワークに対応することが望ましい。

2．分散型アプリケーションシステム

「ECONET」の中核を成す「分散型リンクモデルシミュレーションシステ
（3）

ム」は，典型的なネットワーク分散型アプリケーションシステムであり，そ

の特徴は，超大型計算機を使用して（､ソチ処理によって行われている

「PROJECT-LINK」のモデルシミュレーションを複数台のPCもしくは，ワー

( 3 ) Sugiura, I., " Distributed Control of Econometric Data Bases and Model3 ,

in D. Ironmonger et al(ed. ) , National Income and Economic Progress,
Macmillan Press, GBR, 1988年
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（4）

クステーション(WS)で実行することを目的に開発されたことにある。

分散型リンクモデルシミュレーションシステムの概念図をつぎにしめす

(第7.2図）

LAN

、または
､w

B国モデル

A国モデル N

C国モデル

一

国際間連関モデル
収束判定

Z国モデル

／
／

PCまたはWS

第7.2図 分散型リンクモデルシミュレーションシステムの概念図

（5） （bノ

複数台のPC(またはWS)はネットワークによって結合されており，各

(4) システムの開発は，杉浦一平教授(大阪産業大学)，布上康夫教授(甲南大学)，

柴山 守教授(大阪国際大学)を中心に行われた。

(5) ｢PROJECT-LINKモデル」の場合,12～15台のPC(またはWS)で処理できる

と考えられる。

(6) 通常はLANを想定するが，高速なWANでもよい。
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PC(またはWS)には，各国別モデル及び国際間連関モデル(貿易連関モデル，

金融連関モデル等)の中から単一または複数のモデルが適宜割り当てられる。

このうち，国際間連関モデルを担当するPC(またはWS)には，世界リンクモ

デル全体の各期の収束判定を行い，シミュレーションの流れを制御する機能を

持たせている。

「分散型リンクモデルシミュレーションシステム」は，このようにネット

ワークで結合されたPC(またはWS)が相互に協調しながら，分散処理を行う

ことによって，会議室内で手軽に政策シミュレーションを実行することを可能

にしている。

3．オンラインデータベースシステム

会議場でモデルシミュレーションを実行できることと，超大型計算機で計算

したシミュレーション結果を会議場で配布することの本質的な違いは，会議の

席上提案される各国の政策をその場で即座にシミュレートして，その効果をリ

アルタイムに確認しながら討議を進めることが可能かどうかという点である。

前節で提示した「分散型リンクモデルシミュレーションシステム」の最も重要

な開発意義は「リアルタイムシミュレーション」を実現することにある。

リアルタイムでモデルシミュレーションを実行するためには，シミュレーシ

ョンシステムだけでなく，不測の事態に備えた，データやモデルの供給環境を

整備する必要がある。

会議の席上,PCに装備されていない新しい変数のデータ，最新のモデルや

別の特性をもつモデルが必要となった場合，中断することなくシミュレーショ

ンを続行するためには，ネットワークを通じて即座にそれらの情報を入手する

必要がある。このような要求に応えるのが，各種のモデルやマクロ経済統計デ

ータを供給する「計量経済情報センター」である。
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計量経済情報センターの概念図をつぎにしめす。（第7.3図）

I SIDN計量経済情報センター

LAN

インターネット

公衆データ網

パケット交換方式）

公衆電話網

（

第7.3図 計量経済情報センターの概念図

「計量経済情報センター」が「リアルタイムシミュレーション」の支援シス

テムとして有効に機能するためには，場所や時間に制約されることなく，さま

ざまなネ､ソトワークを通じてアクセスでき，必要なデータを即座にファイル形

式で提供できる「オンライン統計データベースシステム」としての機能が要求
（7）

される。

4．リアルタイムモデルシミュレーションシステム

ネ､ソトワークを通じて「計量経済情報センター」から必要なモデルや経済

データの供給を受けながら，「分散型リンクモデルシミュレーションシステム」

を実行するシステムが「リアルタイムモデルシミュレーションシステム」であ

る。

(7) 次章で提示する「世界経済総合データベースシステム(WEDS)」は，この要求

に応えるものである。

Ｄ
Ｂ
Ｍ
Ｓ

ホ
ス
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム

Ｄ
Ｃ

Ｅ
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リアルタイムモデルシミュレーションシステムの概念図をつぎにしめす。

(第7.4図）

計量経済情報センター

DBMS

通信回綴

LAN

分散型リンクモデル

シミュレーションシステム

ロ

第7.4図 リアルタイムモデルシミュレーションシステムの概念図

「リアルタイムモデルシミュレーションシステム」では，モデルやデータの

差し替えに「分散型リンクモデルシミュレーションシステム」が柔軟に対応で

きることが必要である。

「リアルタイムモデルシミュレーションシステム」を利用したシミュレーシ

ョンの具体的な実行手順をつぎにしめす。（第7.5図）
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1
〆

’ ① 計量経済情報センターへの接続

通信用ターミナルプログラムの起動

利用する通信網の選択

通信網へのログイン＊

通信パラメータの設定＊

計量経済情報センターへのログイン

／

1
－－－－ノ’ データのダウンロード(2)

ダウンロードするデータの検索

ダウンロード用通信パラメタ設定＊

センター側のデータ送出準備

PC側のデータ受入準備

PC側データ受信用ファイルの指定

ダウンロードの実行

「
(

3 計量経済情報センターの利用終了

計量経済情報センターからのログアウト

通信網からのログアウト＊

通信用ターミナルプログラムの実行終了
／

１
１

I ④ ダウンロードデータの調整

ダウンロードした圧縮ファイルの復元

シミュレーションシステムへのデータ転送

、／

① 分散型モデルシミュレーションの準備
’

P C-LAN構築

貿易連関モデル用PCの起動

貿易連関モデル用PCをLANに接続

各国別モデル用PCの起動
各国別モデル用PCをLANに接続

）{ シミュレーションの実行（6）

貿易連関モデルのシミュレーション開始

各国別モデルのシミュレーション開始
シミュレーション完了

※ ＊印はデータ網利用の場合に必要となる手I|頂をしめす。

第7.5図 リアルタイムモデルシミュレーションの実行手順



174 ネットワーク環境における情報システムの研究

5．パイロットシステムの実行例

（8）

本節では，アジアリンクモデルを使った，「分散型リンクモデルシミュレー

ションシステム」および「リアルタイムモデルシミュレーションシステム」の

パイロットシステムの実行例をしめす。

アジアリンクモデルは，日本，米国，東南アジア8カ国とその他世界

(Rest of the World)の合計11地域からなるリンクモデルであり，貿易連関モ

デルを含めると，計550本の方程式からなる非線形計量経済モデルである。

アジアリンクモデルを構成する地域別方程式数は，つぎのとおりである。

(第7.1表）

第7.1表 アジアリンクモデルの地域別方程式数

｢ﾓｰ票 方程式数ル

ルーテモ

方程式数

本
国

国
湾
港

日
米
韓

台
香

１
３

６
８

６

６
３

３
３

４

インドネシア

マレーシア

フィリピン

シンガポール

タ イ

５
２

５
９

５

８
６

２
４

５

その他世界 貿易連関26 34

計 550

(8) Ichimura, S. , M. Ezaki, ed. , Economet"c Models of Asia Link, Spring-
er-Verlag, 1985年

Ezaki, M., M. Shibayama, and S. Ichimura, AII Economic Link SVstem

fbr the East and Southeast Asian Countries, .ﾉapan and的e[ﾉhited States,
Southeast Asian Studies, Vol､22 No.3, 1984年
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（9）

①分散型リンクモデルシミュレーションシステム

〔ハードウェア構成〕

東芝製のラップトップPC ｢J-3100SGT/041モデル」3台を，シンプル社の

LANシステム「1 0-NET」によって接続したものを利用した。（第7.6図）

東芝

J-3100SGT/04 1

東芝

J-3100SGT/04 1

東芝

J-3100SGT/041

日本

第7.6図 分散型リンクモデルシミュレーションパイロ､ソトシステムの構成

〔実行方法〕

3台のPCにそれぞれ「日本モデル｣，「米国モデル｣，「日米モデル以外の全

モデル」を割り当て，1972年から1980年の9年間のシミュレーションを実行し
（10）

た。

〔実行結果〕

シミュレーションは約3分で完了した。

また，1台のPCでアジアリンクモデル全体のシミュレーションを実行した

場合の所要時間は，約40秒であった。

(9)1988年11月3日に米国カリフォルニア州のスタンフォード大学で開催した国際

会議での実行例である。

(10)この実行例の対象範囲は，第7.5図にしめした実行手順⑤，⑥に該当する。
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（11）

②リアルタイムモデルシミュレーションシステム

〔ハードウェア構成〕

東芝製のラップトップPC ｢J-3100SGT/101モデル」3台を，シンプル社の

LANシステム「10-NET」によって接続した「分散型リンクモデルシミュレー

ションシステム」を米国ハワイ州のイーストウエストセンターに設置。一方，

日立製のWS ｢2050/32」上に構築された「計量経済情報センター」に相当す

るオンラインデータベースシステムを神戸大学に設置し，これらをオムロン製

モデム「MD24FJ 5 ｣ (PC側)および「MD24FS 5 ｣ (センター側)を介して国
（12） （13）

際公衆データ回線ないし国際公衆電話回線で接続した。（第7.7図）

〔実行方法〕

3台のうち2台のPCにそれぞれ「米国モデル｣，「日米モデル以外の全モデ

ル」を割り当て，「日本モデル」を取り外した10地域からなるリンクモデルを

用意し，3台目のPCには，ネットワークを通じてダウンロードした「日本モ

デル」をセ､ソト，計11地域からなるリンクモデルに復元後，分散型リンクモデ
（14）

ルシミュレーションを行った。

(11) 1990年1月12日に米国ハワイ州のイーストウエストセンターで開催した国際会議
での実行例である。

(12） 米国側: Telenet,日本側: KDDのVENUS－P

(13） 米国側: AT&T,日本側：KDD

(14） この実行例は，第7.5図にしめした実行手順をすべて含むものである。
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日立 2050／32
－

ー

分散型リンクモデルシミュレーションシステム

’ _」米国ハワイ〃 イーズトウエズ人センタ

第7.7図 リアルタイムモデルシミュレーションパイロットシステムの構成

〔実行結果〕

「日本モデル」のダウンロードの所要時間は，約1分であった。転送ファイ
（15） （16）

ルの容量が6,656バイトであることから，実効転送速度は約1, 200 bpsとなり，

転送に使用したXMODEMプロトコルの1プロ､ソク(128バイト)の転送に約1

秒を要したことになる。なお，この値は国際公衆データ回線，国際公衆電話回

線いずれの場合もほぼ同じであった。

(15） 圧縮ファイルの場合。オリジナルファイルの容量は，81,408バイトである。

(16) 6, 656Byte×8 bitシバ60sec×( 8 bits/. 6 bits) = 1, 183bps
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お わ り に

ネットワーク技術の進歩と小型計算機の処理能力の向上によって，単一の超

大型計算機による一括処理に象徴される一極集中型の情報システムは，ネット

ワークで結合された複数の小型高性能計算機による分散処理に代表される多極

分散型のネットワーク情報システムへと，急速に移行すると考えられる。

本章でしめした「ECONET」は，分散処理の手法をリンクモデルのシミュ

レーションに適用することによって，従来の集中処理方式では困難だったさま

ざまな操作を加えることが可能としたものであり，グループ意思決定を支援す

るネットワーク情報システムのパイロットモデルとして位置づけることができ

る。



第8章 世界経済総合データベースシステム

は じ め に

1970年代に登場したリレーショナルデータベース管理システム(RDBMS :

Relational DataBase Management System)は，その後のデータベース管理

システム(DBMS)の主流になり，データベースシステムの構築に大いに貢献

した。

現在，さまざまな分野でのデータベースシステムの普及には目を見張るもの

がある。しかし，その多くは情報検索指向のデータベースであり，情報分析指

向のデータベースではない。計量経済モデル分析を行う研究者たちは，分析に

必要な世界各国の経済統計データを，必要なときに，即座に，しかも手軽に入

手できるデータ供給環境を切望している。しかし，膨大な量の経済統計データ

を管理運用する経済統計データベースシステムの構築は極めて困難であること

から，未だに実現されていないのが現状である。

本章では，このような社会的要請に応え，経済統計データを国内外の研究者

に提供するための総合的な計量経済情報システムを目指し，最新の水平型分散

データベースシステムの手法を用いて現在開発中の「世界経済総合データベー
（1）

スシステム」(WEDS :World Economic Database System)の概要をしめす。

1”システムの概要

｢WEDS」は，わが国の貿易統計データを提供する「日本貿易統計データ

(1) 本システムは，前章でしめした「ECONET」における「計量経済情報センター」

にも対応するものである。
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ベース｣，主要貿易相手国のSNA(System of National Accounts)統計データ

を提供する「世界マクロ経済統計データベース｣，世界各国の計量経済モデル

を収録する「計量経済モデルベース」によって構成されている。

ユーザは，電話回線またはtelnetによって国内外から「WEDS」に接続し，

検索した時系列データや計量経済モデルを手元のパーソナルコンピュータ等に
〈2）

ダウンロードすることが可能である。

2．システムの構成

WEDSの現在のハードウェア構成は, BBS (Bulletin Board System)のホス

ト機能および「世界マクロ経済統計データベース｣，「計量経済モデルベース」

を収容する日立製ワークステーション「2050/32｣ (ホスト名:JANUS) ,「日本

貿易統計データベース」を収容するSUNマイクロシステムズ製ワークステー

ション「SPARC Station 2 ｣ (ホスト名: SIRIUS)および日立製ワークステー

ション「3050｣ (ホスト名: SPICA) ,「日本貿易統計データベース」の（､ソク

ア､ソプ用に日立製メインフレーム 「HITAC M-640/35E｣(ホスト名：

APOLLO)の以上4台のサーバマシンと，パソコン端末NEC製「PC-9821Ap｣,

日立製「FLORA 3020F」をイーサネットによるLANで結合している。

ソフトウェアの中核をなすDBMSは，「日本貿易統計データベース」には

「Empress｣ ,そのバックアップデータベース用に日立製「RDB 1 ｣,「世界マ

クロ経済統計データベース」には「UNIFY」をそれぞれ使用している。また

BBS機能および，「計量経済モデルベース」には日立ソフトウェアエンジニア

リング社のBBSソフトウェア「SK-BBS 2」を利用している。（第8.1図）

(2) 情報分析指向のデータベースでは，検索データを単に画面に表示するだけでな

く，統計分析に直接使用可能な数値データとして利用者に提供する機能が必要不
可欠である。
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3．システムの利用例

WEDSを利用するには，電話回線またはtelnetによって，ユーザのアクセ

ス窓口である「JANUS」に接続し, BBSにログインする。ログインが完了す

ると, WEDSのトップメニューが表示される。BBSによるメニュー方式を採

用することにより，ユーザはLANの構成を意識することなく容易にWEDSを

利用することができる。

WEDSが保有する各データベースを利用するには, ｢1.統計データベース」

を選択してデータベース名を指定する方法と，「5．ネットワーク／設定変更
（3）

等」を選択してホスト名を指定する方法がある。（第8.2図，第8.3図）

イア

》
認
フ 霞蕊

I
一

！

ターミナル一WEDS･TRM

へよつこそ11

Menu No.000 ----- 神戸大学世界経済総合データベース

1：統計データベース 2：お知らせ
3：電子メール（テキスト形式） 4：電子メール
5：ネットワーク／設定変更等 6：利用案内

番号を選んで下さい。(QQ :終了):ロ

(ファイル形式）

第8.2図 WEDSのトップメニュー

(3) ｢APOLLO」には，計量モデル分析システム「STEPS｣ (StatistiCal Tech-

niques for Econometric Planning and Simulation ) , ｢ SPICA」には，産業連関

分析システム「IIRAS｣ (Interactive lnterindustrial Relationships Analysis

System)が装備されており，これらを利用することも可能である。
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《トップメニュー》

統計データベース神戸大学世界経済総合データベース

統計データベース
お知らせ

電子メール（テキスト形式）
電子メール（ファイル形式）

ネットワーク／設定変更等
利用案内

10000(）

1

2

3

4
F,

「；

世界マクロ経済統計データベース
日本貿易統計データベース
計量経済モデルベース

検索データファイルのダウンロード

１
２
３
４

110 計量経済モデルベースネットワーク／設定変更等

apolloへの接続
siriusへの接続

spicaへの接続
利用履歴一覧表示

パスワードの変更

端末設定の変更

500

１
２
３
４
５
６

1 アジアリンクモデル

2 日本・アメリカ・中国リンクモデル
3 日本・アメリカリングモデル

第8.3図 WEDSのメニュー構成(一部）

4．日本貿易統計データベース

①システムの構成

「日本貿易統計データベース」は, RDBMS ｢Empress」を使用してワーク

ステーション「SIRIUS」上に構築されている。ただし，本データベースに収

録される「貿易統計」は，1年分のデータ件数が約24万件と膨大なため，デー

タベース自体は，大容量のハードディスクが接続されているワークステーショ

ン「SPICA」に格納されている。また，本データベースのバックアップ用デー

タベースを「APOLLO」上に「RDB 1」を使用して設置している。（第8.1図）

なお, DBMSに「Empress」を採用したのは，その操作性及び水平型分散

データベースへの拡張性を考慮した結果である。

②収録データ

「日本貿易統計データベース」には，1978年以降のわが国の月次貿易統計
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データが品目別，相手国別に収録されている。

3利用例

「日本貿易統計データベース」での検索例をつぎにしめす。検索にはSQL

を使用する。（第8.4図）

鴬
ファイル(F)編集(E)

….…~醸霞ターミナル- WEDS.TRM

琴舌(P)転送(T)ヘルプ(H)言碇<S)

* select nen,unit2,tvolume2,tamouni frDm importy where nation二'm~E~y and item mat
ch '090111*' into pager;

nen unit2 tvolume2 tamount

1978 KG 828946 \1 ,022,800｡00
1979 KG 692026 \736,008.00
1980 KG 869775 \1,114,633.00
1981 KG 586028 \973,889.00
1982 KG 961484 \1 ,767,736.00
1983 KG 709058 \1,420,176．00
1984 KG 1127866 \1 ,886,515.00
1985 KG 831534 \1 ,549,938.00
1986 KG 869816 \1 ,306,461．00
1987 KG 809236 \1,093,153.00
1988 KG 1055763 \1 ,205,385.00
1989 KG 719565 \1 ,137,491．00
1990 K6 581468 \914,182.00
1991 KG 874541 \1 ,508,807.00
1992 KG 1080173 \1 ,741 ,650.00

＊■

欝識騨湧鰯溺騒騒霧騒騒蕊議蕊蕊霧蕊灘麟鰯嬢灘職灘灘議驚｜
|蕊議霧灘擬謬議蕊;|蕊蕊識総購溌磯蕊鍛|蕊蕊鱗蕊蕊醗鰯鑿;’

（4

第8.4図 日本貿易統計データベースでの検索例

この検索例では検索結果は画面に表示されているが，検索結果をファイルに

(4) 検索例：ジャマイカからのコーヒー豆の年間輸入量および金額
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書き出すよう指定すれば, WEDSのBBS機能を利用してそのファイルをユー
（5）

ザのパーソナルコンピュータ等にダウンロードすることができる。

5．世界マクロ経済統計データベース

①システムの構成

「世界マクロ経済統計データベース」（略称: WSNA)は, RDBMS ｢UNI-

FY」を使用してワークステーション「JANUS」上に構築されている。
（6）

(第8.1図）

②収録データ

「WSNA」には, OECD諸国のマクロ経済統計データが収録されている。

ただし，現在提供中のデータはつぎのとおりである。（第8.1表）

第8.1表 WSNAで現在提供中のデータ

期 間

国 名系 列 名
四半期年 次

GNP成長率 日本

アメリカ

ドイ､ソ

イギリス

フランス

イタリア

カナダ

1985～881983～871983～87

1987～88経常収支 1983～87

公定歩合 1978～87

マネーサプライ変化率 1987～88

(5) 「統計データベース」のメニューから「4．検索データのダウンロード」を選

択する。（第8.3図参照）

(6)本システムは，当初単独で機能するデータベースシステムとして構築された「世

界マクロ経済統計データベースシステム」を, WEDSに組み入れたものである。

システムの詳細は本書第Ⅱ部第4章 参照。
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③利用例

「WSNA」による検索例をつぎにしめす。検索はQBE方式，またはSQLで

行う。（第8.5図，第8.6図）
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（7）

第8.5図 WSNAでの検索例(QBE方式）

(7) 検索例：国名の頭文字が「イ」である国の国コード
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鰯畷麓 ターミナル. - WEDS.TRM
ファイル(F)編集(E)言錠(S)電話(P)転送(T)ヘルプ(H)

■■世界マ
コマン

mrporation l98

■■18 SEP 1994 - 18:59[sq l」

UN I FY TURBO"U
mpyridlt Unify 1986

6に設定されます．
6に設定されます。
192に設定さ刺ます。
ej f rnn cnunt ry where namej = ' "f* 'ノ

Fl-DCNT
噸側T

PBUFSI

ITA ,イタリア共和国
Y田，イエメンーアラブ蒋哩
YUD ,イエメン民主人民…
ISR ,イスラエル国
IRO ,イラク共禾喧
IRN ,イラン回教…
IND ,インド
IDN ,インドネシア共廻
sqI> B

藤騒騒蕊灘溌灘溌畷灘蕊灘嬢蕊灘議麟綴驚溌蕊鰯灘灘鰯議雷駕蕊藤灘鍵騨蕊蕊蕊蕊蕊霧篭
|蕊蕊鍵藤鐵鍵鍵#|鍵蕊蝋畿鍵蝋蕊鍵|鍵篭鐡鼠灘雛蕊驚jl鍵潅鍵灘鍵鍵鶴|蕊議蕊騨鍵鍵蕊

（8

第8.6図 WSNAでの検索例(SQL)

この検索例では検索結果は画面に表示されているが，検索結果をファイルに

書き出すよう指定すれば, WEDSのBBS機能を利用してそのファイルをユー
（9）

ザのパーソナルコンピュータ等にダウンロードすることができる。

(8) 検索例：国名の頭文字が「イ」である国の国コード

(9) 「統計データベース」のメニューから「4．検索データのダウンロード」を選

択~する。（第8.3図参照）
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6．計量経済モデルベース

①システムの構成

「計量経済モデルベース」は, BBSソフトウェア「SK-BBS 2」を使用し

て，ワークステーション「JANUS」上に構築されている。

②収録モデル

「計量経済モデルベース」には，モデルビルダーから提供された世界各国の

計量経済モデルおよびデータが収録されている。現在収録されているモデルは

つぎのとおりである。（第8.2表）
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第8.2表 計量経済モデルベースに収録されているモデル

国別モデルの内訳リンクモデル名

日 本

韓 国

台 湾

香 港

ア メ リ カ

インドネシア

マ レー シア

フ ィリ ピン

シンガボール

タ イ

アジアリンクモデル('0）

日 本

中 国

ア メ リ 力

日本・アメリカ・中国リンクモデル('1）

日 本

ア メ リ 力
日本・アメリカリンクモデル('2

3利用例

「計量経済モデルベース」におけるモデルの選択，ダウンロード例をつぎに

しめす。（第8.7図）

市村眞一教授(大阪国際大学)より提供された。

稲田義久教授(立命館大学)より提供された。

稲田義久教授(立命館大学)より提供された。

ｊ
ｊ
ｊ

Ｏ
１

２

１
１

１

Ｉ
Ｉ

Ｉ
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|謡
Iファイル(E)

ターミナル一WEDS･TRM 鰯隊
編集(E)設定(S) 電話(P) 転送(T) ヘルプ(H)

|Menu No.110 ----- 計量経済モデルベース ー---

1；アジアリンクモデル 2：日本・アメリカ・中国リンクモデル
3：日本・アメリカリンクモデル

番号を選んで下さい。(Q:終了):3

＜メッセージの選択＞ ＜掲示板名: US-JAPAN MODEL>
No.------------タイトル(Title) ------------- - Date - --書き込み者(Name )

1 .｢JSOLVE・&BC ｣ 90/01/10 KODFWEUS
2.[USOLYE.&RC 1 9070"ii K66E WEK
3. ｢RSOLVE・&Rc ｣ 90/01Jo9 KoBE WEDS
4. IJ&PAMRC ] 90)0im K6iE IEi5
5.[uS&.IBC 1 90)iim K6EE IEiS
6JRQW.&Rq l 90)ii)59 K6iE IE65

H:ヘルプ Q:中止
番号を選択して下さい：5

｢UsA.&RC _ _ ｣ 90/01/09 KoBE wEDs
ファイル名: USA.ARC ファイルサイズ: 49920
復改:ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞC:次へ H:ヘルプ Q:中止＞

通信ソフトをXMO DEM手jll目のタ’ウンロードのモードにして下さい一一一一一一二
（13）

第8.7図 計量経済モデルベースからのモデルのダウンロード例

お わ り に

WEDSの特徴は，従来の垂直型の分散データベースシステムではなく，水

平型の分散データベースシステムの手法を用いて構築されている点にある。

水平型の分散データベースシステムは，データの一元的管理を行う垂直型の

分散データベースシステムとは異なり，データベースシステムを構成する各

(13） 検索・ダウンロード例：日本・アメリカリンクモデルを構成するアメリカモデル
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データベースサーバにおいて，独立してデータの管理運用を行うことを可能と

するものである。

WEDSを総合的な計量経済情報システムとして機能させるためには，現在

収容されているデータだけでは不十分であり，今後，さらに詳細な経済統計

データおよびマルチメディアデータを整備することが不可欠である。これらの

データが整備されると，データベースに収容されるデータの容量は，1国あた

り数GB～数十GB,したがって，データベース全体で数百GB～数TBに達する

ものと考えられる。このような巨大データベースを，従来の垂直型データベー

スシステムで一元的に管理運用することは，極めて困難である。WEDSが水

平型の分散データベースシステムとなっているのはこのためである。

現在のところWEDSを構成する各データベースサーバはすべてLAN上に配

置されているが，これをWAN上に配置すれば，各国が自国の経済統計データ

を独立して管理運用することが可能となり，一元的に管理運用することが極め

て困難な膨大な量の経済統計データを，分業的な管理運用体制のもとでデータ

ベース化することができる。
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